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　希き望ぼうを抱く少女は、銀の靴くつを履はいてはならない。

　家族を愛する少女は、硝子ガラスの靴を履いてはならない。

　少女は孤こ独どくを胸むねに、靴くつ箱ばこの蓋ふたを開けてはならない。




　──ドゥーガルド・ディセント手記『靴箱館に訪おとずれる少女のための約やく束そくごと』より










[image: ]










　絹きぬのブラウスのボタンをきっちりと留とめ、ブルネットの髪かみをきつくひっつめると、ジュディは履はき古した靴くつを見下ろした。つま先に擦かすり傷きずをこしらえたサドルシューズが、申もうし訳わけなさそうに彼女の足を包んでいる。

　彼女はため息をついた。旅立ちの靴としては──あまりにも、みすぼらしすぎる。

　見た目に構かまう余よ裕ゆうなどなかったから、靴がすっかりくたびれていることを失しつ念ねんしていたのだ。

　どうしたものかと途と方ほうに暮くれていると、以前にも同じようなことがあったと思い出した。

『足元を見られたくないのなら、顔の周まわりを華はなやかにしなさいな』

　ジュディはトランクからすみれの花のブローチを取り出した。

　鏡は片付けてしまったので、ない。ジュディは窓まどガラスに自分の姿すがたをうつし、ブローチの針はりで指を傷きずつけぬよう、注ちゆう意い深ぶかく襟えり元もとに飾かざった。

　これは、亡なき友人が──友人と思っていたのは自分だけかもしれないけれど──彼女に贈おくってくれたものだった。それでも、こんなものでごまかさないで、靴を作るのが一番なのよ、と言葉を添そえて。

「靴は人の運命を変える……」

　彼女がよく口にしていた言葉をつぶやき、ジュディは振り返って部屋の中を見渡した。

　十日かけて片付けたアパートの中はがらんとし、残されたのは彼女の手荷物と、それから長い時間をかけて彼女が作り上げてきたもの──今となってはただの紙の束たばのみである。

　劇げき団だんの女王は死んだ。

　責せき任にん、という言葉がある。

　ごうごうと窓を叩たたく風が、ジュディに知らせてくれる。

　嵐あらしは、すぐそこまで来ている。
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　運命の靴は存そん在ざいすると思うか？

　オルハラ国の民たみなら、みながこう答えるだろう。「もちろん、我われ々われの王おう妃ひに懸かけて」と。

　かつてこの国には、シャルロッテ・ディセント──通称シンデレラと呼ばれ親しまれた幸運の王妃がいた。彼女がたった一足の靴で大出世を果はたし、人生をまるきり変えたことから、靴はこの国で特別に愛されるようになったのだ。

　王妃シンデレラは靴産業を発展させ、経済を潤うるおした。カンディナールはシンデレラが作った、職人の街である。オルハラ国中の人間が、運命の一足を求めてこの地に集まる。出で逢あいと始まり、それにまつわる物語の街。

　恋をする者、愛を失うしなった者、希き望ぼうを持つ者、肩かたの荷を下ろした者、そして、そういった人々を送り出してきた職人の街でもある。

　エデル・アンダーソンはモスグリーンのスカートを揺ゆらして、靴店ガラスドームを目指してまっすぐに歩いていた。

　ガラスドームは、シンデレラの末まつ裔えいが営いとなむカンディナール屈くつ指しの老舗しにせ靴店。そして、エデルの職場である。

　街まち中なかのウィンドウ越しにうつるガラスドームの制せい服ふくは、ようやく自分になじむものになってきた、と思う。

　霧きりをかぶったような灰桃色ローズミストの髪をリボンでまとめ、レース付つきのブラウスとフリルのついたストライプエプロンにはしっかりとアイロンをかけたので、ぴしっとしている。

「定休日だけどお店に集合……って今日は何かあるのかなぁ」

　エデルはぽつりとつぶやいた。

　舞ぶ踏とう会かいシーズンを過ぎたカンディナールは、いつもよりどこか静しずかで落ち着いている。

　エデルが歩いているグラスストリートと呼ばれる通りは靴店や革かわ小物店が連なり、ショーウィンドウには色とりどりのハイヒールやショートブーツ、ハンドバッグが並んでいた。ガラスドームがあるのは、この通りの一番奥おくだ。

　この街では流行がめまぐるしく変わる。もともと流行はやりものにうといエデルとしては、少しでも敏びん感かんでいたかった。

　エデルは、とある店の前ではたと足を止めた。

　足の甲こうにストラップをかける、メリージェーンと呼ばれる靴が飾られている。

　インソールに水玉模も様ようが施ほどこされ、脱ぬいだときもかわいらしい作りだ。

（ベルトをかける靴が流行っているのかな……）

　エデルがじっとウィンドウを覗のぞいていると、店員に声をかけられてしまった。

「よかったら、中にも商品があるので見ていってくださいね！」

「ひえっ、あ、あの、すみませんでした」

　ぺこぺこと頭を下げて、あわてて店先から距きよ離りをとる。

　たまにこういったことがあるのだが、いつまで経たっても慣なれない。声をかけられても平然としていられたらいいのに。

　生せい来らいの人見知りと気弱さが邪じや魔まをして、どうもうまくいってくれないのであった。

　突とつ然ぜんどん、と背中を押され、エデルは小さな悲鳴を上げる。

「エデル、見てたぞ！　お前超不ふ審しん者しやだな！　だはは！」

「デ、ディックくん……おはよう」

　靴店ガラスドームで働はたらく底そこ付づけ師し、ディックであった。彼はエデルより先せん輩ぱいの正規職人である。しかし年齢は同い年であるため、エデルに親しく接してくれている。

　かばんを肩にかけ、だぶだぶのズボンを穿はいたディックは、口を大きく開けて笑った。

「ふつーにしてればいいのに。見てるだけですって言えば、向こうもあっそうって思うよ」

「わ、分かってはいるんだけど……」

「ディック。女の子に不審者なんて、最低なことを言うな。エデルはむさくるしい職場に咲く一いち輪りんのスズランでいてくれているのに」

「ジ……ジジさんもおはようございます……」

　試し作さく師しのジジは、ディックの叔お父じである。新米のエデルに気を使ってくれているのか、いつも大げさにエデルのことを褒ほめてくれるのであった。

「やあ、今日もかわいいね、エデル。毎日見ていても飽あきないよ。その色素の薄うすい髪と肌はだ、まるで霧の国の妖よう精せいだね」

　さりげなく手をとられて、エデルはびくびくしながらジジを見上げた。

「い、いいかげん見飽きてませんか……毎日工こう房ぼうで見ているのに……」

「とんでもない。君が来てくれて私は本当に感かん謝しやしているんだよ。憂ゆう鬱うつな出しゆつ勤きんの道のりも、これからかわいい女の子と働けると思うだけで足どりが軽くなるんだ」

「じゃあ止まってないでさっさと歩けよ！　エデルと会ってからまったく進んでないだろ！」

「愛の女神に出逢ってしまったのに、のん気に職場へ行けるだろうか？　エデル、一いつ緒しよに昼食をとろう。ふたりきりで話そうじゃないか、これからの私たちの未来についてね」

「で、でもお店でセスさんが待ってくださっています……」

「まじめなところもすてきだね」

「だー！　おれらまで遅ち刻こくで反省文になったら最悪だ！　オッサンはほっといて行くぞエデル」

「待って、ディックくん。今日ってなんの集まりだか、聞いてる？」

　すたすたと歩き始めたディックを、エデルは必死で追いかけた。

「繁はん忙ぼう期きも終わったしアランさんから出血大サービス豪ごう華かお食事会とかじゃねえの？」

「え……いつもそういうのあるの？」

「いや、そういえばなかったなー。おれはメロンが食いたい気分」

　なんとなく、お食事会ではないような気がする。

　ジジにたずねてみようとすれば、彼は通りがかった別の女性に熱心に声をかけていた。

「あ……あの……遅刻しちゃいます……」

　エデルが涙なみだ目めでジジに訴うつたえかけるが、声が小さくて届いていない。

　そんな彼女の両肩に、あたたかいものが乗った。

（手……？）

「三人とも。寄より道みちせずにお店に来ることはできないの？」

　だしぬけに現れた人物に、三人は目を丸くさせた。

「セスさん、うそ、気け配はいなかったぞ!?」

「僕ぼくはどこにでも現れるのです。職人がサボっているところと、妙みよう齢れいのお姉さま方のところには。お店に一番乗りしちゃったから通りで待ってたんだよ？　そっちが見てないだけでしょ？」

　ガラスドーム店長のセスは、腕うでを組んでそう言った。

「セスさん、おはようございます」

　エデルが深々と頭を下げると、セスの優やさしげな緑の瞳ひとみが細められた。

「おはよう、エデル。お休みの日なのにわざわざ悪かったね。豪華お食事会とまではいかないけど、今ディセント家の人が軽食を持ってきてくれるよ。メロンがあるといいね、さっきそう聞こえたけど」

「メロンは、私よりディックくんが食べたがっています……」

　セスと共に店の裏うら口ぐちまで移動し、鍵かぎを開けてもらう。エデルたちは、すっかりなじんだ工房に足を踏ふみ入れる。

「セスさん、ずっと待ってらっしゃったのですか？」

「ううん、そんなに待ってないよ。それに君たちが来る前、子連れの人ひと妻づまが何人も通りかかったからね。きっと彼女たちのうちの何人かは、夫に飽き飽きして刺し激げきを求めているんだろうなあ！　と想そう像ぞうしたら全然退たい屈くつしなかったよ」

「ひぃ……」

　セスは腕も指し導どうも申し分ない職人なのだが、年上の女性と美しい靴を見ると性格が豹ひよう変へんしてしまうのであった。

（お休みの日の職場って、なんだかへんな感じ）

　見習い職人はいない。『本日閉店』の札を下げているので、お客さまも入ってこない。仕入れ業者も、届け物をしてくれる配達人も現れない。

　静かでよそよそしい、でもなじんだ机つくえや椅い子す、革やクリームの匂においが自分を安心させてくれる。

　それは、このお店に自分の居場所を見つけられた、ということなのだろう。

「おれは今日の集会の意味が今、やっと分かったぞ！」

　感かん慨がいに浸ひたっているときにディックが大きな声を出したので、びくっとしてエデルは振り向いた。

「ついにこの日がやってきたんだな、勿もつ体たいつけずに教えてくれればいいのに」

　大人おとなふたりはディックに構わず椅子に座り、机の上に置いてあった新聞を手にとったり、雑誌をめくったりしている。ガラスドームではこういった読み物はオーナーのアランが手配してくれているのであった。

「今日は、おれが甲こう革かわ師しの資し格かくをもらえる日なんだろ!?」

　ディックは靴底を作る作業を担当している。ガラスドームは分業制で、靴作りは主に靴底と、それにかぶせる甲革の、ふたつのパーツに分けて行われるのであった。甲革は靴の上部（足の甲の部分）に当たる部位を指す。デザインは甲革に反映されるのだ。

　ガラスドームでは、甲革師の仕事が未み経けい験けんの場合底付け師から始めて、昇格を認められなければ甲革師になることはできない。

　セスは新聞をぱらりとめくった。

「うわーアールシティで竜たつ巻まき被ひ害がい発生か……。被害者は……なんだ、若い女の子か」

「聞けよおれの話を！」

「……お前ら、人がいないのをいいことに職場でだらけるとはいい度ど胸きようだな」

　低い声でうなりながら、工房に姿を現したのはオーナーのアラン・ディセントである。

　漆しつ黒こくの髪に青あお紫むらさき色いろの瞳。黒の上下に身を包んだ彼は、かつての王妃・シンデレラの末裔の青年貴族だ。令れい嬢じようから『ミステリアスで魅み力りよく的てきな次期シンデレラ伯はく爵しやく』として人気を博しているが、本人は仕事一いつ徹てつでまじめな性格である。

　これで、ガラスドームの主たるメンバーがそろった。

　セスは新聞からひょっこり顔を出した。

「いやーアランさん、ご飯食べながら会議するって言ったじゃないですか。でも肝かん心じんのランチが届かないんでー、僕たち今か今かと待ってたんですよ、ねえエデル？」

「えっ、あ、あの今日って会議だったんですか……？」

　アランはじっとエデルのことを見た。

「アランさま……？」

　だんだん目つきが険けわしくなる。腕を組み、エデルの顔を直ちよく視ししたまま、アランの目が充血してゆく。しかも、彼は何もしゃべらない。

（こ、怖こわい！　私が会議のことを知らずにのんびりしてたから、アランさま怒おこっているのかも）

「申し訳ありませんでした、アランさま……」

「？　なぜ謝あやまる」

「怒っているのではないのですか？　私が今日の会議について知らなかったので……」

「誰だれも教えていないんだから、知らなくて当然だろう」

「でも、あの、目が……」

　エデルはアランに対して、戸と惑まどうことがよくあった。

　最近、彼の様子がおかしいのである。

　じっと自分をにらんでいるかと思えば、エデルを見て鷹たかだのマングースだのと、動物の名前をよく口にする。エデルはそのたびに、反はん応のうに困こまってしまうのであった。

（舞踏会シーズンは本当に忙いそがしかったし、アランさまは魔ま術じゆつ師しの靴も集めている。きっとお疲つかれなんだ）

　魔術師の靴とは、履く人間に不幸をもたらす魔術仕じ掛かけの靴のことである。

　その昔、アランの祖そ先せんである王妃シンデレラが魔術師と共に大量にこの靴をばらまいた。

　魔術師の靴を履いた人間は願いの成じよう就じゆと引き換えに、代だい償しようを払うこととなる。──シンデレラはきらびやかな出世の代名詞として知られているが、実のところはそうではない。自らも魔術師の靴を履き、王妃の座と引き換えに義理の家族の命を捧ささげた、悪女であったのだ。もっとも、これを知るのはごく一部で周知されていないが。

　ディセント伯爵家は、祖先の行いを償つぐなうため魔術師の靴を蒐しゆう集しゆう・封ふう印いんしているのだ。

　エデルがアランと出逢い、ガラスドームで働くことになったのも、母親が遺のこした『赤い靴』が魔術師の靴だったことがきっかけである。

　赤い靴をアランに取り上げられたエデルは、ここで働くことを余よ儀ぎなくされたのだ。しかし、赤い靴が何者かに奪うばわれ、それはエデルの顧こ客きやくのもとへと渡ってしまった。靴の恐ろしい魔力を目まの当たりにしながらも、エデルはアランと共に靴を封ふうじることができた。

　この赤い靴事件を経へて、エデルは魔術師の靴を履いた女性を助けるためにガラスドームで働き続けることにしたのであった。

　アランはエデルの瞳を視線で捉とらえたまま、話し始める。

「エデル。まじめに休日出勤をしてくれたことに感謝する。お前の勤きん勉べんさは地面をちょこまかと這はう蟻ありに似ているな」

（今度は……蟻……私、落ち着きがないって言われてる……？）

　エデルは混乱し、冷ひや汗あせをかいた。

　その様子を見ていたほかの職人たちは、声をひそめて話し合った。

「なぁ、アランさんのあれ、なんなんだ？　こないだからやってるよな。蟻みたいに器うつわの小さいやつだって言いたいのか？」

　ジジが苦い顔で言った。

「アランさんにかぎって、悪口を言っているわけではないだろう。もっとも、あれで口く説どいているというならば壊かい滅めつ的てきだが」
















「アランさんはいろいろと融ゆう通ずうがきかないからね！　微び妙みような空気になってきたところでそろそろ始めようか！」

　ディセント家からランチボックスが届き、ちょうどいい頃ころ合あいである。メロンは残念ながら入っていなかったが。

　セスが手を叩いて、本日の集会を始める合図をした。
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　カンディナールは舞踏会シーズンを終え、街は閑かん散さん期きに入ろうとしていた。

　ここに別荘を構える貴族たちが王都の本邸に戻るためだ。当然店の売り上げは悪くなる。

　ディックは驚きよう愕がくに目を見開いた。

「ということは……毎日定時上がりのウキウキ遊び放題……!?」

「それアランさんの前で言っちゃうってすごいね！　もちろん僕たちにそんな自由は許ゆるされてないよ！　ていうか君、去年もいたんだからそんなわけないって分かるでしょう」

　セスとディックのやりとりを聞いて、ジジが頰ほお杖づえをついた。

「今年も苦の季節がやってきたというわけだね、オーナー」

「……そういうことだ、ジジ。カンディナール中の靴店が、毎年頭を悩なやますあれだ」

「あれって何かあるんですか？」

　エデルがたずねると、アランがそれに答えた。

「客層の中心が、労働者階級へと移るんだ」

　彼らが求めるのは普段使いの靴が中心で、それに合わせたものをショーウィンドウに飾るとなると華やぎも薄らいでしまうのだそうだ。

　アランは職人たちの座るテーブルの前に立つと、咳せき払ばらいをして話し始めた。

「毎年この時季の押し出し商品の構想は苦労している。華美すぎるものは避さけられ、地味すぎるものは他店との差さ別べつ化かを図れない。流行にも敏感でいなければ、シーズン関係なく利用してもらっているお得意さますら逃のがしてしまう」

　ショーウィンドウは店の顔だ。どんな『顔』にするかによって、客人の反応も変わってくる。

「新しいショーウィンドウの主力商品を考えてもらいたい。いつもはジジとセスに一任しているが、修業もかねて若い層にも今回は参加してもらう。各おの々おのデザインを提案し合い、これと思った三足を俺おれに提出しろ」

　これが今日の、休日会議の意味である。

　ディックは自分の甲革師認定の会ではなかったので肩を落としたものの、試作作業に参加できると知ってすぐに顔を輝かがやかせていた。

　なんといっても試作靴は店の看板。デザインから作成まで、本来は試作師やそれに連なる職人の領域だ。新米ではなかなか任まかせてはもらえない。腕がよく、経験豊富な職人だけが携たずさわれる仕事なのである。

　はいはい！　とセスが手を挙げる。

「アランさん、ちなみに。さる助言者の方から、何か聞かれてます？」

「……レイスフールから輸入した貝かい殻がらを加工したアクセサリーが、令嬢の中でも流行しているとか」

　エデルはセスとアランのやりとりを聞きながら、首をかしげた。

（さる助言者って、誰なのかな？　でも、貝殻なら宝石に比くらべれば安価だし、手を出しやすいかも……）

「あれ、アランさんは、話し合いに参加しないのか？」

　ディックの質問を受けると、アランは離はなれた席に腰をかけた。

「俺はオブザーバーとして同席させてもらう。俺のことは空気だと思って好きなだけ議論しろ」

　彼の脚あしを組んで座る所作が優ゆう雅がで、背景の作業場にまるで似合わなかった。つまりは、黙だまっているだけでかなりの存在感があった。

「げえ、あんなの空気だなんて思えるかよ……」

　ディックの言葉に、エデルも少しうなずいてしまった。アランに見られていると、エデルはとても緊きん張ちようするのである。

　食べ終えたランチボックスを片付けると、四人は顔を突つき合わせた。

　進行役は店長のセスがとる。

「ふたりははじめてだけど、作業を始める前に何か質問はある？」

　エデルはディックと顔を見合わせた。

「おれ、甲革は練習用しか作ったことないけど、あらためてここにいてもいいの？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。当然僕たちがアシストします。従じゆう業ぎよう員いん心こころ得えはもう耳にたこができるくらい毎朝唱となえてるでしょう？」




　ひとつ、道に迷まよえば先せん達だつの背中を。

　ふたつ、道を外せば大声で叫さけべ。

　みっつ、道の向こうから迎むかえを待て。




　これはガラスドームの従業員心得だ。一見山登りの掟おきてのような言葉だが、実は従業員同士、協力し合いながら切せつ磋さ琢たく磨まするという意味がこめられている。

　エデルもここに勤つとめ始めてから、何度も彼らに助けられてきた。

「まぁ、助けはするけど厳きびしめでいくからね。底付け師だって当然デザインパターンには目を通しているはずだよ。デザインボードも見てるでしょう。これは修業の一いつ環かんだからびしばしいくよ」

　エデルはくっとあごを引いた。

（修業の一環……新しい仕事をおぼえる。いつもよりも、気を引き締しめなくちゃ）

　ガラスドームに来てから、新しい仕事を受け持つときはたいていとんでもない勘かん違ちがいをしたり、失しつ敗ぱいをしたりを繰り返してきた。アランや職場の仲間たちがフォローしてきてくれたが、いつまでもあぶなっかしい新人でいたくない。

（お客さまのために、アランさまやガラスドームのみなさんと一緒にすてきな靴を届けるって決めたんだもの。それが新しい私の目標。がんばろう！）

「一いち応おう、ヒントとしてデザインボードをいくつか持ってきたよ」

　エデルとディックに、過か去こにショーウィンドウを飾った靴の一いち覧らんが配られる。

　フレンチヒールのついた羊革の婦ふ人じん用ようサイドゴアブーツ、装そう飾しよくバックルを斜ななめにつけた乗馬用ブーツ、濃のう紺こんの男性用ローファーシューズ……。

（やっぱり、デザインの傾けい向こうが今までと少し違ちがうな）

　特にローファーシューズはちまたでは『無ぶ精しよう者もの』と呼ばれている。靴ひもや金具がないため気楽に履けることが理由だが、あまり貴族階級の人間には好まれない。

　だが、エデルが手にしたデザインボードでは、革に珍めずらしい色を持ってくることで無精者のイメージを取り払っている。

「これ、ジジさんがデザインしたんですね」

「そうだ。紺色のローファーを履いていれば、たいていすてきな靴ね、ってご婦人が褒めてくれる。いざというときも脱ぎやすいし。やっぱり盛り上がっているときに金具がいっぱいついた靴を履いていて、脱ぐのに手間取ったら格かつ好こうがつかないからね」

「いざというとき……？　盛り上がって……？」

「はいはい、エデルはそれ以上聞かなくていいよ、アランさんが怖い顔をしているからね。じゃあふたりはどんなものがいいか教えてくれる？」

　エデルはあわててデザイン用紙を見下ろした。まだ何も考えついていない。

　ディックはペンをぐるぐる回して、

「貝殻を使った靴なんだよな？」

「そうだね。使える素材はあとで要相談だけど、今はそのくくりで考えてみようか」

「サザエを使ったらどうだろう。こんなのだけど」

　三人はディックのデザイン用紙を覗き込んだ。

　イガイガの、甲に刺ささりそうなサザエをまるごと載せた力強いパンプスである。

（こ……これは……）

　全員が息を吞のんだ。

「却きやつ下か」

　ジジが判定を下した。

「なんで!?」

「こんなものをショーウィンドウに飾るなんて正気の沙さ汰たじゃない。お前は何年うちで働いてるんだ。頭を使ってものを考えろ。でないと一生底付け師のままだぞ」

　いつもは鷹おう揚ようなジジが、切り捨すてるようにそう言った。

　エデルは驚おどろいて、デザイン用紙から思わず顔を上げてしまった。

「なんだと！　おれだって貝を使って、ウィンドウで人の目に留まって、っていろいろ考えてたんだよ！」

「目立てばいいってものじゃない。これじゃ悪目立ちだ。恥はずかしくてこんなものは出せない。一度でもガラスドームがこんな奇き天て烈れつな靴を出したことがあったか？」

「奇天烈じゃなくて、斬ざん新しんなんだよ！」

　エデルはおろおろとふたりのやりとりを見守ったが、セスは慣れているのか顔色ひとつ変えなかった。

「ふたりとも、そこらへんで。さくさく別の案行こう。エデルは？」

「ま、まだ考え中で」

「遅おそい。あと一分でまとめて。お客さまにデザイン変更を求められたとき、今の速さじゃ対応できないよ」

　いつもより、工房の雰ふん囲い気きがぴりぴりし始めた。

　エデルはあせって、ペンを動かす。

　こうしていると、亡くなった師の背中を思い出す。

　祖そ父ふも、こうやって靴を作っていた。言葉を発さずに、ただ真っ白な紙と向き合って。

　靴は人の運命を変える。その運命の靴を自分が作るのだ。

「……できました」

（こ、これで大丈夫かな……）

　内心どきどきしつつ、デザインを見せる。

　エデルが作ったのは、甲の履き口部分にベルトをつけたモンクと呼ばれる靴である。ベルト部分に砕くだいた貝を散ちらし、モザイク画のようなデザインにした。かかとは低く丸いつま先で、男性靴・女性靴どちらにも対応できる。

「ジジ、どう？」

「悪くないけど、ベルト以外は保守的だな。ベルトだけに貝を散らしたのはなぜだ？」

「え、えっと……全体的にモザイクにするのは、派手すぎると思ったからです」

「私ならベルトは一本でなく二本にする。ベルトだけを装飾するなら、少なくともそのくらいの面積がないとうちの店らしくない」

　エデルははっとした。

　試作靴は誰が履くか分からない。つい、自分の好みを出してしまった。

「では、ベルトを増やしてモザイク面積を多く……」

　エデルがペンを走らせる。

「モザイク模様を接着するのに時間がかかるだろうな。一足は満足いくものができても、同じ靴を何足も注文されればどうなると思う？」

　ジジの言葉に、エデルは想像した。

　職人たちは張はり合わせ作業にかかりきりになる。もしショーウィンドウを見た客から注文が殺到すれば、何カ月も待ってもらうことになるかもしれない。

　張り合わせ作業は見習いでもできるだろうが、最初から彼らを頼たのみに靴を作るのは正しくない。トラブルがあっても対応しきれない。

「……無む理りです。このデザインでは商品として対応できません」

　くやしいけれど、ペンを置いた。

　好まれるデザインを作ればいいわけではない。実際に注文が入ったときのことも考えなくてはいけなかったのだ。

　今までは、ひとりひとりの顧客の好みに合わせて靴を作ればよかった。

（試作靴は考え方がまるで違う）

　ガラスドームにふさわしく、無理なく作れる靴。それも、どんな人が履くかは分からないときている。

「僕は、ふたりの案に少し付け加えればいい靴が作れると思うよ」

　セスはエデルのデザイン画の、二本目のベルトを塗ぬりつぶした。

「二本目はレザーベルトにする。モザイクとの対比が映はえていいでしょう？　貝殻も大きめに砕いて、あまり細かいモザイクにしなければ楽に作れるはずだよ。今のうちにいくつか作り置きしておけばいい」

　ジジはあごひげを撫なでながらうなった。

「うーん。たしかにそうだな。ベルトを付け替えられるようにすれば流行が去ったあとでも履きやすいか」

　労働者階級は、流行が変わるたびにオーダーメイドの靴を作れるわけではない。できるだけ長く同じ靴を履きたい、それでもさりげなく流行を楽しみたい、という人はたくさんいるだろう。

「そうだね、それがいいと思う。レザーベルトは、予備もつけて売ることにしよう」

　なんとか一足、形になった。

　エデルはほっと胸むねを撫で下ろした。

　ディックは案を却下されたままで、くやしそうである。

　でも、ふてくされたりしない。彼も長らく修業を積み、正規職人のエプロンを許されたひとりだ。両手でむっつりと頰を押さえながら、彼は言った。

「もう一回チャンスをくれない？　今度はうまくいきそうなんだけど」

「いいよ。どんどん出してみて」

「ふざけたデザインでなければ、一応見てあげよう」

　セスとジジは、それを許した。

　新しい案に、次々と厳しい意見が飛び交う。エデルも少しずつ考えを述のべながら、じっくりと一足の靴を仕上げてゆく。

　ひたいから、ひとつぶの汗が流れてくる。

　緊張と白熱の議論のあと、三足のデザイン案ができあがった。

　一足目は、エデルの提案した二本ベルトのモンク。

　二足目は、ディックの案を基もとにしたスリッポン。甲の部分に丸く加工した真しん珠じゆ貝がいを細かく縫ぬいつけ、水玉模様にする。

　三足目は、つま先革に装飾を施した婦人用パンプス。二枚貝をモチーフにしたその装飾は取り外し可能で、プレーンパンプスにもなる。

　モンクとスリッポンは男女兼用としてサイズ展開を行い、革の色合いもキャメルやブラックのほかに、貝殻の素材が生きやすいダークブルー、明るいイエローなども用意する。

「アランさん、いかがですか」

　セスはデザインをまとめると、アランに提出した。

　ここではじめて、離れた場所で議論を聞いていたアランにお伺うかがいを立てる。

「色展開は各々あと一色増やしてもいい。装飾に使う貝殻だが、真珠貝ならもう仕入れ先に当たりはつけてある。先にモンクのベルトの在庫を満たしておけ。スリッポンだが、デザイン的に対象年齢が低い。このままの素材だと値段が高くなり、若年層が手を出しにくくなる。安価で売ってもいいが、その場合革の質を落とすことになる」

　ジジが口を開いた。

「質は落としたくない。スリッポンで安い革を使ったらそれこそ安い仕上がりになる」

「原価割れは認めない。利り益えきのことを考えてくれ。だが労働者階級の若い客層はつかんでおきたいところだな。この層の客が少ないのがうちの弱点だ。質を落としたくないなら、革を変えても問題がない程度にデザインに手を加えろ」

　セスが提案する。

「僕が仕入れ業者と交こう渉しようしてきますよ。豚ぶた革がわを大量に仕入れます。豚は使い回ししやすいし、今回のスリッポン以外にも用途はたくさんありますから。なめし加工がしっかりしてるところを選びますよ。デザイン変更はその結果次第でも？」

「大量注文で値切れるならそれに越したことはない。それでいいだろう。最後のパンプスは、何か光り物の装飾をひとつ入れろ。閑散期になっても貴族階級の常連客は靴を買ってくれる。彼らのために一足は社交会に履いていける靴を入れてくれ。以上だ」

　エデルはアランと先輩職人たちのやりとりを、できるだけメモに書き留めた。

　当然ながら、経けい営えい側がわが持つ意見は職人たちの意見とは違うのだ。





[image: ]






　昼食を食べてすぐに試作靴のデザインを始めたのに、終わる頃にはとっぷりと日が暮れていた。

「よろしい。全員休きゆう憩けいだ」

　アランが声をかけると、職人たちはいっせいに肩の力を抜いた。

「お疲れさま、エデル。とても緊張してたね」

「す、すみませんセスさん。たくさん使えない案を出してしまいました」

「いいんだよ。僕とジジだって何個も没ぼつを出してようやく一足の靴にするんだから」

　靴は材料がそろい次第、試作師のジジが作成することになっている。

　セスの交渉が成功し、スリッポンに使う革の質を落とさずに済めばデザイン通りの三足の靴がウィンドウに並ぶことになるのだ。

　アランははじめて会議に参加したふたりにたずねた。

「今日の会議の感かん触しよくを聞かせてもらいたい」

「おれはすごく疲れた……もう無理いい……」

　ディックは絶望的な声を上げて、机に突つっ伏ぷした。

「サザエはいただけなかったが、後半のスリッポンはよくやったな。試作靴の作り方はお前の叔父がよく知っている。納なつ得とくいかないところや分からないところは、今日中に問いただせ」

　さっぱりとした口調だったが、アランはディックのデザインが基になったスリッポンを気に入ったようだ。

「ほんと？　おれ、よくやった？」

「ああ、その調子でデザインの勉強を続けろ。のびしろは十分にある」

　アランはよい仕事をした職人には、必ず言葉で伝えるのである。その言葉は彼の率そつ直ちよくな気持ちがそのままあらわれるのでとても仕事がしやすいのだと、以前ジジが言っていた。

　仕事熱心なオーナーを持つと、職人の腕は絶対に衰おとろえない。ガラスドームは幸運な店だと。

　ディックはやる気に火がついたようで、さっそく工房に置いてあるデザイン本を数冊持ってくると、ページをめくり始めた。

「アランさんって、怖そうなのに意い外がいと人たらしだよねぇ」

　セスは小声で言って笑った。

　アランはエデルに視し線せんを向ける。

「エデル、お前はどうだった？　モンクは今回の主力商品になりそうだと思うが。はじめてにしてはいい出来だ」

「ありがとうございます。でも、注文靴と作り方がまるで違うので、戸惑いました……」

「そうだろうな」

　エデルは会議の間中、気になっていたことを試作師にたずねてみた。

「ジジさんは、いつもどんな風に考えて、試作靴を作っているんですか？」

「いい質問だ」

　ジジはあごひげを撫でながら、まぁ、と前置きをした。

「『責任』を意識することだな」

「せきにん……？」

　普段の彼からは想像もつかないような言葉が出たので、エデルとディックは半はん信しん半はん疑ぎな声を上げてしまった。

　デートだからお先に失礼、レディが寝かせてくれなかったから今日は急きゆう遽きよ遅番で、美人が来たから接せつ客きやくを代わってくれ、誰だ私の担当にむさい男を入れたやつは……といった彼のエピソードが、エデルとディックの頭の中でぐるぐると回想されていた。

「おいおい、なんだそれ。傷つくな。いつも私が女性のことばかり考えていると思わないでくれたまえ」

「いつも女を連れ込むことばっかじゃねーかよ」

　アランは無表情をつらぬいたが、セスは噴ふき出していた。

　咳払いをすると、ジジは口を開いた。

「試作靴のデザインは、店の方向性を形にするということだ。お客さまにどんな靴を履いてもらいたいか……店のコンセプトがそのままあらわれる」

　どんなものが『ガラスドームらしい』か。あるいは、どんなものを『ガラスドームの靴』とするか。

　デザインを考えたとき、エデルは自分の好みを出してしまった。

　けれど、それは違う。今まで培つちかわれてきた伝統を重視するべきだったのだ。

　そのために、セスはふたりに過去のデザインボードを見せた。

「試作靴は店の看かん板ばんだ。お前たちは今日、未来のガラスドームを作ったんだ」

「未来の……？」

　アランが付け加える。

「ショーウィンドウの靴は、新規顧客獲かく得とくのきっかけになる。今の固定客たちの注文で、十分利益は出せているが、常連が永えい遠えんに注文し続けてくれるわけじゃない。店を運営していくためには、新規客の獲得が必ひつ要よう不ふ可か欠けつだ」

　ジジはできあがったデザイン画を広げた。

「アランさんの言う通り。つまり未来の常連客を生むための仕事なんだ。当然、オーダーメイドでひとりひとりに合った靴を作るのとはわけが違う。特とく定ていの誰かではなく、より多くの人に魅力的な靴だと思わせることが大事なんだ。エデルは注文靴に慣れていたし、ここに来てまだ日も浅いから感覚をつかむのに時間がかかったんだろう」

「そう……みたいです」

「それに、試作靴は顧客の獲得だけじゃない。身内にも大きく影えい響きようする」

「身内……？」

「試作靴と同じものが欲しいと言われれば、職人たちは当然同じものを作る。そしてその様子を、工房に出入りする見習いたちは見て技を『盗ぬすむ』。一足や二足じゃ問題ないかもしれない。けれど継続して出来の悪いものを作れば、職人も見習いも共とも倒だおれだ」

　エデルはつばを飲み込んだ。

「いつの間にか店の売り上げと共に作り手の腕も下がっていった……という笑えない例を、いくつか見てきた。試作靴のデザインは生命線だ。その店の将しよう来らいがかかっている。責任を意識するというのは、そういうことだ」

　ジジは数々の工房で修業を積んできた。景けい気きのいい店もあれば、そうでなかった店もあったのだろう。

「十年後、二十年後のガラスドームと、そのときの自分に責任を持つこと。これがコツだ」

　エデルは自分に問いかけてみる。

　ここにやってきて、舞踏会シーズンを迎え靴はたくさん作ってきた。

　ひとりひとりのお客さまに、喜よろこんでもらえるような靴を届けてきたつもりだ。

　でも、十年後二十年後の自分はまるで想像できない。

　目の前のことをこなすことが精せいいっぱいで、遠い未来のことなど考えつかない。

（未来の自分に責任を持つって、どういうことなんだろう……）

　この問いの明めい快かいな回答は、すぐに出そうにもなかった。
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　翌日、ガラスドームは定休日の札を外した。

　ジジが試作靴の作成に入ってしまったので、注文靴の作成は彼なしで行うことになった。

　ディックが靴底のインソールを慎しん重ちように作っている。

　中底はいわば靴の土台だ。ヒールや甲革を結合するための核かくである。足を入れたとき、中底は全体重を支えることになるので、丈夫でなくては話にならない。

　同時作業で、エデルは同じ靴の甲革部分を作っていた。パーツをつなぎ合わせたのちに余分な革を取り除のぞく作業だ。

　縫い目のぎりぎりを切除するために、市いち切きりと呼ばれる特別な道具を使用する。ピンセットのように先端がふたつに分かれたそれで、はみ出した部分を取り除けば仕上がりがとても美しくなる。

「ディックくん、できたよ。中底と釘くぎで留める？」

「くっそぉ、早いなぁ。待っててよ。インソール失敗するとあとがやばいし」

　どのみち、次の作業は甲革と靴底のつなぎ合わせだ。インソールができていなければ続きはできない。

「分かった。私、先に仕上げの道具をそろえておくね」

「おー頼むわ」

　エデルが立ち上がったとき、工房の扉とびらが開いた。

「エデル、接客頼める？　お客さまがふたり同時に来ちゃった」

　仕上げ道具はまだそろっていなくても問題はない。

「はい、ただいま」

　エデルは現在、セスやジジの作業を工房で手伝いながら接客をする、遊ゆう軍ぐんのような立場でいる。アランから「一応お前は甲革師という役やく割わりについてもらうが、名目上の役回りと思っていい」と伝えられていた。

　エデルはこの役割にとても満足していた。

　オーダーメイドの靴を作り続けたい、という彼女の目標を叶かなえるには、接客も工房での作業も、どちらも欠かかせないものである。接客はまだまだ緊張するが、舞踏会シーズン中に数をこなしたおかげか、言葉に詰つまることも少なくなってきた。

　それに、私には特別な靴がある。

　エデルはサテンの室内履きを脱いで、そっと用意してきていた靴に履き替えた。

　ライラック色のストラップシューズである。足首の位置に巻まくアンクルストラップには金のステッチと、クリーム色の真珠貝のボタン。甲の部分にはミルク色の薔ば薇らの飾りが花開いている。かかとが高いこの靴を履くと、すっと背せ筋すじが伸びる。

　アランが贈ってくれたこの靴は、エデルにとってお守りのような存在になっていた。

　背筋が伸びて、声の小ささも改かい善ぜんされる。いつもの自分よりも、少しだけ自じ信しんを持てるのだ。

（アランさまがこの靴をくれたから……私もたくさんお客さまとお話できるようになれた）

　自分を変えてくれた彼には感謝してもしきれない。

　エデルはアランに尊そん敬けいの念をおぼえ、ガラスドームで働ける毎日に幸せを感じていた。

　それに、アランさまはとても靴を大切にされる方だもの……。

　この靴を履かせてもらったときの、彼のていねいな所作がふっと思い浮うかぶ。

　エデルは顔を赤らめた。

　今でもときどき、こうして過去の──あのときの思い出に心が揺れてしまうのであった。

　エデルは思考を断たち切きるために頭かぶりをふると、エプロンをはたいて立ち上がった。セスがくやしそうな顔で言う。

「ああ～本当は接客を譲ゆずりたくないくらいの、僕好みの女性なんだけどなぁ。なんて言えばいいの？　孤こ独どくをこじらせた憂うれいがあるっていうか……かたくなな心を解とかしてあげたい気持ちになるんだよねぇ。若い子にはない堅けん実じつさと、それに隠かくしきれない色気がプンップンしてるよ。でももうお一方も常連さんだから仕方ない……」

「えっ……」

「ジジに代わってもらったら横取りされそうだし、安全なエデルで手を打つことにしたよ」

（わ、私でいいのかな。ずいぶんセスさんのお気に入りの方みたいだけど……）

　これは、いつも以上に接客を失敗できそうにない。いろんな意味で怖くなる。

　セスにじっとりとした目で見られ、エデルはどんな言葉を選べばいいのか分からなかったが、とりあえずお客さまのもとへ向かうことにした。

　来客は待たせるべからず。接客の基本である。

「お待たせいたしました。お客さまの担当をいたします、エデル・アンダーソンです」

　客室の扉を開け、ゆったりとおじぎをする。

　エデルが顔を上げると、ひとりの淑しゆく女じよがソファから立ち上がったところだった。

「ジュディ・リースです。今回はよろしくお願いいたします」

（セスさんの言っていたこと、なんとなく分かる気がする……）

　ジュディの年齢はおそらく三十代前半。少し疲れた顔をしているが、化け粧しようっ気けがないだけで、着飾れば今よりもずっと美しくなるだろう。年上の女性が趣しゆ味みのセスにとって、最も好みの年代である。

　ブルネットの髪をひとつにまとめ、清せい潔けつ感かんのあるこざっぱりとしたブラウスと無む地じのスカートといういでたちで、服装は見た目より動きやすさ重視のようだ。エプロンを外したエデルとほぼ変わらなかった。

（たぶん、私と同じ、職を持っている方だ。でも……）

　ジュディの印象は、なんだかちぐはぐである。

　服装は家庭教師のようにきちんとしていたが、靴はかなり履き古しているサドルシューズ。革にはところどころ傷やくすみが目立ち、すぐにでも修理が必要に見受けられる。

　かと思えば、襟元に飾ったすみれの花のブローチは細工がすばらしく、花びらの部分でアメジストがきらりと輝いていた。エデルの給料の何カ月分にもなりそうな品だ。

「やっぱり職人さんの目はブローチじゃごまかせないわね。ごめんなさい、靴の名店に来るのに、こんな靴で驚かせてしまったでしょう」

　エデルの疑問を察さつしたのか、ジュディがすまなそうに言った。

「い、いいえ。私こそ不ぶ躾しつけに申し訳ありませんでした。もしよろしければ、今履いている靴も修理できますので、ご相談くださいませ」

「ええ、そうさせてもらうことにするわ。あとでお願いするわね」

　挨あい拶さつを終えると、ふたりはお互たがい腰を下ろした。

（よ、よし。おじぎもご挨拶も問題なくできた。さっそく注文靴の話だ……！）

　エデルは深しん呼こ吸きゆうして、作りたい靴のイメージを起こしてゆく作業にとりかかる。

「ジュディさま、まずは簡かん単たんでいいのでご希望をお聞かせいただけますか？　こちらにカタログもご用意してございまして……」

「あなた」

「は、はい？」

　すぐに話を進めすぎただろうか。エデルはびくりと顔を上げた。

　ジュディは眉まゆを寄せて、ゆっくりとエデルの名をつぶやいた。

「あなたはエデル？」

「は、はいそうです……」

「ヴァイオレットの娘むすめの？」

　エデルは目を見開いた。

　自分は母親と似ていない。母親と自分を結びつけられる人がいるならば、それは祖父と暮らしていた故こ郷きようの人間か、母のいた劇団の人間しか──。

「おぼえていなくても仕方ないわね。ヴァイオレットがあなたを手放したとき、あなたはとても小さかったもの。私もようやく今思い出したわ、あなたのことを。小さいときから顔が変わっていない」

「母のもとを離れたとき、私は五つでした。申し訳ありません、ジュディさまは……？」

「私は劇団で会かい報ほう誌しを書いていた人間よ。ヴァイオレットが時折あなたを楽屋に連れてきて、遊んであげたこともあったわ。お母さんのことは残念だったわね」

　そういえば、そんなこともあったような気がする……。

　おぼろげながらも記き憶おくの糸をたどる。

　あれはまだ、劇団が自分に『次代の女王』の期き待たいをかけていたときのことだった。代わる代わる劇団員がやってきて、舞ぶ台たいの女王の娘の世話を焼いていたのだ。優しさと、そして多くの打算をこめて。

「そう。あなたに靴を作ってもらえるなら、これも運命かもしれないわね」

　ジュディは力なくほほえんだ。
















「欲しいのは『旅立ちの靴』よ。長時間の移動をするのでなるべく履きやすく、締めつけのないものを希望します。デザインはなんでもいいの」

「なんでも……ですか？」

　そんなことは、はじめて言われた。

「できたらカタログのものじゃなくて、私だけの靴がいいわ」

「大丈夫ですが、お時間がかかります。もう一度ご来店いただくことに……」

　本人がなんでもいいと言っているからといって、適当にデザインするわけにはいかない。カタログから選ばないのなら、新しくデザインを起こしてオーナーに許きよ可かをとる必要がある。

「平気よ。観光がてらしばらくここに滞たい在ざいしているから」

　時間があるようで安心したものの、エデルは頭を悩ませた。

（どうしよう。なんでもと言われても……）

　あせる心を落ち着かせるため、少し間を置いてからたずねる。

「ブーツやパンプスなど、型はいろいろありますけれど……何かお好みを教えていただけますか？」

「あなたの好みで作ってほしいわ。歩きやすいならどんな型でもいいのよ」

　これはいよいよ困った。しかし、できませんとは言えない。

　職人にすべてを任せる。これもお客さまの「ご注文」のひとつなのである。

（と、とりあえずジュディさまは歩きやすい靴をご希望されている。足の形を見て、合う型をしぼり込もう）

「……まず、ジュディさまの足のサイズを見せていただいてもよろしいでしょうか」

　ジュディはガラスドームの利用ははじめてだ。どのみち、靴型の作成が必要になる。

　彼女に靴を脱いで、計測用紙の上に足を置いてもらう。

　スクライバー（足の外がい郭かく線せんを描く道具）と巻まき尺じやくを用意し、エデルはしゃがみ込んだ。

　人間の足の骨は種子骨を除くと一方だけでも大小合わせて二十六個ある。人体の中でも、複雑な動きに対応できるよう多くの骨が集中しているのだ。

　骨の形、筋肉の動きを考こう慮りよして採さい寸すんしてゆく。

　ほんのわずかのずれも許されない。履いたときに痛みがあるだけでなく、合わない靴を履けば骨や皮ひ膚ふの損傷を引き起こすからだ。エデルは祖父から足の仕組みについて教わったが、職人の中には医い師しから直接こういった知ち識しきを教わる者もいる。

（計測は最も大切で難しい作業。集中しよう）

　ジュディの足に巻き尺を当て足そく囲いを測り、計測点に線を引いてゆく。

　彼女は特に足に問題を抱えているわけではなさそうだ。ただ、ひとさし指が長く甲が高めなので、型を作るときには注意が必要である。

「ありがとうございました。とてもきれいな足ですね」

「どうもありがとう。肉体労働をしていなかったからかもしれないわね」

「でも、よく歩かれたでしょう。足の筋肉がしっかりされています。そういえば長時間の移動とおっしゃっていましたが、会報誌の取材か何かですか？」

　それならば、お仕事に合わせた靴をデザインする必要がある。

　なんでも、と言われたがやはり普段用と仕事用では、雰囲気を変えた方がいいだろう。

「いいえ。田舎いなかの……カンバスって土地を知っている？　私の故郷なのよ。私の家はそこで酪らく農のうをしながら生計を立てているの。あなたはヴァイオレットの娘だからお話ししましょう。私は劇団を辞やめて、家業を継つぐことにしたのよ。ずいぶん遅い決けつ断だんだったけれどね」

　ジュディは淡たん々たんと続けた。

「カンディナールは、帰郷までの通り道だったの。せっかくだから門かど出でに一足、靴を作ろうと思って。予約がとれて安心したわ。舞踏会シーズンが終わって頃合いがよかったのね」

　門出、と言うわりにジュディの表情はどこか寂さびしげである。

　くたびれきって、どこか羽を休める場所を探している鳥のような……。

（聞いた方がいいのだろうか。どうして劇団を辞めたのか……でも私がそこまで立ち入ってもいいの？　お母さんがヴァイオレット・ファーだというだけで）

　いくら母がその劇団の看板女じよ優ゆうだったといっても、娘のエデルは劇団となんの関係もない。今はただの靴職人である。

「デザインができたら教えてくれる？　あら、そうだわ」

　ジュディはメモにホテルの住所を書き連ねた。

「会報誌のバックナンバーを持っているの。お母さんの記き事じが載っているわ。譲ってあげるから、暇ひまなときにでもたずねてきてちょうだい」

「ありがとうございます。あの、今履いていらっしゃる靴のお直しはどういたしますか？」

「では今日はそれだけ、お願いします」

　エデルはジュディのために室内履きを用意し、見習い職人にお茶を頼んだ。

　サドルシューズを預かり、工房まで足早に進む。

　古い靴のクリームや汚よごれをまず落とさなくてはならない。

　いくつか目立つ切り傷がある。それでも色落ちしているわけではないので、傷口に専用の接着剤を流し込み、数種類のやすりを使ってならせばきれいになるはずだ。

「あなたは、ジュディさまの運命を変えたのかしら？」

　エデルの問いに、靴はもちろん答えなかった。
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　ディセント家の敷しき地ち内ないに、小さな屋や敷しきがひっそりと隠されるようにして建たっていた。

　背は高く屋根はドーム型で、四方の壁かべに縦長の大きな窓がひとつずつつけられている。そしてせり出した窓まど枠わくには鉄製のエンブレムが飾られていた。ディセント家の紋もん章しようである、蔓つるを巻いたかぼちゃだ。

　ここは、『靴くつ箱ばこ館かん』と呼ばれている。

　ディセント伯爵家が集めた『魔術師の靴』を封じておくための場所だ。

　アランはカンテラを持ち、この館やかたに足を踏み入れた。

　日に一度は靴箱館に立ち寄り、魔術師の靴の手がかりを探さぐること。これはアランの日につ課かとなっている。

　ここには余よ計けいなものがいっさいない。あるのはただ、封印の靴箱と小さな部屋だけだ。

（エデルの持ってきた『赤い靴』はすでに収めた。次の魔術師の靴を捜さがさなくては）

　アランはカンテラを胸の高さまで持ち上げた。

　天てん井じようまで伸びる棚たなに収められているのは、無数の靴箱。

　靴箱にはナンバリングがされ、そしてその数字を取り囲かこむように色とりどりの彩さい色しよくガラスが配置されていた。カンテラの明かりを受けて、きらめきを帯びている。

　水底を閉じ込めたような水色、バターのような濃こい黄色、燃え上がるほむらの色……。

　このガラスは封印の魔術が施されている。一度蓋ふたをすれば魔術が発動して、二度と外には出せない仕組みになっているのだ。

　この館と靴箱を作ったのは、アランの祖先でありシンデレラの息子むすこ、ドゥーガルド・ディセントである。

　母親と敵対したドゥーガルドは、子孫のためにこうした道具を遺していったのだ。

　靴箱の中身を満たすまで、ディセント家の贖しよく罪ざいは終わらない。シンデレラの罪つみを償うのはいまわしいが義ぎ務むである。

「お兄さま。やはりお屋敷より先に、こちらに来られましたわね」

　館の扉が開いて、少女がすべるように歩いてくる。

　アランは目を見開いた。

「ルディア！　舞踏会シーズンも終わって、引き揚げたんじゃなかったのか？」

「そうですけれど。気になることがございましたので、またこちらにお邪魔させていただくことにしましたの。構わないでしょう？」

　流れるような漆黒の髪に、長いまつげにふちどられた猫のような目元。兄と同じく青紫色の瞳は、十六歳の少女とは思えない、憂いに満ちた光を秘めている。

　ルディア・ディセント。アランの妹である彼女は、いわく付きの靴の情報を集めてくる。

「気になること──魔術師の靴関係か」

「ええ。確定情報ではないですが人がひとり亡くなっております。信しん憑ぴよう性せいは高いかと。お茶を飲みながらお話しましょう」

　小部屋に入ると、ルディアが連れてきた使用人が見計らったようにお茶の支し度たくを整えてゆく。どうやら長い話になりそうだ、とアランは覚かく悟ごした。

「こちらをご覧らんくださいませ」

　ルディアはおもむろに新聞記事を広げた。

「数日前に、アールシティで竜巻事故が起こったのはご存じ？」

「新聞で確認はしている。若い娘が家の下した敷じきになったとか」

「娘の名前はエリーズ・ブラウン。牧ぼく師しの娘です。エリーズは病気知らずで読書が趣味の、いたって普通の少女でしたわ。家事を手伝いながら畑を耕たがやし、家計の足しにしていたとか」

　ルディアが次々と少女の身しん上じよう調ちよう査さ書しよを出してくる。

「エリーズは、最近新しい靴を手に入れ友人に自じ慢まんしていたそうです。年頃の少女ならありがちなことではありますけれど。村人は上等な靴を買うお金を、どうやって牧師が捻ねん出しゆつしたのか不ふ思し議ぎに思ったようですわ。牧師の家はもともと、妻の生家がこしらえた借しやつ金きんのおかげで暮らし向きに不自由していたようなのです」

　エリーズの家をたずねてきていた借金とりも、ぱったり姿を見せなくなっていたらしい。運よくまとまった金が手に入ったのだろう、と村人たちは噂うわさしていた。だとしても牧師は極端な贅ぜい沢たくを嫌きらっていたので、今まで通り慎つつましく暮らしていくのではないかと。

　竜巻が家を襲おそったのは、その矢先のことである。

「事故で亡くなったのは彼女ひとり。ほかの被害状況を鑑かんがみればかなり不運であるといえます」

　アランはあごに手を当てて、新聞を見つめた。

　貧まずしい少女が、偶ぐう然ぜんにも魔術師の靴を手に入れ、安定した暮らしを望んだ──。

　その代償が事故による死であったとしても、なんらおかしいことはない。

「彼女の凄せい惨さんな事故現場は、村の誰しもが目撃していました。瓦が礫れきの隙すき間まから、足が飛び出ていたそうです──銀色の靴を履いた足がね。しばらくの間は」

「しばらくの間……？」

「家の瓦礫を撤てつ去きよするのに、とても時間を要しましたの。かわいそうなエリーズは、遠くの村から応援が来るまで、ずっと下敷きになっていたのです。遺い体たいが収容されたのは、事故の三日後ですわ。このとき、彼女は裸足はだしでした」

「靴を盗んだやつがいるんだな」

「ええ。今も行方ゆくえ不ふ明めいとなっております。これが魔術師の靴だとしたら、大たい変へんな騒さわぎになるかと」

「そうだな。ドゥーガルドの手記から、どんな靴かをしぼり込もう。銀の靴の手がかりが見つかり次第、俺が出向く」

　ドゥーガルドは魔術師の靴のさまざまな特とく徴ちようをリストにし、書き残していた。有ゆう益えきな手がかりが多く記されているため、靴の調査には欠かせないものだ。

「そういえば……エデルの父親について、見当はついたか？」

　アランは、ルディアにエデルの父親を捜し出すように頼んでいた。

　エデルは赤い靴事件の折、不思議な力を使い魔術師の靴を破は壊かいした。それはすなわち、エデルが魔術師の血を引いていることにほかならない。

　彼女が父親と接触し、魔術師たちに奪われぬよう──アランは先に手を打っておきたかった。

　エデルが危険に巻き込まれないように。……そして自分が、彼女を失わないために。

「残念ながら。ヴァイオレット・ファーの恋人をひとりひとり当たってはいるのですが、どれも決め手に欠けるのです。父親候補の誰もがエデルさんに似ていない。ヴァイオレットとエデルさんが似た親子でないのなら、エデルさんは父親似ということになりますから、捜しやすいと思ったのですけれど……」

「そうか……」

「エデルさんの方はお変わりないですか？　魔術師の靴に触ふれて、壊こわしてさえいるのですもの。何か影響がなければいいのですが」

「見たところ、変わりはないようだ。相変わらず靴を作っている」

「それは何よりです。わたくしも調査を続けますわ。朗ろう報ほうをお待ちくださいませ。……ところで、エデルさんのことがお話に上がりましたので、ちょうどよかったですわ。お兄さまに進しん捗ちよくをおたずねしたかったのですもの」

　ルディアは新聞を折りたたみ、アランの方へ差さし出すと、ほほえんでみせた。

　並の男ならばこれでたいていは心を奪われてしまうような、とっておきの笑みである。彼女は普段、極力感情を表に出すのを抑おさえている。ほんの少しの表情の変へん化かが劇的な効果をもたらすようにするためだ。

　もちろんそれを知っているアランは、心を奪われるどころか嫌な予感しかしない。

「例の本の第二巻は、もうお読みになりまして？」

「……触りだけ」

「では、すでにご理解なさっておいでですのね？　お兄さまが何をなさるべきか」

「ルディア」

　アランは咳払いをして、上着の中に入れていた小さな本を取り出した。

　そして使用人を追い払ってしまうと、重々しく口を開く。

「なんだ、この破は廉れん恥ち極きわまりない第二巻は。お前は俺のことをだましているのか？」

　ルディアが貸してくれた指南書『これで間ま違ちがいなし！　初恋攻こう略りやく大ガイドブック[image: ]─あなたの恋はこれでロマンスへと進化する─』は、一巻がオルハラ国でベストセラーとなったために発売された、迷える男性たちを導みちびく待望の第二巻である。

　もともと彼は経営者として、新人のエデルを元気づけるために第一巻を参考にした。何度か注意不足で失敗したこともあったが、彼女に靴をプレゼントしたときなどは好感触だったし、エデルは自分のことを「尊敬している」と言ったのだ。──まぁ成功といえよう。

　アランは期待していた。この本を利用すれば……彼女の心を手に入れることができるかもしれない。

　赤い靴事件が解決したのちも、アランはエデルのことが気にかかって仕方なかった。

　エデルが工房を歩き回ったり、じっとうつむいて靴を作っていたりするさまを、放っておかれればいくらでも見ていられる自信がある。もちろん、自分を律りつして見るのはほんのわずかにとどめているが。

　どうやら──これは、自分の初恋であるらしかった。

　今では、彼女を元気づけるためだけではなく、若じやつ干かん……いや、かなりの下心をこめてテクニックを使っている。

　しかし、最近は思ったような反応を得えられないことが続いていた。

　動物にたとえると女性は喜ぶというので、アランは先日からエデルにたくさんそのような言葉をかけているのだが、彼女は困ったような顔をするばかりだ。動物は嫌なのかと思って昆こん虫ちゆうにしてみたが、やはり結果は同じであった。

　さらに、第二巻のテクニックはまるで使い物にならないのだ。

【男は黙って目で語れ！　彼女の瞳をじっと見つめましょう。会ったらすかさず行えば、彼女のドキドキは必ひつ至し！　このときに余計な言葉はいっさい口にしないのがポイントです】

　該がい当とうのページをルディアに突きつける。

「先日の休日会議のときも、それより前も何度か実行したがエデルは震ふるえるだけで何も起こらなかった」

「……お兄さま。わたくしに、エデルさんにしたのと同じようにしてみてくださるかしら」

　アランはルディアの目を渾こん身しんの眼力で見つめた。

「どう思う？」

「そうですわね。喧けん嘩かを売られているか、知らずに恨うらみを買ったか、どちらかだと思いましたわ……エデルさんには、悪い意味でドキドキさせたかもしれないですわね。お兄さま、もっと優しく見つめてくださいませ」

「そんなことは書いていない」

「まぁ、もともと我わが家系に優しい目つきの者などおりませんものね。いいですわ、無理にこのテクニックを使わずとも結構。本題はこちらのページです」

　ルディアはアランから本を取り上げ、【はじめに　この本を手にしたすべての男性へ】を提てい示じした。

【第二巻では彼女との距離をぐっと縮ちぢめましょう。まず基本はキスとハグです。これをスマートにやれる男は初恋だろうとロマンスを制す！】

「このページ、ご覧になったはずですわよ。なぜにらみつける……いえ、見つめるテクニックの方を実じつ践せんされているのです。それは前巻のおさらいの章ですわよ」

　ルディアにすごまれたが、アランはひるまなかった。

「そんな破廉恥なことはできない。キスは将来を誓ちかい合った男女がするものだ。俺はまだエデルに約束をとりつけていない」

　ルディアは信じられないというような顔をして言った。

「お兄さま、エデルさんにプロポーズしてからでないとキスはしないとおっしゃるの」

「何を言ってるんだ、いくらなんでもそんなはずはないだろう」

「え、ええそうですわよね。そんなまさか」

「教会で夫婦の誓いを立てるときに、はじめてするに決まっているだろう。婚約期間中にふしだらなまねをするのはよくないからな」

「……お兄さま、失礼しますわね、飲み物をいただいても？」

　ルディアは紅茶をひとくち、音を立てずゆっくりとすすった。

「本気でおっしゃってます？」

「何がだ」

「キスのことです。現在の男女はもっと奔ほん放ぽうに恋を楽しんでおりますわ。結婚までキスも許さないなんて、たとえエデルさんと恋仲になれたとしても、嫌われてしまいますわよ」

「は……？」

「いいですか。結婚前だからこそ、男女は恋心を大切に育むものなのです。お互いを想い合う気持ちを、言葉では伝えきれないこともあります。そういったときのために、キスは必要なものなのです」

　ルディアは何か思いついたような顔をしてから、唇の端を上げた。

「キスなど、ただの挨拶です。今では恋人同士でなくとも交わすこともありますわ。たいていの女性にとってどうということはありません。仲が深まってからも唇くちびるに触れないなんて、失礼に当たりますわよ」

「あ……挨拶？　お前がそんなに、堕だ落らくしていたとは……」

「お兄さまの感覚が古くてよ。キスくらいでそんなに動どう揺ようなさって、いつの時代の方ですの。お兄さまでなかったら、化石さまとお呼びしているところですわ」

「お前は経験があるのか！　俺は聞いていないぞ、いったいどこのどいつだ！　まさか無理やりされたんじゃあるまいな」

「無理やりではなくてよ。そうですわね……ジジには（扇おうぎの先端に口をつけるくらいなら）いつも許しておりますわ。信頼できる方とご挨拶するだけですもの」

　ルディアが平然とそう言ったので、アランはあまりの衝しよう撃げきに頭痛がしてきた。

（ルディアが大だい胆たんなのか……？　それとも、俺の感覚が、古いのか……？）

　ルディアが靴を作る際、接客を担当するのはジジだ。ふたりが恋仲であるようには見受けられなかった（あんなに軽い中年男が妹の恋人だなんて許せるはずがない）。

　知り合い程度のふたりでもキスをするものなら、自分がエデルとキスをしても問題はない……？

　それにハグの方は、エデルがこの屋敷に滞在しているときにしたことがある。

　母を失って心細くなった彼女から抱きついてきたのだが、まぁ自分も抱き返したし、したことになるだろう。

　今でも時折あのときのことを思い出しては、こそばゆい思いを味わっている。

　キスとハグが同等の威い力りよくを持っているなら、自分はすでにステップの半分はクリアしていることになる。

「挨拶程度と申し上げましたけれど……やはりお慕したいしている方とのキスは、格別ですわよ。お兄さまも経験なさるとよろしいですわ。……まさかわたくしの方が先だったなんて、思いもよりませんでしたけれど。お兄さまはとても魅力的ですのに不思議なものですわね」

　ぐさり、と妹の言葉が胸に突き刺ささる。

「……キスくらい、挨拶なんだろう。俺だってすぐに経験者になる」

　少なくとも、ハグは済ませているからな。

　アランがゆらりと立ち上がると、ルディアが目を細めた。

「まぁ、がんばってくださいませ、お兄さま。すてきなキスのご報告、お待ち申し上げておりますわ！」

　──魔術師の靴といい、キスといい、何やら課か題だいが増えたな……。

　思わず力が抜けそうになったが、彼はどうにかこらえて、ルディアから逃げるように部屋を去った。
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　工房の片かた隅すみで頰杖をつきながら、エデルは白紙のデザイン用紙を見つめていた。

　ジュディの靴のデザインに、思い悩んでいる。

　今まで接客をしたお客さまは、何かしら具体的なイメージを持っていた。もちろん『なんとなく、新しい靴を作りたいから』という理由で来店される方もいる。けれどそれは『何か新しいことを始めたくて』『今度はすてきな恋ができるように』『季節の変わり目に気分も変えたい』などの、前向きな理由からであった。

（ジュディさまだって前向きな理由のはずだ。門出の靴なんだもの）

　でももし、彼女が何か事情があって劇団を辞めざるをえなかったとしたら？

　気の進まない彼女に、さらに荒こう野やへ追い込むための靴を作ってほしい、と言われているのだとしたら？

　自分は彼女が『何かをあきらめる』ための靴を作ることになる……。

「やっぱり、あのとき事情を聞けばよかったかな……」

　いたずらにペンを動かしながらぼうっとしていると、紙の上に灰色の影がうつった。

「サボりは見習いと一緒にえんえんと糸でこよりを作ってもらうけどどうする？」

「ひ、ひえっ、セスさん！」

　いけない。就しゆう業ぎよう時間内に気を抜くなんて……。

　エデルがお叱しかりを待って肩をすくめると、セスは椅子を引いて真向かいに座った。

「どうしたの。あのお客さんが来てから、ずっとその調子だよね。もしかして何か嫌なこと言われた？」

「い、いいえ。とてもいい方でしたから」

「彼女とってもすてきだったよね。今思い出しただけでもぐっとくるものがあるよ。で、僕の予想では彼女独身なんだけど、当たってる？　年下の男は好きそうかな？」

「わ、わかりませ……」

「冗じよう談だんだよ、なんだいエデル泣きそうな顔をして」

　とても冗談には聞こえなかったが……。

　セスは白紙のデザイン用紙を見下ろして改まった。

「エデルなら、デザインもすぐに決まりそうだと思ったけど」

「なんでもいいっておっしゃるんです……。でも靴を作りに来たからには、きっとなんでもよくないんです……。うまく、言えないですけど」

　この国の人間は、何かあるごとに靴を作りたがる。

　かつてこの国の王妃となったシンデレラが、一足の靴で運命を劇的に変えたからである。

　靴は、変化や成功を求める人々にずっと愛されてきたのだ。

「職人には、いろいろなタイプがいる」

　セスがおもむろにそう言ったので、エデルは彼の深い緑の瞳を見つめた。

「ただひたすら靴だけを作れれば満足な職人。理想の靴を作れるまで、何足も同じものを作る職人。仕事は適当に切り上げて、夕方には酒を飲みに行きたい職人。エデルはとても履く人のことを気にするね」

「よくない……ことでしょうか」

　たしかに、顧客の注文にただ忠ちゆう実じつに応え、余計なものを差し挟まなければもっと早く仕事をこなせるのかもしれない。

「エデル、よくないなんて言ってないよ。むしろ君の一番いいところでしょう？」

　エデルのひたいに、セスはひとさし指を置いた。

「履く人のことを一いつ生しよう懸けん命めい考えられるって、すごいことなんだよ。働くうちに、それを忘れてしまう職人はたくさんいるんだから。とっても大事な素そ質しつのひとつだよ」

　そういえば、以前アランにもそのようなことを言われたおぼえがある。

　履く人間のことを考えられる、エデルはそんな職人だと。

　褒めてもらえたのに、エデルは時間を経て、そのことを少し忘れかけていたのだ。

「たまには自分のいいところを探してごらん。自分の悪いところを探すのは簡単にできるけど、立派な職人は自分の持ち味をちゃんと知っているものだよ」

　彼には助けられてばかりだ。

　セスはいつも、迷ったエデルに道しるべをくれる。

「アランさんが君をここに置くわけを、よく考えた方がいい。エデルのいいところが、ガラスドームに必要だと思ったんだ。履く人のことを考えられることが、君にとって武器なんだよ」

　まぁ、頭でっかちになりすぎてもよくないけどね、と彼は笑った。

「がんばろう、エデル。手伝いならいくらでもするよ」

「ありがとうございます。もう一度考えてみます」

　エデルはデザイン用紙に目を落としてから、もう一度顔を上げた。

「……セスさんは、どのタイプの職人なんですか？　私と同じ？」

　ふと気になって、たずねてみた。

　多くの人に愛されるデザインをジジと共に提供してきたセスだ。当然、顧客のことをよく考えているだろう。

「いや、君とは逆ぎやくだよ」

「逆……？」

「この世で最も美しい靴が欲しい。そのためなら、何足でも同じものを作り、何回でも同じことを繰り返す。今は仕事だからそれをしないだけで、本当の僕にはそんな欲求がある。履く人間は、ただのあとづけだよ」

　彼は表情を変えずにそう言った。

　ほんの少し、エデルは気け圧おされた。

　セスの考え方は、普段の彼とあまりにも懸け離れたものだった。

「……美しい靴が、どうしてそこまで欲しいんですか？」

「エデル。僕は靴が好きなんだ。この仕事につけて、本当によかったと思ってる」

　足元からゆっくりと、黒い靄もやがたちのぼる。
















（これって……!?）

　セスの体をとりまくようにして、靄は色を濃くしてゆく。

　いつかエデルの顧客──カーレン・ディナセルクが魔術師の靴に操あやつられたとき、同じようなものが現れたのだ。

　恋の成就を願い、靴を履いたカーレンは結果的に操り人形にされてしまった。彼女の命に別状はなかったものの、足に怪け我がを負ったのだ。

　だが、セスの様子は変わらない。エデルはこくりとつばを飲む。

（見えているの、私だけなの……？）

　魔術師の靴は、アランの話によれば基本的には女性用の靴であるはず。男性の──しかも、普段と同じく作業用のブーツに足を包んだセスとは、なんら関係ないはずだ。

　しかし、エデルは以前彼のことを一度疑うたがってしまっている。母の遺い品ひん『赤い靴』を盗んだ犯人ではないかと。

（何かが、おかしい。私が？　それともセスさんが？）

　言葉に詰まるエデルを、セスはデザインの考えがまとまらないだけだと思ったようだ。

　にこやかに笑うと、彼は立ち上がった。

「ジュディさまに合う靴のアイディアが浮かぶといいね。もし迷うことがあったら、僕やジジに声をかけるといいよ。試作靴を作ったみたいに、みんなで助け合って靴を作ろう」

　エデルは表情が引きつらないように、必死で自分を抑え込んだ。

　でも、もし彼に、自分の知らない重大な秘密があるのだとしたら──。

「はい、セスさん。がんばります」

　弱々しく答えるのがエデルの精いっぱいであった。
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　エデルは執しつ務む室しつの扉とびらの前で、手の甲こうをかかげたまま思し案あんしていた。

　以前は閉店後、毎晩のようにこの場所を訪おとずれていたというのに、今ではすっかりご無ぶ沙さ汰たである。

　エデルの母、ヴァイオレット・ファーの遺い品ひんであった赤い靴くつ。この靴を封ふう印いんするための靴くつ箱ばこが壊こわれてしまったがために、エデルはアランと共にこの執務室の金庫に赤い靴をしまい、無事に保管できているかを定期的に確認し合っていた。

　今では靴箱館に保管してもらっているのだが……。

（アランさま、お忙いそがしいかな……）

　もしそうならば、またお時間をいただく機き会かいをもらおう。

　エデルはようやくノックをすると、入室をうながす返事が聞こえてきた。

「失礼いたします……」

「な、なんだお前か」

　アランはあわてた様子で、読んでいた本を引き出しにしまい込んだ。

「あの、お邪じや魔までしたでしょうか」

「いや、構かまわない。何か相談でもあるのか？　そこにかけろ」

　エデルが客用のソファに腰を下ろすと、アランも執務机からそちらに移動した。

「接せつ客きやくについて……少し悩なやむところがありまして、ご相談に」

　アランは真しん剣けんな顔つきになり、いずまいを正した。

「言ってみろ」

「お客さまの事情にどこまで立ち入るべきか、分からないんです」

　エデルはたどたどしくことの次第を説せつ明めいした。ジュディが来店し、靴に対する希き望ぼうを特に持ち合わせていなかったこと。彼女は母の知ち己きだったが、劇げき団だんを辞やめ、故こ郷きようへ帰ること。

「……俺おれなりの、意見だけどな」

　アランがこめかみに指を当て、話し始める。

「正直なところ、俺はよく知りもしない人間から個人的な問題に関して根ほり葉ほり質問されるのは、あまり好ましいとは思えない」

　エデルはしゅんと肩を落とした。

「そ、そうですよね……」

　ジュディの事情を詳くわしく聞いて、何かデザインのヒントになればと思ったが、失礼に当たるのかもしれない。

「だが、ご婦ふ人じんはそうではない人種の方が圧倒的に多いんじゃないか？　聞いてもいないのにあれこれ自分のことを話してくるような人間もいるだろう。あれはおそらく……聞いてほしい……と思っているのではないかと……。それに相手も、ヴァイオレットの娘むすめのお前になら話しやすいと思って、故郷に帰るだとか、劇団を辞めただとか、打ち明けたんだろうし」

「で、では……どうするべきでしょうか？」

「お前はどうしたいんだ」

　エデルはおずおずと言った。

「できれば、闇やみ雲くもにデザインを挙げたくありません。ジュディさまは一足の靴を、大切に履はかれる方です。私が作る靴も、できるだけ長く履いてもらいたい。彼女にぴったりのものを作りたいんです」

　靴の修理は、持ち主の人となりがよく分かる。

　ジュディから預かったサドルシューズは、革かわの汚よごれや傷きずつきを丹たん念ねんに直せばまだ履けるものだった。けれど作られたのは相当前だろう。

　何度か修理されたのか、ほとんど気づかない程てい度どの縫ほう合ごう跡あとがあり、留とめられたボタンもひと昔前に流行したデザインだ。

　持ちのよさに驚おどろきを隠かくせなかった。馬車で移動し自分の足で長時間歩くことのない貴族階級の人間のものならいざ知らず、ジュディは王都で働はたらいていた女性である。

　修理やアフターケアはよく請け負うが、あれほどのものとは出で逢あったことがなかった。

　サイズはエデルが採さい寸すんしたものとほぼ同一。間ま違ちがいなくオーダーメイドである。

　オルハラ国では靴を大切にする習慣はあるが、出来合いの靴を愛用し、履きつぶしたら別の靴を買う、という人も少なくない。オーダーメイドはけして安くないし、できあがりまで時間もかかるからだ。

　あそこまで履いてもらえれば、靴も職人も、さぞかし幸せであろう。

「今のままじゃ情報がとても少なくて……。荒こう野やへ行くための靴というオーダーで、本当に私がジュディさまの、満足のいくものが作れるのか自じ信しんが持てないんです」

　アランはそうだな、と前置きした。

「今度会かい報ほう誌しを見せてもらいに彼女のところへ行くんだろう？　そのときにいろいろ聞いてみればいい。店の中で話すとどうしても意識が『客と店員』になるが、外だったら女同士もう少しリラックスして突っ込んだ話ができるんじゃないか」

　個人的に会える機会を、無む為いに過ごすことはない。

　アランの言葉にエデルは感心してしまった。さすがオーナーである。

　客人の中には、『歴史あるシンデレラ伯はく爵しやく家けの店』というふれこみに萎い縮しゆくし、思ったように欲しいデザインを伝えられない、という人も多くいるらしい。

　ドロップガラスシャンデリアに照てらされたショーウィンドウや薔ば薇らとつぐみのアーチに彩いろどられた重厚な玄げん関かん口ぐち、おまけにドアマンまで配置しているガラスドームは、たしかに気安く入りづらいかもしれない。

　エデルも店の外観に圧倒されたひとりなので、その気持ちはよく分かった。

（アランさまの言う通り、お店の外に出ればジュディさまのこと、何か分かるかも）

　それに、ジュディもホテルに戻ってから欲しい靴が思い浮うかんだかもしれない。落ち着いてみるとふっと何か考えつく、というのはエデルもよくあることである。

「大だい丈じよう夫ぶそうか？」

「はい。アランさまのおかげです。アランさまはやっぱりすごいですね」

　エデルが尊そん敬けいのまなざしでアランを見つめた。

「ま……まあな。お前よりは長くこの店に関わっているからな」

　そわそわする彼の視し線せんが、エデルの顔付近を前後する。

（……？）

　なんだか、彼が先ほどから、エデルの口元ばかりを見ている気がする。

　エデルは心当たりを探さぐった。

　たしか、お昼にバジルソースのかかったパンをいただいた……。

　歯に細かいバジルの葉がくっついているのかもしれない……。

（み、みっともないところをお見せしてしまっているのかも……現在進行形で！）

　エデルは思い切って、アランに聞いてみた。

「あ、あの。私の歯に、何かついているでしょうか」

「い、いや！　何も！」

　念のため、部屋を出たらお手洗いで確認しよう……。

　エデルが恥はずかしさのあまり頰ほおを火ほ照てらせていると、アランはそっと席を立ち、エデルの隣に腰かけた。

「アランさま……？」

　なぜ、このタイミングで横に座るのだろうか。

　エデルはわけがわからなかった。

「あの、どうかされましたか？」

「……つかぬことをたずねるが」

　どうやら、秘密の話がしたいらしい。

　エデルは背せ筋すじを伸ばした。アランがしたい秘密の話といえば、魔ま術じゆつ師しの靴に関係することに決まっている。

　前回封印した赤い靴は、ヴァイオレット・ファーの楽屋から発見されたのだ。何か追加で情報があったのかもしれない。

「お前は……キスは挨あい拶さつだと思っているか？」

「……え？」

　──最も、予想からかけ離はなれた質問をされた。

　エデルが呆ほうけた返事をすると、彼はすかさず目を逸そらした。

　キスは、挨拶か。たしかに彼はそう言った。

　動どう揺ようしながらも、エデルは自分の経けい験けんから導みちびき出される、最も簡かん潔けつな答えを述のべる。

「思います」

「えっ」

「私も、しょっちゅうご挨拶でしましたから」

　母のヴァイオレットは朝仕事へ行く前と夜眠ねむる前、エデルに必ずキスをした。頰を軽く吸すうだけの簡かん単たんなときもあったが、打ち上げでお酒を飲んだあとはたいてい、かなり熱ねつ烈れつなキスをされた。いつも決まり文もん句くは「私のかわいい天使ちゃん、ママが帰りましたよ」であった。

　お酒くささに参まいったが、美び貌ぼうの大だい女じよ優ゆうとして名高い母が自分の前ではそんな姿すがたを見せてくれるのが、うれしくもあった。

　エデルが思い出に顔をほころばせていると、アランは急にすごい剣けん幕まくでたずねた。

「それは、つまり、唇くちびるにか。しょっちゅう？」

「……ええ。そういうときも、ありましたけれど……あの、アランさま。私の声、聞こえてます……？」

　アランが蒼そう白はくになり言葉を失うしなったので、エデルは心配になった。

　彼はしばし黙だまってうつむいたあと、ようやく口を開いた。

「……すまない。俺の質問で不ふ快かいな気持ちになったか？」

「そ、そんなことはありません。何かお悩みでいらっしゃるんですか？」

　アランは早口で答えた。

「……まぁ、年とし頃ごろの妹がいるから、ちょっとな」

　エデルはすべてを理解した。

（そうか……アランさまも、お兄さまだもの。ルディアさまのことが心配なんだ……！）

　アランの妹のルディアとは直接会ったことはないが、たしかエデルと同い年で、一度見たら忘れられないほどの美人だと聞く。求婚者は引きも切らないはずである。

　間違いなど起きないとわかっていても、心配になってしまうのが身内というものである。

　いろいろなしがらみがあって、同じ貴族のご令れい嬢じように相談に乗ってもらうわけにもいかないのかもしれない。

　以前セスに、そういった上流階級のお客さまの話を聞いた。

　若い娘を持つご夫人が、よくセスに家のことを相談してゆくのだそうだ。「普段は気き丈じようにふるまっているが、靴店の店員くらいにしか悩みを打ち明けられない、そんな憂うれえる人ひと妻づまの接客をするときが僕ぼくにとって至し福ふくの時間なんだ」といきいきと語っていたのである。

　エデルはアランをじっと見つめた。

　アランの心情を理解してみると、ますます彼の横顔が沈ちん痛つうな面もちに見えてくる。

　いつもオーナーの彼に助けてもらっている身だ。今こそ、ほんの気休めにしかならないかもしれないが、精せいいっぱい彼の役に立ちたい。

「あの……私ではルディアさまと比くらべものにならないでしょうが……その、私でよければ、いつでも聞いてください。秘密は絶対に守りますので」

「あ、ああ……すまない」

　エデルが力強く言うと、アランは、まるでそんなエデルに力を吸い取られてしまったように、弱々しくうなずいた。

（ずいぶんお悩みみたい。……セスさんのことは、もう少しひとりで確かめてみよう）

　セスの体からたちのぼった黒い靄もや。

　ジュディの接客に関してもそうだが、この問題についても、もう無視することはできなかった。

　靄はエデルにしか見えていない。もしかしたら──本当はそうであってほしいが、すべてがエデルの勘かん違ちがいということもある。

　もしそうなら、いたずらに騒さわぎ立て、ガラスドームに疑ぎ念ねんの種たねをまくようなことをしたくはなかった。

　セスはエデルのような経験の足りない新人を、優やさしく、ときに厳きびしく諭さとし、導いてくれる。この店の精神的な支柱である。

　ある程度確かく信しんを持ってからでないと、行動はできない。

「……アランさま。セスさんは、いつからガラスドームで働いてらっしゃるんでしょうか」

　エデルが唐突にたずねたので、アランは不ふ思し議ぎそうな顔をしたものの、答えてくれた。

「セスか？　先代が経けい営えいしていたときから、この店にいるが」

　ということは、かなり長い間ガラスドームに籍せきを置いていることになる。まだ十代のうちからだ。

「ほかの工こう房ぼうで修業なさっていたんでしょうか。店長になったのは、最近のことですよね」

「そう聞いているがな。うちに来る前にある程度のことはできたらしいし、ムードメーカーだったから、俺も店長に据すえたんだ。上に立つ人間は、締しめつけすぎない人間の方がおしなべて組織がうまく働くから」

　以前は別の者が店長をつとめていたが、腕がすこぶるよく、そのために王族に召めし上げられのだそうだ。

　空席を埋うめるのに誰だれが適しているか──。アランは、迷まよわずにセスを推おした。

　たしかにセスは適任だろう。特に分業制となれば、職人同士の軋あつ轢れきは悲劇しか生まない。柔やわらかい物腰で、職人が納なつ得とくするまであらゆる問題と付つき合うことのできる資質は、本人がもとより持ち合わせたものである。

「以前はどこの工房にいらっしゃったとか、出身地とか、分かりますか？」

「前にいた工房がつぶれてうちに来たようだし、出身は……どこかな。おぼえていない。紹介状を引ひっ張ぱり出だせばわかるだろうが、管理上お前に見せていいものじゃないしな……。本人に聞いた方が早いんじゃないのか？」

　本人に聞いても、巧こう妙みようにはぐらかされてしまうのだ。

　何か、自分の考えが勘違いであるという、決定的な証しよう拠こが欲しい。もはやエデルはそう考えていた。

　もし彼が魔術師の靴に関わっているのだとしたら、シンデレラ伯爵家がそれを知らずに彼を雇やとっているのだとしたら。そんな考えばかり、いたずらに頭をめぐる。

「……セスのことが気になるのか？」

　いけない。聞きすぎだ。

　エデルはあわてて頭かぶりをふった。

「い、いえ！　セスさんはすごい技術を持っていらっしゃるので、どこで修業なさったのか知りたかったんです。とても有名な工房なのかと。こ、今度あらためてご本人に聞いてみます」

　エデルは立ち上がると、アランにお礼を言った。

「アランさま、私の相談に乗ってくださって、本当にありがとうございました。私、お掃そう除じをして帰ります」

「……今日はもう遅おそいから、清せい掃そうは朝にしろ。気をつけて帰れよ」




　キスは、間違いなく挨拶として浸しん透とうしていた。

　エデルが出ていった扉を見つめながら、アランは時代の変へん化かに衝しよう撃げきを受けざるをえなかった。ルディアによれば、キスは信頼できる男女の間で交かわされる、気軽な挨拶であるらしい。今まで半はん信しん半はん疑ぎだったが、これで確定したというわけだ。

　何せ、あのエデルにさえキスの経験があったのである。モルモットのように臆おく病びようで、隠れるようにして故郷で暮らしていたあの少女ですら。

　社交界に出ているアランよりも、よほど異い性せいとキスをするチャンスは少なかったはずだ。

　にもかかわらず、即答であった。キスは挨拶だと、彼女は迷いもなく言ってのけたのである。もはやこれは、社会の常識なのだ。

（おかしい……俺が幼少のときまでは、キスは特別なものであったはずだ……！）

　アランは頭を抱えた。

　キスとは真心を交わし合った男女が愛を確かめ合う行為なのかと思っていた。

　だからこそ今まで……女性を避さけていた自分のせいでもあるが……経験が……なかったの、である。

　もしかしたらエデルもキスについての社会的通念を同じくしているのではないかと思い、アランは万が一の場合に備そなえエデルにたずねてみたのだった。

　いきなりキスをして、エデルもキスが特別なものだと思っていては大変だからだ。

　アランは、はっと顔を上げた。

（ということは、俺は挨拶もろくにできない常識知らずということになるのか!?）

　職人たちに挨拶はしっかりしろと叱しかりつけているのに、自分がこれでは立場がない。

　キスをしないということは、エデルに対して『お前のことを信用していない』と言っているようなものではないか？

　信頼できる異性とする挨拶。キスの常識がまるごと覆くつがえされた以上、どういったときにするのがマナーなのかを知る必ひつ要ようがあった。

　急いで本をめくってみる。

【キスのタイミングでお悩みのあなた。キスのマナーはふたりきりになったときが基本です。そして相手のことを愛いとおしく思ったとき。誰かれ構わず、場所も選ばずキスをするのは絶対にダメです。キスは男性からするのがスマート。女性はなかなか積極的になりづらいものです。うまくリードしてあげてください】

　これを見るかぎり、チャンス自体はたくさんあった。

　エデルに今までキスをされたことがなかったのも、男性がリードするべきところを自分が動かなかったせいである（と、思いたい）。

　しかし、大きな問題がある。キスの手て順じゆんが複ふく雑ざつ怪かい奇き極きわまりないのだ。

【初心者さんの正しいキスの作さ法ほう　雰ふん囲い気き作りは絶対。例を挙げるならば真夜中の庭園や静しずかな海岸など、ロマンチックな場所でなら多少の失しつ敗ぱいも大目に見てもらえるでしょう。今まで気のなかった男性とそんな場所に行って、ころっと恋に落ちてしまった……という経験談も、よくあることです】

　まず、この前提条じよう件けんが困こん難なんを極める。

　真夜中の庭園や静かな海岸に行く用事などまったくないといっても過か言ごんではない。

　用事がなければ作るべきだと分かってはいるが、靴店の営業終了後に彼女をどこかの庭園に呼び出すのは時間外労働になるのではないだろうか。しかも無給となるとエデルにかなりの精神的負ふ担たんを強しいることになる。

　休みの日は職場のことなど忘れてゆっくりしたいとジジも言っていたし、オーナーが自由な時間を束そく縛ばくするのはあまり好ましいことではない。

　そして静かな海岸はさらに遠出をすることになる。これはだめだ。何も告つげずにエデルを馬車へ詰つめ込んで「行先は海岸だ」と言っても気がふれたと思われるだけだろう。

【キスする前には二、三甘あまい台詞せりふを付け加えること。※本著特別別冊付録「キスにぴったりの台詞集」を参照。彼女の瞳ひとみをじっと見つめ、自分が真しん摯しな気持ちであることを、言葉でなく目で伝えましょう。準備ができたら、顔をかたむけましょう。歯や鼻がぶつかってしまうと台だい無なしに。また肩に手を置いたり、腰に腕を回したりするとよりよいですが、ふたりの仲が進展していないと強ごう引いんに乱らん暴ぼうされたと思われてしまう可能性も。女性のタイプに合ったキスのやり方で彼女をときめかせましょう！】

　──やることが多すぎる。

　アランは本を仇きゆう敵てきのようににらみつけた。

　唇を重ねるだけだというのに、[image: ]雰囲気作りをし　[image: ]甘い台詞をふたつみっつささやき　[image: ]瞳をじっと見つめ　[image: ]細心の注意を払い顔をかたむける　[image: ]その際、肩や腰を触る　という過か程ていが必要になる。順番が前後してもいいのか書いていないので、ここはセオリー通り手順を踏ふむべきであろう。ずいぶん手の込んだ『挨拶』である。

　エデルがこの通りのキスを受けていたというのなら、自分がそれから逸いつ脱だつした行いをすれば、がっかりされるかもしれない……。

　エデルはいったい、誰と挨拶をしたのだろう。そいつは完かん璧ぺきにこの手順をやってのけたのだろうか？

　もちろん、エデルに恋愛感情がなかったとしても、気になるものは気になる。

　アランは生まれてこの方キスは特別なものだと思っていたのだ。頭では理解していても、そう簡単に価値観は変えられなかった。

　あのときエデルに聞けばよかっただろうか。でもあれ以上の質問は──というより、あの程度の質問でも相当、職場で口にするにはふさわしくない話題だと思い、ルディアを引き合いに出して切り上げてしまったのだ。

　そういえば、エデルも去り際ぎわに妙みような問いかけをしていった。

　セスのことなんて──。本人に聞きづらいことでもあるまいに。

（まさか……。エデルにキスをした相手は、セスなのか？）

　アランは混乱した。

　しかし、店で挨拶のキスが習慣化しているとは思えない。そんなことがあればアランの目につくはずである。第一、雰囲気のいい場所でもない。海に行ったとも聞いていないし。

　しかし、ガラスドームは基本的に男性ばかりの職場だ。あれこれと疑ぎ惑わくが湧わいてくる。

　ジジなんて、最も早くキスをしていそうだ。

　アランはだんだんいらいらしてきて、一度落ち着くために深く息を吐はいた。

　だめだ。こんなことばかり考えている暇ひまはない。

　アランは自身を叱しつ咤たした。

　やるべきことはたくさんあるのに、見えない誰かにいらだちをおぼえても仕方がない。

　指南書をしまい、ドゥーガルドの手記を取り出す。

　ルディアの情報をもとに、数あま多たの靴の中から該がい当とうする一足を見つけるのだ。

　竜巻事故と、靴の紛ふん失しつ事件。

　銀色の靴──。素材が分からないため、その特とく徴ちよう的てきな色からしぼり込む。鋼はがねの靴や鉄の靴、実際に銀でできた靴など、見た目が銀色に見えるものはそこそこの数があった。

　雑念をふりはらうように、アランは一足一足の情報を、丹念にたどっていった。
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　カンディナールの中心地に建つ中級ホテル。

　エデルは受付でジュディの名を告げると、ほどなくして彼女がロビーへと降りてきた。

　ジュディは来店した日と同じく髪かみをひっつめ、灰色の襟えり付きドレスを着ていた。かばんは持たず、大きめの包みをひとつ携たずさえている。靴は傷を目立たなくさせたサドルシューズ。エデルが先日直したものだ。

　襟にはあの、すみれの花のブローチを着けている。

「隣の喫きつ茶さ室しつへ行きましょう」

　彼女はエデルのために果くだ物もののジュースを注文してくれた。

　ジュディはコーヒーに口をつけ、ひといきついた。

「これが会報誌よ」

　エデルの前に、抱えていた包みをほどいて見せてくれる。

　バックナンバーは新しい順に並んでいた。

　最新記き事じは、ヴァイオレット・ファーの追つい悼とう特集。今まで出演した作品を、初はつ舞ぶ台たいからていねいになぞってある。

「本当にあなたのお母さんはすごかったわ。ここまでの女優は、もうきっと現れないでしょう」

　はじめは端は役やくだった。台詞も、その他大勢と共に主役をはやし立てたりするだけ。役の名前も書いていなかった。少女その一だ。

　このとき、ヴァイオレットは十七歳だった。

「お母さんは、いつから注目されたんでしょうか」

「この舞台でしょうね。主人公の親友役を勝ちとってる。このときの演技は見ものだったわ。歌も抜ばつ群ぐんだった。主役が完全に食われて、作品としては失敗だったといわれているけれど」

　頭角を現したとき、ヴァイオレットは十九歳。

　エデルを産んだとき、ヴァイオレットは二十一歳。

　次に舞台に立ったのは、二十二歳。

「……出演の空白期間があるのは、母が私を妊にん娠しんしたからでしょうか」

「そうよ。──あなたのお父さんについて、知りたいの？」

　エデルは口をつぐんだ。

　母には不ふ特とく定てい多数の恋人がいた。

　自分の父親が誰なのか、エデルは知らない。ヴァイオレットも、語ろうとはしなかった。

　もっとも、幼い娘に事情を聞かせるのは早いと思っていただけなのかもしれないけれど。

「……ジュディさまは、何かご存じですか。私の、お父さんのこと」

　今までずっと、父親の存そん在ざいを知らなかった。知るべきではないと、祖そ父ふに言い聞かせられてきた。

　デルタ・アンダーソンの孫まごとして。職人として生きてゆく。

　女優の母親も、顔も知らぬ父親も、お前には必要ないと、何度も繰り返された。

　そして今、こうして自活できている。

　祖父には感かん謝しやしてもしきれないが、それでも、どこかで生きているかもしれない、血のつながった親のことがまったく気にならないと言えば、うそになる。

「私は劇団に入って十七年間、ヴァイオレットだけを見てきたわ。……あなたは、お父さんによく似ている」

「それじゃ……！」

　腰を浮かしかけたエデルを、ジュディはとどめた。

「お座りなさい。ジュースを飲んで」

　母親のようにエデルをたしなめる。エデルは、大人おとなしく従したがった。

「お母さんが蝶ちようのように気まぐれに恋をしていたと思っているのなら、それは間違いよ。彼女の名めい誉よのために、これだけは言っておくわ」

「え……？」

「あなたのお母さんには心から愛する人がいました。それがあなたのお父さん。でも、ヴァイオレットには彼を忘れなければならない、特別な事情があったそうよ。そして彼と関係を持ったこと自体、ごまかさなくてはいけなかった。わざと多くの人と浮うき名なを流し、彼の存在をかすませた。あなたと別れてからのヴァイオレットは、カムフラージュの恋ばかりしていた。少なくとも、私にはそう見えた」

「そう見えた……？」

「私とヴァイオレットは別に親友同士ではなかったわ。私は会報誌を書くために、彼女のことをずっと見ていたのよ。劇団も彼女のスキャンダルを売りにしていたしね。別べつ名めい義ぎでゴシップ記事まで書かされたわ。恋人が増えるたびにチケットも売れたのよ。ヴァイオレットもそれを知っていて、目立つ行動をとっていた」

　でも、とジュディは言葉を切った。

「あなたと、あなたの父親のことだけは記事にしないでと約やく束そくさせられた。ほかには何を書いても構わない。でもそれだけはやめてと」

　ジュディは目を細めて、付け加えた。

「ヴァイオレットは、あなたの父親との関係をきっぱり絶たちました。彼の生死は私にも分からない。私も、彼のことは顔しか知らない。ただ当時ヴァイオレットは本気だった。あなたに教えられることがあるとしたら、あなたはヴァイオレットが愛した男の子どもということだけ」

　エデルは、深く息を吸って、ゆっくりと吐き出した。

「それだけ教えていただければ、十分です」

　母が過か去この恋の産物である自分を捨すて、恋の欲望におぼれたと口さがなく言う人間は、エデルのいた村にも多くいた。

　ほんのときどき──そんな言葉に惑まどわされそうになったこともある。

　でも、違ちがっていた。母は自分のことを忘れていなかったし、恋におぼれたわけでもなかった。それを知れただけで十分だ。

「その会報誌はあなたに差さし上げるわ。故郷へ持って帰っても、仕方のないものだし」

「でも……いいんですか？　ジュディさまが、一いつ生しよう懸けん命めい書きためたものなのでは」

「それは形になったからまだいいわ。たくさんの人に読んでもらえたもの」

　ジュディはそう言うと、深く息をついた。

　エデルは思い切って、口を開いた。

「あの……ジュディさまは、なぜ劇団を辞められたのでしょうか」

　ジュディは何度かまばたきをした。

（やっぱり、聞いちゃいけないことだったかな）

　エデルはあせって、ジュースを持つ手が震ふるえそうになる。

「あなたは知らないわね。ヴァイオレットが亡なくなって、劇団は変わってしまったのよ」

「変わった……？」

「女王が不幸な事故で死んだ。ヴァイオレットが看かん板ばん女優の座を誰にも譲ゆずらなかったということは、同時にそれまで誰も彼女の足元にも及およばなかったということなのよ」

　女優の売り時は短い。若くて美しく、才能ある新人がどんどん出てくる。

　けれど、その才気あふれる新しい星ですら、ヴァイオレットにはかなわなかった。

　最初は話題性ともの珍めずらしさで売れても、劇団のファンはやはり最後にヴァイオレットへ戻ってくる。

　ヴァイオレットはそれだけ、特別な存在だったのだ。

「何度も次の女王候こう補ほが出てきたわ。そのたびに、撤てつ退たいせざるをえなかった。誰もヴァイオレットにはかなわなかった。星を失った舞台は、ただ味気ないだけ」

　ジュディはひとくちコーヒーをすすってから、ほほえんだ。

「私、本当は会報誌でなく脚きやく本ほんを書きたかったのよ」

「そうなんですか？」

「ええ。そのために劇団に入ったの。十代のうちは裏うら方かたで小道具をこしらえたり、男に交じって力仕事をこなしたりしていたわ。二十代に入ってようやく、大々的に会報誌を配るから、書いてみないかってチャンスをもらえて。金かな槌づちじゃなくてペンが持てるんだってすぐに飛びついたの。だってずいぶんな進歩でしょ」

　そして、彼女が最初に書いた記事。

　鳴なりやまない拍はく手しゆ、立ち見でもいいと殺さつ到とうする観客、ロングランヒットとなったヴァイオレット・ファーの代表作品。

　王おう妃ひシンデレラの生しよう涯がいをなぞった舞台にて主役を演えんじた彼女は、役柄と同じく大出世を果はたしたのである。

「その記事を書いた夜は、興こう奮ふんして眠れなかったわ。実のところ、この国で人気の王妃の話だから、チケットなんて売れて当然、ってたかをくくっていたの。でも違った。人気の王妃だからこそ、失敗は許ゆるされなかった。観客の憧あこがれをそのまま体現できたのは、きっとヴァイオレット以外にいなかった。今までも、そしてこれからも」

　ジュディは記事を書き上げ、朝日ののぼる暁あかつきの空を見つめながら、夢をひとつ見つけた。

　いつか、自分の書いた脚本の舞台で、ヴァイオレットに主役を演じてもらうこと。

　そして『シンデレラ』以上の、劇団の代表作品とすること。

　脚本を見てもらうことすら叶かなわないジュディにとって、途と方ほうもなく大きな夢だった。

　その夢を抱いたとき、はちきれんばかりの希望を持て余あましていた輝かがやかしい二十代が終わると、ジュディのそばに現実が容よう赦しやなく迫せまり始めていた。

「もともと、脚本家を夢見て家を飛び出しては来たけれど、家族と疎そ遠えんというわけではなかったのよ」

　ジュディの実家は、オルハラ国でも僻へき地ちのカンバスという土地にあった。

　ひび割れた灰色の大地が永えい遠えんのように続く、荒野である。

　一度天気が荒れると手のつけられないその場所は、雨が降ふるたび、風が吹くたび、狂くるったように土地や家屋を叩たたきのめした。少女の頃、ジュディは嵐あらしの夜に怯おびえながら眠りについた。

　災害から逃のがれたわずかな土地で酪らく農のうを生なり業わいとしていたのが、ジュディの家族である。

　満足のいく娯ご楽らくのないその場所で、ジュディは父が買ってきてくれる書物だけを楽しみにしていた。ジュディはことのほか戯ぎ曲きよくに親しみ、夢中になった。彼女が自ら脚本を書き始めたのも、当然のなりゆきであった。

　王都に行けば、劇場がいくつもある。ジュディは未来に夢をふくらませた。

　彼女の両親は、一人娘が結婚もせずに王都で働くのは、もちろん反対であった。

　彼らは、牧場の新たな主人を求めていたのである。

「十五歳のとき、私は王都に出て働き口を探したいと両親を説せつ得とくした。荒野にいても良りよう縁えんは見つからないだろうから、そのときはしぶしぶ送り出してくれたのよ。──まさか、三十過ぎても良縁の知らせがないなんて、思っていやしなかっただろうしね」

　ジュディはしびれを切らした両親と二十八歳のとき、約束をしたという。

　三十歳を過ぎても夢が叶わなければ、大人しくカンバスへ帰る。二度と分不相応な夢など見ず、牧場の女主人として一生を過ごすと。

　ジュディを見み初そめる男性は、数えるくらいはいた。けれど牧場主になりたいという男性は、ひとりもいなかった。

「私はとんだ親不孝者になってしまったというわけよ」

「で、でも。ジュディさまはとてもきれいです。これからだって結婚相手を探せるのでは」

　ジュディは派手ではないが、思し慮りよ深ぶかい美しさを持っていた。

　道ですれちがったとき、思わず振り返るような大たい輪りんの花ではなく、咲いていることをそっと自分だけの秘密にしておきたいような、そんな花である。

「……ありがとう。でも、知らないのね。後学のためにも教えてあげましょう」

　オルハラ国では、女性の結婚適てき齢れい期きは二十二歳前後である。三十歳を過ぎると、たいていの場合、条件の悪い再婚となる。

　ジュディの場合、田舎に牧場も抱えている。適齢期を過ぎた女と、旨うま味みの少ない土地の管理を引き受けてくれるような奇特な男性はまずいない。

　結婚は家と財産のつながりでもある。器量の善よし悪あしなど、重視されない。

「結婚をしない私は子をもうけない。両親が守ってきた牧場も、私が死ねば終わりよ。私が人生を賭とした夢と同じように、両親にも夢があった」

　エデルはジュディの表情を見つめていた。

　彼女は傷ついていた。分かっていながら、人の夢を踏みにじったことに。

「ヴァイオレットは亡くなった。私は脚本を、一度も上演してもらえなかった。年齢は三十二歳。潮しお時どきよ。責せき任にんを果たすときが来たの」

　──こんな、終わり方だったなんて。

　エデルは何も気のきいたことを言えない自分が、心底嫌いやになった。

　けれど、ジュディが形ばかりのなぐさめを必要としていないことも分かっていた。

　エデルができるのは、ひとつしかない。

「以前お直ししたサドルシューズ、もしかして『シンデレラ』の記事を書かれたときにお作りになられたものですか？」

「よく分かったわね。年代ものだったでしょう」

　彼女があの靴を大切にしていた理由が、ようやく分かった。

　でもジュディは、エデルが靴を作ればサドルシューズを捨てるだろう。

　あの靴は、ジュディの夢そのものだったのだ。

「私、ジュディさまに大切に履いていただける靴を作ります」

　作らなければ、靴を。

　一刻も早く！
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　真っ白いネズミが足元を通り過ぎ、ジュディは眉まゆをひそめた。

　清掃が行き届いていないのだろうか。きれいなホテルを選んだと思ったのに。

　喫茶室を出て、エデルに別れを告げると、ジュディは自分の部屋に向かって歩きだした。

　若い娘には、うらやましくなるほどの活力がある。

　エデルは靴を作りに工房へ帰ったようだった。

　夢を持つきっかけは、彼女の母親だった。夢を終わらせてくれるのは、その娘だ。

　未み練れんは断ち切り、荒野へ帰らなければ。

　その一歩を踏み出す勇ゆう気きが持てずに、こうしてカンディナールに滞たい在ざいし帰郷の日を先さき延のばしにしている。

　自分で決めたことなのに、往おう生じよう際ぎわが悪いにもほどがある。

「もし、よろしいですか、お嬢じようさん」

　廊ろう下かで、誰かに呼び止められた。

　お嬢さんなどと呼ばれるような歳としではない。だが、ほかに誰かいるとも思えなかった。

　振り向くと、帽ぼう子しを深くかぶった男が立っていた。

　緑色のリボンがかかった箱を大切そうに抱えている。

「靴をお探しなのでしょう？　あなたにぴったりの靴がありますよ」

「悪いけれど、ほかを当たってちょうだい。押おし売うりなら結構よ」

　さすが靴の街カンディナールというべきか。ホテルまで客引きとは恐おそれ入いる。

　ジュディはさっさとこの奇き妙みような男を追い払ってしまおうと、背を向けた。

「この靴はあなたの願いを叶えてくれる。行き場のない気持ちを楽にしてくれる。あなたが欲しいのは、そんな靴でしょう？」

　思わず足を止めてしまった。

「リボンをほどくだけで結構です。靴さえ見てもらえれば、僕は大人しく帰ります」

　このまま、部屋までついてこられても困こまる。

　ロビーはすぐそこだ。ここなら何かあっても大きな声を出せば、人がやってくるだろう。

　ジュディはあきらめて、男の言う通りにしてやることにした。

　商品を見るだけで穏おん便びんにことが済むなら、そうすべきだと思ったのだ。

　それに──妙に箱の中身が気にかかって仕方がないというのも、事実である。

「ほどくだけよ。買わないと思うわ」

「もちろん。僕は、ただ靴を見ていただきたいだけなのです」

　エメラルドの光こう沢たくを帯びたリボンを引くと、ジュディはそっと箱を持ち上げた。

　中には、燦さん然ぜんと輝く銀色の靴が入っていた。

　インステップの部分に銀糸のステッチが入ったストラップが巻まいてある。ボタンは黄みがかった大おお粒つぶの宝石を使用していた。

　高めのフレンチヒールの先せん端たんは、明るいグリーンに塗ぬられている。

　つま先革にダイヤモンドをいくつもちりばめた、とくべつ高価な靴である。

　普段のジュディなら、こんなものは買えないと突つっぱねるはずだ。

（なんなの……これ。おかしいわ）

　思わず靴を手にとっていた。男にはそこまで要よう求きゆうされていないというのに。

「……これ、おいくらなの？」

「お代はいりません。あなたの夢と引き換えにいたしましょう」

　男はそう言い残して、ふっと消えてしまった。

　ジュディの手元に銀色の靴だけが残される。

　上の空で部屋に戻ると、ジュディは足元のサドルシューズを見下ろした。

　長い間、ジュディの夢と共に歩き続けた靴である。

　ジュディは震える指先でボタンを外し、靴を脱ぬいだ。

　銀の靴にそっと足先を入れてみる。

　つま先に何かが引っかかり、ジュディは靴底を覗のぞいてみた。

『かかとを三回打ち鳴らしてください。そうすれば、あなたの願いは叶います』

　小さく折りたたんだメモだ。あの男が入れたのだろうか。

　ジュディはメモをポケットにしまうと、銀の靴にすっかり足を入れ込んだ。

　靴はあつらえたようにぴったりであった。あまりの履き心地ごこちのよさに、驚きを隠せない。

（夢をすべて、忘れたい）

　ジュディは目を閉じて、そう願った。




　そうして、カンディナールに嵐がやってきた。
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　ジュディは、夢をあきらめるための靴を欲しがっていた。

　自分へのけじめ、両親との約束──責任を、とるために。

（本当なら、私は荒野を歩くための靴を作るべき。雨風に負けない、強い靴を。でも、そうやって夢を強引にあきらめて靴を履けば、囚しゆう人じんの足かせのように重たく感じるだろう）

　エデルは、ジュディに夢をあきらめてほしくはなかった。

　ヴァイオレット・ファーは亡くなった。その事実はもう、動かせない。

　彼女が出演する舞台の脚本を書くことが夢だったジュディは、その夢を永えい久きゆうに叶えることができなくなった。

（ジュディさまを、過去の自分と重ねているのかもしれない）

　エデル自身も、亡くなった母と祖父を復縁させるために靴職人を目指したのである。

　しかし、彼女の夢は二人の死により道を絶たれた。

　今、エデルはアランや職場の仲間のおかげで新しく靴を作る目的を見つけられたのだ。

　本音を言うなら、ジュディには脚本を書いてほしい、劇団へ戻ってほしいと思っている。

　それでも、もし彼女がこれで終わりだと、本当に言うのなら。心からそう思えるなら、もっと晴れやかな顔で旅立ってほしい。

　エデルは白紙にデザインを起こし始める。

　ジュディが夢をあきらめるための靴ではなく、彼女の気持ちが晴れるような靴を。

（私は夢をあきらめるなとも、荒野へ行くべきだとも言えない。ジュディさまには、ジュディさまなりの責任のとり方がある。部外者でしかない私が口を差し挟むべきではない）

　責任を持って靴を作ること。職人によって、解かい釈しやくはいろいろだろう。

　エデルは前向きに歩ける靴を作りたい。

　だから靴に願いをこめる。言葉ではなく、靴を作ることでジュディを支える。

　自分にできるのは、これしかないから。

　エデルはペンを動かした。

　選んだのは足首をベルトで締めるショートブーツ。ジョドプアと呼ばれるこの型は、貴族の令嬢が乗馬用によく作っていくものだが、たくさん歩く労働者階級にも人気がある。

　ジュディの足の形を考え、つま先は鈍にぶい四角形のソフトスクウェア・トゥーにした。使う革はヤギ革ゴートスキンである。羊より皮ひ膚ふが丈夫で長持ちする。革が硬かためなのでしっかりしたブーツを作るには適しているのだ。

　ベルトのバックルは武ぶ骨こつにならないよう、大きめの花の飾りバックルを使用する。

　これは、ジュディの着けていたすみれの花のブローチをイメージしている。

　いっきにデザインを描き上げたので、線は乱らん雑ざつである。あとできれいに描き直し、革見本もつけなければならない。

　エデルは時計を見た。

　セスが仕入れ業者との打ち合わせを終えて帰ってくるまで、まだ時間がある。

（セスさんに……あの黒い靄のこと、聞いてみないと……）

　あの靄が魔術師の靴の名残なごりのようなものだとしたら、放っておくべきではない。

　嫌な予感が、エデルの気持ちを乱みだしてゆく。

　まるで心の中に黒く大きな手が無遠慮に差し入れられ、乱暴にかきまぜられているような。

　お願いだから、私の勘違いであってほしい……。

　店の方が騒がしくなった。

　どうやらお客さまが来店したようである。




「担当職人を代えたいとは、どういうことかな？　私のお姫さま」

　ジジが極めて落ち着いた声で、彼の一番大切な顧こ客きやくにたずねた。

「ジジ。あなたの靴はわたくしの自じ慢まんでしてよ。でも今日は気分を変えたいの。一度だけ浮うわ気きすることをお許し願いたいわ」

　エデルはそっと、カウンターの方から顔を出した。

（わぁ、すごくきれいな人だ）

　ジジのそばにいたのは、金糸で花柄を縫ぬいとった勿忘わすれな草ぐさ色のドレスを身にまとった少女だった。贅ぜい沢たくな薄うす青あおのレースを何枚も重ねた袖そで、細かい刺し繡しゆうが覗くクリーム色の裾すそ、靴はちらりと見えただけだが、つま先に金を散らした青のレースを使用している。

　ドレスと靴をそろいで仕立てられるのは、たいてい裕福なご令嬢である。

　彼女はアランと同じ、紫に染まる夕暮れの瞳を持っていた。猫のような目がまばたきをするたびに、神秘の世界に誘いざなわれているような気がした。

　彼とこれほどまでに雰囲気が似に通かよい、彼と同じように美しい赤の他人は存在しないだろう。

　つまり彼女は──。

　少女は扇おうぎの先をエデルに向ける。

「あなた」

「は、はい」

「お時間空いてらして？　わたくしの靴をお作りなさい」

　きっぱりとした命令口調であったが、不ふ思し議ぎと嫌な気持ちにはならなかった。普段から他人を使うことに慣なれている人種特有の、余よ計けいな感情をいっさい抱かせない物言いである。

　当とう惑わくするジジの顔と、少女の整った顔を交こう互ごに見つめ、エデルは口をぱくぱくさせた。

「あの……」

「わたくしは幼い頃からこの店で一番の腕を持つ職人だけに靴を任まかせてまいりました。ですが、いっときあなたに浮気いたします。伝説の職人から受うけ継ついだ技術で、わたくしを満足させてくださいませね」

　ジジがやってきて、そっとエデルに耳打ちする。

「気づいていると思うが、彼女はオーナーの妹だよ。ガラスドームの生ける広報だ。そして試し作さく靴ぐつ制作の、さる助言者でもある。魅み力りよく的てきだが刺し激げき的てきなご令嬢だ。……なんとか持ちこたえてくれ」

　──とんでもないことになってしまった。

　突とつ然ぜんのご指名に、エデルは気が遠くなりそうであった。




　ルディアはガラスドームで一番上等な客室に通された。

　グラスを持つ手が震える。

　エデルはなんとかテーブルの上にルディアの飲み物を置くと、自分に言い聞かせた。

（緊張しない、大丈夫、相手はアランさまの妹だからって、とってもきれいでジジさんの靴を履き慣れているからって、生ける広報だからって、さる助言者だからって、先代オーナーのお嬢さまだからって……）

「ずいぶん緊張なさっておいでなのね。とって食べたりいたしませんわよ」

「そ、そんな」

　いったいなぜ、彼女は自分を指名したりしたのだろうか。

　エデルの疑問をよそに、ルディアはすっかりくつろいだ様子で、手持ち無沙汰にカタログをめくっている。

「お座りになったら？　それともお話は立ってするのがあなたのやり方なのかしら」

「も、申もうし訳わけありません」

　エデルはあわてて、ルディアの向かいの席に腰を下ろした。

（注意されてしまった……！　落ち着いて、落ち着いて、大丈夫。たしかこういうときは、まず心よりの謝しや罪ざいだって、セスさんが言ってた）

　エデルは頭を下げて、できるだけはきはきと聞こえるようにつとめて言った。

「ルディアさまがとてもおきれいでしたので、見とれてぼうっとしてしまいました。もうこのような失礼はないようにいたします。お許しください」

　ルディアは少し間を置いたのちに、ぼそりとつぶやいた。

「……お兄さまが苦労されるわけね」

「オーナーが、私のことを？　何か重ねて失礼をしてしまったでしょうか」

　アランが自宅でエデルの至いたらなさを嘆なげいているのだろうか。

　もう気絶しそうである。しかしここで気を失ってはますます手のつけられない状況になる。エデルが絶ぜつ望ぼう的てきな気持ちになっていると、ルディアはそのことを察さつしたのか、すかさず言った。

「いいえ、あなたに問題はまったくなくてよ。むしろ面白いわ、これからも思ったことはその通りに口になさい」

「は、はあ……」

「今度、お屋や敷しきでパーティを開く予定ですの。舞ぶ踏とう会かいシーズンも終わりましたでしょう？　同業の方……つまり、古い歴史のある靴店のオーナーや関係者をお呼びして、夜会という名の情報交換会をいたしますのよ」

　カンディナールでは何回もこの催もよおしが行われているという。

「そのときに履く靴をあなたに任せます。ドレスは持ってこさせてありますわ。合う物を作ってちょうだい」

「大事なときに履く靴を、私に……？」

　同業者が集まるということは、ライバル店の関係者も集まるということである。

　ルディアは歩く広告塔だ。当然、関係者は彼女の足元を注意深く見るだろう。品定めされても恥ずかしくない靴でなくてはならない。

　それこそジジに任せるべきではないのだろうか。試作師の彼が作ったなら、完璧な靴ができあがるはずだ。

「大事なときだからこそ、あなたを指名いたしましたのよ」

　エデルは、ルディアの注文の意味を考えてみた。

　下へ手たなものは作れない。カンディナール一と名高い老舗しにせ靴店のものが、この程度だとは言わせられない。

　──彼女は、私を試ためしている。

　わざわざドレスを持ってきて、なんのために履く靴か情報を与えて、どの程度の職人なのかを見み極きわめようとしている。

　エデルは顔つきを引き締めた。

（ジジさんと比べられたら、私は大した腕なんて持ってない。がっかりされるかもしれない。……でも、私に任せてくださるんだ。できないなんて言って、投げられない）

　お客さまに満足していただける靴を届けること。これが、自分の目標だ。

　今、そのお客さまは目の前で、エデルの靴を待ってくれている。

　──やってみよう。ルディアさまの運命の一足を、作るんだ。

「ドレスを拝はい見けんいたします」

　ディセント家のメイドに運ばせたドレスは、箱の中に収まっていた。サックスブルーのふわりとしたレースがふんだんに使われている。彼女の瞳に映はえる色だ。

　プリントはない。広げると、胸むな元もとに白しろ銀がねの糸で細かい刺繡が施ほどこされていた。

（大人っぽいドレスだな……）

　自分が着ても絶対に似合わないということは、確信できる。

　エデルはドレスの特徴を書き留めると、ドレスをメイドの手に返した。

「こちらがお嬢さまが当日お召しになるアクセサリーです」

　宝石箱から顔を出したのは、目の覚さめるようなサファイアの、そろいのイヤリングとネックレスであった。花をかたどっているようで、中央にはサファイアを、その周しゆう囲いをとりまくようにまるく、ローズカットダイヤモンドを配置している。ネックレスには彫ちよう金きんで葉の模も様ようが施され、まるで小さな花輪のようだ。

　メイドが淡たん々たんと述べるアクセサリーの説せつ明めいを、エデルは一言一句漏もらさずにイラストも添そえて書き留めた。

「悪いけれど、今すぐなんらかの案を出していただける？　あとから考える、というのはなしよ。わたくしはあなたのデザインを見せていただきたいの」

　つまり、誰かのアドバイスを受けながらデザインされては困る、ということである。時間があればルディアの性質を熟じゆく知ちしているジジが助言しないともかぎらない。だがルディアはそれを望のぞんでいないのだ。

　エデルは、ルディアの足元をじっと見つめて言った。

「ルディアさま。できれば、靴を脱いでいただけますか」

「──構わなくてよ」

　ルディアはするりと靴から足を抜く。

　エデルは床にひざをつき、ルディアの足に触ふれた。

（きれいな足だ。靴を履き始めたときから、ずっとオーダーメイドのものを履いてきたんだ。そうでなければここまで完璧な足はできない）

　エデルはルディアの白いつま先に視線を落として言った。

「ガラスドームの女性用試作靴は、ルディアさまのサイズに合わせて作っていますね」

「……よく分かりましたわね」

「もとよりルディアさまは親指が長くていらっしゃいます。試作靴の靴型は、足幅が狭せまく親おや指ゆび側がわのつま先に余よ裕ゆうのあるものでしたので」

　パーティでルディアは挨拶をして回るのだろう。アランの傍かたわらで情報交換するとなると、客人と話す時間も長いかもしれない。

（それに、たぶん招待客はルディアさまの靴に注目するはずだ。ならつま先に特徴のある靴がいい。最初の話題のとっかかりは、それでつかめるはず）

　エデルはさらさらとデザイン用紙に絵を描き始めた。

　側そく面めんがカットされた、マリンブルーのオープンサイドパンプス。

　油を加えぬめり感を出したオイルレザー革を使用し、ヒールは太めのミドルヒールで、金属を接合して蝶の文もん様ようを彫ほる。

　つま先革にはレザー素材の大きなリボンを斜ななめにつける。あえて光り物の装飾はつけず、レザーのハードな光沢を生かすものだ。

「どうしてこのデザインに？」

「ルディアさまの足はとても美しいですが、外がい反はん母ぼ趾しなどの骨のトラブルを起こしやすい形でもあります。つま先にゆとりのある靴で指先をすべらせるのはよくないです。なので、細くて丸みを帯びたつま先のセミラウンド・トゥーにしてみました」

　それに、とエデルは続けた。

「イヤリングとネックレスに花を、ドレスにふわりとした素材をお使いでしたので、足元はリボンで締めた方がブーケのようになると思いました。アクセサリーもドレスも大人っぽいので、足元にかわいらしいモチーフのものを持ってくれば……意い外がい性せいがあって、話題にしやすいかと……。靴の型はオープンサイドパンプスなので、重い素材を使っていても、サイドの開きで素肌のきれいな部分を見せられますし、ヒールの高さも控ひかえめにしましたので、長時間立っていても疲つかれにくいと思います」

　ルディアのドレスやアクセサリーは大人っぽいし、本人にも年齢以上の色気がある。

　リボンを使いたくても、かわいらしい色や素材だと浮いてしまう。

　なのであえて、男性用革靴に使用するようなオイルレザーを選んだ。

　エデルはしどろもどろになりながら続ける。

「あの、ルディアさまはすごくおきれいなので、わ、私緊張してしまって……。もしかしたら、パーティに来られる方もそうかもしれないって思って、だからつま先にちょっと遊び心というか、そういうものを加えてみました。これで、招待客の方がルディアさまに話しかけやすくなるのではないかと思います」

　やっぱり、お気に召さなかっただろうか。

　リボンの靴なんてありきたりだ。駄だ作さくを披ひ露ろうしてしまったかもしれない。

「──よくってよ。これをお兄さまに提出なさい」

　エデルはほっと胸むねを撫なで下ろす。なんとか、合格点をもらえたらしい。

「訪問の真の目的をお教えしましょう。あなたの様子を見に来ましたの。赤い靴の持ち主であったあなたが、惑わされていないかどうかを」

「惑わされて……？」

「つまり、お体や精神に何か変化があったかどうか、ということですわ」

　エデルは顔をこわばらせた。

　──変化なら、あった。セスの体に黒い靄が見えるようになったこと。

「ご存じの通り、わたくしたち一族は魔術師の靴を蒐しゆう集しゆうしております。靴に関わった方から、次の靴の手がかりを得えることもしばしばあるのです」

「……変化は、あったかもしれません。以前は見えなかったものが、見えるようになりましたから」

「たとえばどんな？」

「カーレンさまの履かれていた靴がまとっていたものと、同じようなものが見えるようになりました。けれどまだ確信が持てません。それが本当に魔術師の靴の手がかりとなるものか、それともただ、私の体が──赤い靴によって、不調を起こしているのか」

「あなたが見たのはおそらく、あなたが見たくなかったものね」

　ルディアの言う通りである。彼女相手に、隠し立てはできない。うそを見抜き、真実を探るのはきっと得意であるに違いなかった。

　ほんの短い間、同じ部屋で過ごしただけだったが、エデルには不思議とそれが分かった。

「はい。おっしゃる通りのものをこの目で見ました。けれど、アランさまには言わないでください」

　ルディアはエデルのことをまっすぐ、つらぬくように見た。

「魔術師の靴は命に関わる危険な代しろ物もの。それはあなたも、身をもって体験したはず。変わったことがあればなんであれ、秘密にするべきではありませんわ」

「……返す言葉もありません」

　エデルは、ゆっくりと息を吸ってから言った。

「職人思いのあの方は、きっと私の見たものを問いただすでしょう。それから、危険から遠ざけようとするはずです。でも、確信が持てるまでは言いたくないのです。……逃げたくも、ないのです」

「よろしいでしょう」

　ルディアは宣告した。

「一週間待ちましょう。わたくしは一週間後、あなたのことをお兄さまにご報告いたします。それまでに行動を起こすとよろしいわ。ただし」

　ルディアは扇の先をエデルの胸に、ぴしりと当てた。

「女がひとり、黙って動く。それならば、敵の前で卑ひ屈くつな態度をとってはなりません。誰にも──お兄さまにも、途中で泣き言を漏らさぬようにすることです。女は一度侮あなどられれば、再起する機会を与えられません。せいぜい、お気をつけあそばせ」
















「……わかりました、ルディアさま」

　階段を下りてガラスドームの玄関へ向かおうとしたふたりの前に、しかつめらしい顔をした青年が現れた。

　アランだ。どうやら執務室からここまで、速足でやってきたらしい。

「ルディア」

「まあ、お兄さま。ごきげんよう。執務室でお仕事をなさっていなくてよろしいの？」

「なぜわざわざ店にやってきて、エデルに靴を作らせている。お前はいつも屋敷にジジを呼び出しているだろう」

「我わが家やが経営するお店に来てはいけないという決まりはありませんわよ」

「エデルにはエデルの、ジジにはジジの仕事があるんだ。勝かつ手てなことをされては困る」

「ええ、いいお仕事を見せていただきましたわ。あとでエデルさんからデザインボードをいただいてくださいまし、お兄さま」

「お前は人の話を聞いているのか！」

「聞いております。お兄さまこそ少し落ち着いてはいかが」

　エデルはおろおろと兄きよう妹だいのやりとりを聞いていた。とても仲ちゆう裁さいに入れそうにない。階段の陰かげから、ジジが「余計な口出しは無用」とジェスチャーを送っている。

　見た目の美しいふたりが言い争っているのは迫はく力りよくがある。このまま放っておいて悪化しないかとひやひやものだ。

「ところで、エデルさん。お兄さまから特別なご挨拶はありまして？」

　矛ほこ先さきが突然自分に向かったので、エデルはびくっとして「え……？」と答えてしまった。

「ルディア、お前何を聞いて……もうやめろ、こっちに来い！」

「痛いですわ、お兄さま。でもその調子ではまだのようですわね。いつまでもたもたなさっているのです、この間も申し上げました通り……」

　だんだんとふたりの声が遠ざかってゆく。

　エデルはゆっくりと階段を下りきって、ふらふらジジのいるカウンターに手をついた。

「災さい難なんだったなエデル。大丈夫か？」

「心臓が持ちません……」

「長引いているようだから頃合いを見てアランさんを呼んでみたんだが、エデルがルディアさまを納得させる方が早かったみたいだな。成長を感じられてうれしいよ」

「無事にデザインできてほっとしてます。でも、ルディアさまはアランさまに怒おこられたりしないのでしょうか？　私が勝手にデザインもしてしまったし」

「あのふたりは放っておけばたいてい、アランさんが折れて終わるから大丈夫だ」

「そうなんですか……？」

「注文も落ち着いてる。そろそろいい時間だ。今日は帰ったらどうだ？　アランさんも、今日は屋敷で貝かい殻がらの仕入れ業者と打ち合わせをするようだ。ルディアさまと一緒に帰るだろう」

「いいえ、私今日はもう少し残って……やるべき仕事をやって帰ります」

　ともかく、ルディアのおかげで覚かく悟ごは決まった。

　セスの帰りを待つために、エデルは工房へと向かった。
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　アランに強制的に馬車に乗せられ、帰宅の途とを共にしたルディアは上じよう機き嫌げんであった。

　兄は最初こそ怒っていたものの、エデルのことを褒ほめるととたんに機嫌を直した。なんとも、扱いやすい兄である。

　部屋に戻りメイドに着替えを手伝わせながら、ルディアはぽつりとつぶやいた。

「あの子、愚おろかじゃないわ。見た目と態度でそうは見えなくても、とても頭が切れる」

　エデル・アンダーソンを直じかに見てみたい。

　兄の恋の相手としてもそうだが、魔術師の子孫である彼女の人となりをこの目で確認したい。

　兄に内ない緒しよで突然ガラスドームを訪問し、エデルを指名した。

　彼女はルディアが自分を試していることを察し、受けて立った。

　ルディアが兄の隣でどのように立ち回るか想そう像ぞうし、デザインを起こした。

　夜会に集まるのはガラスドームの同業者。ルディアは経営に携わっていないので、本来なら主催者の身内として、花を添える程度の役やく割わりをこなせば十分である。

　だが、ルディアにそのつもりはなかった。情報はどんな場所からでも拾うだけ拾う。

　兄の傍らでただ人形のようにほほえんでいるつもりはない。

　エデルは、そのことをよく見抜いていた。

　そうでなければ、『挨拶回りを熱心にすること』を前提に靴など作らない。話題のきっかけを作るために、わざとルディアの印象から少し外した靴にするなんて。にもかかわらず、ドレスとの調和はとれている。エデルがデザインした靴を履けば、意外性のある組み合わせをさぞかし褒めそやされるだろう。

「そして、なかなかどうしてお兄さまのこともよく知っていてよ。あれで恋がうまく運ばないなんて」

　メイドが控えめに意見を述べた。

「エデル・アンダーソンが意図的にアランさまとそのような雰囲気になることを避けているのでは？　そこまで観察力に長たけているのでしたら」

「……それはなさそうね。おそらく、勘がするどいのは靴に関することだけ。彼女の経歴を考えれば仕方のないことかもしれないけれど」

　故郷で好奇の目にさらされながら育った彼女である。現実から目を逸そらすように靴を作り続けたのだろう。エデル・アンダーソンは靴作りにすべての情熱をそそぎ、死にもの狂いで技術をとぎすましていった。

「彼女の変化について、アランさまにご報告はされないのですか？」

「一週間は様子を見るわ。わたくしはお兄さまと違って、彼女を甘あまやかすつもりはありません。助けるつもりもない、傍ぼう観かんするだけよ」

　エデルが何をしようとしているかは、ルディアには分からない。

　動きたければ動けばいい。

　ルディアはあきあきしているのだ。

　自分が、情報ばかり集めて──。肝かん心じんの、魔術師の靴の封印に立ち会えないことに。

　魔術は少女たちの心を惑わし、靴を履くように仕向ける。たとえシンデレラ伯爵家の人間であっても、それは変わらない。

　魔術師の靴が女性ものである以上、ルディアも下手に靴に触れれば危うくなるのである。

　ルディアが後方支し援えんに徹てつしているのはそのためなのだ。

　けれどエデルは『赤い靴』の誘ゆう惑わくが通用しなかった。さらには靴を破は壊かいし、アランと共に持ち帰っている。

　アランはエデルをこれ以上、魔術師の靴に関わらせないようにするだろう。彼女に変化があったのならなおさらだ。エデルの予想は、的中しているといってもいい。

「わたくしは彼女を利り用ようしようとしている。わたくしの代わりに、あの子が靴を持ち帰ればいいと」

　エデルが危険に飛び込むつもりでいるのに、わざと泳がせた。

　時折、悪女の──シンデレラの血を引いているのは自分だけなのではないかと、ルディアは思う。少なくともアランはこんなに非情なまねはしないだろう。

　メイドは口を開く。

「お嬢さまはエデル・アンダーソンの意思を尊そん重ちようしました。去り際には激げき励れいの言葉も添えて。私は、そう思っております」

　ディセント家の使用人たちは、悪女の味方でいなくてはならない。彼女もまた例外ではない。何世代もこういったやりとりが、繰り返されているのかもしれない。

「……ありがとう」

　結果として、エデルは、ルディアの予想よりずっと強かった。

　彼女ならば、兄のためにその能力を使ってくれるかもしれない。

　身勝手を承知で願う。

　──どうか、わたくしの代わりに、お兄さまを助けて。
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　エデルは工房にひとり、居残っていた。

　ジュディとルディア、ふたり分のデザインボードは作り終えている。机き上じように並べ出来映えを確認していると、かたんと扉が開いた。

「エデル？　どうしたの？　こんな時間まで」

「セスさんにお話があって、待っていました」

　とうとう、待ち人がやってきた。セスの腕に、黒い靄がまとわりついている。

　けれど薄くなっている。以前よりもずっと。

（今、靄が完全に消えてくれていたら、どんなによかっただろう）

　でも、もしかしたらセスは魔術師の靴をそうとは知らずに持っているだけかもしれない。

　赤い靴事件のことがあったから、自分は悪い方に考えているだけかもしれない。

　エデルは覚悟を決めて、口を開いた。

「……セスさん。魔術師の靴について、何かご存じないですか？」

　セスは笑って、荷物を机の上に置いた。

「どうしたの、エデル。アランさんとまた靴を捜してるの？」

　彼はかばんから製甲道具や小さな革の見本を取り出して並べている。

　エデルはつっかえそうになりながら、なんとか言葉をしぼり出した。

「……ご存じでないかと、思ったものですから。以前は足から、そして今は腕から、とても嫌な感じの、その……」

　エデルは口ごもった。

　セスは動かしていた手を止め、まっすぐにエデルを見つめる。

「見えるっていうのは、黒っぽい靄のこと？」

　エデルは息を吞のんだ。

（セスさんにも、見えてるの……？）

　エデルは、赤い靴に触れたことで、自身の体が変化したのかと思った。

　もしセスが靄を可か視しできているなら、なぜ平然としていられるのだろう？

「セスさん……靄が見えるんですか……？」

「見える、か。そう」

「セスさん……？」

　セスはうつむき、力なく笑うと、壁かべに背を預あずけた。

　かすれるような最後の笑い声が消える。

　エデルは、自分の嫌な予感が現実になってしまったことを知った。

　彼はゆっくりと顔を上げる。

　セスという、優しく大らかな職人の顔はすっと消えうせた。

　あるのはただ、狡こう猾かつでしたたかそうな男の表情だ。

「当たりだよエデル。君の見たものは間違いじゃない。僕は魔術師の靴を持っている」

　心臓が締めつけられるように痛んだ。

　セスは、ただ魔術師の靴を持ち合わせているわけではなさそうだ。

　すべてがつながっていたのだ。赤い靴事件のときからずっと。

「どうして……」

「どうして？　それはなぜ僕が魔術師の靴を持って、アランさんに渡さずにいるかということ？」

「そう、です。なぜですかセスさん。あれは危険なものだって分かっているはずです」

「エデル、分かっていながら僕に問う君に、僕は逆になぜだと聞きたいね。魔術師の靴は女性の生命力を吸う靴だよ。君も知っているでしょう？」

　魔術師の靴は、少女たちの生命力を魔力に変える。

　それを必要とするのは、いわくつきの靴を作った魔術師だけ──。

「答えは簡単だ。僕が魔術師の子孫だからだよ」

　あまりにも簡単に白状した。

　すらすらと、決められたことを話すように、エデルの望んでいなかった事実を。

「驚いているね。でも君だって、僕のことを軽けい蔑べつはできないはずだ。靄は魔術師の靴に関わった人間が見えるものじゃない。アランさんだって、見ることはできないだろうね」

「え……？」

　セスは穏おだやかな口調で言った。

「エデル。君は僕の同どう胞ほうだ。君の親は、おそらく魔術師だよ」

　──うそ。

　エデルは薄茶の瞳を見開いた。

「ヴァイオレット・ファーは違うだろうね。僕たちのコミュニティでは聞いたことがない。悪いけど、僕も君の親についてはいろいろと調べさせてもらったんだ。君が赤い靴を壊せたから」

　セスはふっと、人を食ったような顔をして、ひときわ明るい声を上げた。

「エデル。僕と一緒になればいい。僕なら君の父親を捜さがしてあげられる」

「父を……？」

「知りたいでしょう？　魔術師の生き残りは少ないから、独自の情報網ですぐにわかるよ。君の父親がどこの誰なのかを、僕なら教えてあげられる。魔術師は身を隠すのが得意だ。僕でなければ、絶対に見つけられないだろうね。誰であっても」

　エデルの表情が硬くなる。

　あまりにもいろいろなことが明らかになって、思考がついていけない。

「それに君は目覚めてしまった。魔術師の靴をかぎ分けられるということは、それだけ体が魔術師に近づいてるということなんだよ。君はきっと、魔力が欲しくなる。力の使い方が分からずに、混乱することもあるだろう。そのとき、アランさんがそばにいたらどうなると思う？」

「それは……」

　言葉が出なかった。

　もし、エデルが自分の中の魔術師の力を持て余すことがあるとしたら。

　アランは自分のことを、どう思うのだろうか。

（アランさまのおそばで、彼の仕事を手伝いたい……。そのためにがんばろうって、気持ちを固めていたのに）

　エデルがセスの言う通り、魔術師の子孫なのだとしたら。

　シンデレラの子孫であるアランとは、どうあっても相あい容いれない存在となる。

「魔術師は、魔力をたくわえないと生きていけないんですか？」

「死にはしないよ。病気にもならない。ただ、僕みたいな弱い魔術師は、定期的に魔力をとらないと力が使えなくなってしまうんだよ。ただの人間になる。魔術を持った者が力を失うということは、すなわち無価値になるということだからね。だから魔術師はたいていの場合、本ほん能のう的てきに魔力を求める」

　力を失いたくない。その気持ちから、彼らは魔術師の靴を──それが吸った少女たちの生命力を求めるようになる。

「僕は君に魔術師のことをたくさん教えてあげられるよ。君の知りたいことはなんでもね」

「……ま、魔術師の、仲間になんてなれません」

　エデルは震える声で言った。

「やっぱり赤い靴を盗ぬすんだのはセスさんだったんですね。カーレンさまは、死ぬかもしれなかったんですよ」

「そうだね。かわいそうなことをしたとは思うよ」

　言葉だけだった。

　彼の口調は、まったく感情などこもっていない。

「エデル。僕たちはいいパートナーになれると思うんだ。このまま魔術師の子であることをアランさんに黙っているには、君だっていずれ僕の協力が必要になる。何も、まるきり変われなんて僕は言ってない。今まで通り、僕たちはガラスドームで靴を作ればいいんだ。何も変わらないよ」

「……何も、変わらない？　アランさまに見つからないように、魔術師の靴を誰かに渡しておきながら？」

「そうだよ。君は見て見ぬふりをすればいいだけだ。魔力は僕がとってきてあげる。親鳥のようにかいがいしく、君のことを守ってあげる。これでも僕は君のこと、気に入っているんだよ。二十年経たてば、そして今打算をおぼえれば、いい女になるだろうね」

　おそろしい誘さそいだった。とてもじゃないが、そんなことはできそうにない。

　エデルは魔力を失う恐怖などわからない。そもそも、そんな力は持ち合わせていなかったのだ。

「自分が一生、何者なのかも分からないまま終わりでいいのかい？　僕が君ならこう思う。自分のルーツを、父親をはっきりさせたい。いつ猛もう威いをふるうか分からない、魔術師の血に怯えずに生きたい。そして面倒ごとは避けたいと」

　父親が分かれば、今まで気になっていた自身の出生について知ることができる。

　そして、セスの味方になれば自分の力を恐れることはない。

　彼を見逃せば、このままアランのそばで、いつも通り靴を作っていられる。

「それでも、無む理りです。見知らぬ誰かを犠ぎ牲せいになんてできない」

　敵の前で卑屈な態度をとってはいけません──。

　ルディアに言われた言葉を思い出す。

（はっきり言うんだ、いつもより声を張って）

「私は魔術師の靴を履いた人を助けると決めました。あなたが私に求めているのは、その逆です。もし私の父親が魔術師だというのなら……」

「いうのなら？」

「なおさら……彼の存在など知りたくもありません」

　興奮のあまり、エデルは息切れしていた。

「言うねぇ、エデル。君みたいな子が魔術師の靴を履いたら、さぞかし見ものだろう」

「セスさん。魔術師の靴を持っているなら、アランさまに渡してください。そして、もう二度と魔術師の靴に関わらないと、約束してください。魔力がなくても、命には問題がないんですよね？　魔術師の力がなくても、セスさんは大きな価値を持っている人です。ガラスドームでその手腕をふるっています、あなたが人として身につけた技術で」

「……僕はガラスドームの職人である前から、魔術師だった。そう簡単にハイ分かりましたとは言えないね」

　でも、エデルは今の──普段、ここでいきいきと働いている彼の姿を知っている。

　あれがかりそめの姿であるとは思えない。エデルは彼の心に、言葉に、何度も救われてきたのだ。

「私はあなたから多くのことを教わりました。正しく公平で、みんなの支えになっています。……私も、支えていただいたひとりです。魔術を捨て、ただの職人として生きてください。私はあなたを追い出したいと思っているわけじゃないんです。ただ一緒に、働きたいだけなんです」

　セスは黙っている。

　緊張と、あせりと混乱で、心臓が痛くなる。

「君がひとりで苦しむ必要はない。アランさんに言えばいい、僕が魔術師だって。赤い靴を盗んだ犯人は僕だって。先に気づいたからって、何もかも背負うことはないんだよ」

　あわれむような口調だった。

　なぜ彼がそのような物言いをするのか分からなかった。カーレンには、ひどいことをしたくせに。

　自分がエデルを追い詰めている張本人だと知りながら。

「僕の正体をアランさんに伝えるなら、僕はガラスドームから去る。目障りな魔術師は消えるよ。少なくとも、君の前からは」

「……どうあっても、魔術師をやめていただくことは、できないということですか？」

　セスはうなずいた。

「魔術師の靴ほど美しい靴はこの世に存在しない。前に言っただろう？　僕は靴が好きなんだよ、エデル」

「私はガラスドームで働くセスさんのことが好きです。尊そん敬けいできる上司として」

「エデル。君は好意を簡単に言葉にしすぎる。今にアランさんに怒られるよ」

　仕方ない、とセスは顔をほんの少しかたむけた。

「勝負をしようか、エデル」

「勝負……？」

「僕は魔術師の靴をあげてしまったんだよ。ジュディ・リースにね」

「ジュディさまに!?」

　エデルはうろたえた。

　迷っている間に、すでに靴はセスの手を離れてしまっていたのである。

「あの靴は面白い能力を持っている。それをうまく使って、『緑の魔女を殺す』ことができたら、君の勝ちだ。僕はなんでも君の言う通りにする。持っている靴も渡すし、望むなら、魔術師の共きよう同どう体たいから足抜けもする」

「緑の魔女を、殺す……？」

　緑の魔女とは、特定の誰かを指すのだろうか。

　エデルは自分が人殺しなどできるとは思えなかった。

「もしできなかったら、僕は君を連れて魔術師の里へ行く。もっとも、君にとってはその方が幸せだと思うよ。何しろ、寂さびしくない」

　エデルは顔を青くして言った。

「た……他人を傷つける勝負なんて、お受けできません」

「大丈夫だよ。最大のヒントをあげよう。緑の魔女は人じゃない。安心した？」

　エデルは唇をかみしめた。

「どうするの、エデル。受けるの？　受けないの？」

　どのみち、魔術師の靴はジュディが持っている。

　これをジュディから取り上げなくてはならない。

　一番いいことの収まり方は、ジュディが無事であり、セスが足を洗うことである。

　どちらの条件も満たすとしたら、答えは決まっている。

「その勝負、お受けします」

「勝負の結果がどうであれ、君はもうこちら側の人間だ。魔力を食らうようになればシンデレラの子孫たちとは共にいられないよ。それだけは忘れないでね」

　セスは満足そうに唇の端をあげた。
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　ホテルへの道のりが、気が遠くなるほど長く感じる。

　エデルはジュディの滞たい在ざいしている宿へと急いでいた。

（ジュディさまが靴くつを履はくのを止めないと）

　緑の魔女の件に関しては、それから取りかかるべきだ。まずはジュディの身の安全が最さい優ゆう先せんになる。

　靴店には誰だれも残っていなかったので、アランに伝言を頼たのめなかった。ディセント家の屋や敷しきへ向かえばホテルから距きよ離りが遠くなってしまう。

　それに伝言を頼めたにしても──いったい何を、どこまで伝えていいのか分からない。

　セスからは、ジュディが靴を持っていることをアランに伝えるなとは言われていない。──むしろ、何もかも彼に伝えてしまえばいいと言われたほどだ。

　だがそうなれば、セスはガラスドームを去ると言う。

　そして彼はおそらく魔ま術じゆつ師しとして生き続けるのだろう。これからも優やさしい笑顔を浮かべながら、その身を闇やみに沈めてゆくのだ。

　エデルが勝負に勝たなければ、セスを魔術から引き離すことはできない。

　エデルを苦しめたのは、アランに真実を話すことができないということだった。

　不安で押おしつぶされそうになる。母や祖そ父ふを失うしない、ひとりきりでカンディナールへ向かったときとはまた違ちがう気持ちだった。

　あのときは、すべてを失い赤い靴にすがるしかなかった。

　今は、大切なものが指先からこぼれ落ちようとしている。すくい上げた砂のように、あとかたもなくなくなろうとしている。

（セスさんは、魔術師の力がなくとも腕うでのいい職人だもの。なんとか人間として生きてもらいたい……誰かを傷きずつけて力を守っても、それは誇ほこれることじゃない）

　セスはエデルが負ければ魔術師の里へ連れていくと言った。

　エデルもまた魔術師の子であったのだ。

　もし自分が魔力を欲することがあるとしたら。

　エデルは歩きながら、繰り返しそのことを想そう像ぞうしていた。

　自分はカーレンやジュディに靴を渡して、彼女たちの命を削けずってまで、力を守りたいと思うだろうか？

　本ほん能のう的てきに苦しくなるというのなら、魔力が欲しいと思うかもしれない。けれど、きっと自分はたまらなくなる。誰かを傷つけなければならないことに。

（私は、アランさまのおそばで働きたい……でも）

　エデルの力はいつ爆発するか分からない、爆弾のようなものだ。

　すべてを知ればアランはどうするのだろうか。

　シンデレラ伯はく爵しやく家けは、魔術師のことを当然よくは思っていない。

　その昔、魔術師たちは処しよ刑けいされたと聞いた。国王と、シンデレラの息子むすこであるドゥーガルド・ディセントの手によって。

　現在に至いたるまでディセント家は、ドゥーガルドの遺ゆい言ごんを忠ちゆう実じつに守っている。

（ま、まさかセスさんが殺されたり……わ、私も……？）

　エデルは一いつ瞬しゆん立ち止まってぶるりと震ふるえたが、頭かぶりをふってまた歩きだした。

　魔術師たちが処刑されたのはシンデレラが生きていたときの話だ。今子孫を見つけて処刑したという話は聞かない。魔術師狩がりはとっくの昔に廃すたれた風習である。

　だが、ディセント家が百五十年もの間苦しんできたことは事実である。少なくとも、セスはこのままでは済まないはずだ。魔術師の靴を実際に利り用ようしてしまっている。

　セスとエデルは、このままガラスドームにはいられなくなるかもしれない。

　でも、そうなればセスはどうなる？

　ますます魔術に染まってゆく。彼はすでに魔術師の靴を求め、道を踏ふみ外しかけている。

（踏み外しかけているなら、まだいい）

　もしかしたら……こんなことは考えたくないけれど、もう手て遅おくれかもしれない。

　彼が魔術に染まっていくのは見たくない。エデルにとって、今でもまだセスはおそろしい魔術師ではなかった。心優しい職人のままだ。

　つむじ風がエデルのそばを通り抜けてゆく。

　エデルは目の前の光景を見て、背せ筋すじを凍こおらせた。

　ジュディの宿泊していたホテルには、多くの人が詰つめかけていた。窓まどガラスが割れ、壁かべに寄より添そうように立っていた木々はなぎ倒たおされている。

「晴れていたのに、急に竜たつ巻まきだなんて」

　誰かがそう話しているのが聞こえた。

（間違いない。魔術師の靴のせいだ）

　すでにホテルはその周しゆう囲いまで立ち入りを禁じられていた。突とつ如じよ発生した竜巻の調ちよう査さと、怪け我がをした人の救出作業が行われている。

　喧けん噪そうの中をそろそろと進み、エデルはあたりを見回した。

　野や次じ馬うまは特に損そん壊かいの深しん刻こくな階層の窓まど際ぎわを見に集まっている。怪我人は玄げん関かんから運ばれ、調査員たちは何やら難むずかしい顔で、通りの向こうで話し合っていた。

　従じゆう業ぎよう員いん用の入り口は目の前である。

　──誰も、彼女に注目していないようだ。

　びくびく何度も周まわりを確認してから、エデルは思い切って地面を蹴けった。

（お、怒おこられるだろうな、無む断だんで入ったら。でもそんなこと今は気にしている場合じゃない……。ごめんなさい！）

　エデルは背をかがめて、誰にも気づかれずに建物内へと踏み込んだ。




　階数が増すごとに、損壊状況はひどいものとなっていった。

　エデルは足音をできるだけ立てないように、注意深く進んでゆく。

　ジュディの部屋は四階の二号室である。彼女がくれたメモをポケットに入れっぱなしにしていて、正解だった。

　魔術師の靴があるかどうか、部屋にそっと入って確かめればいい。

　もしかしたらまだジュディは履いていないかもしれない──と思いたいが、ホテルの騒さわぎを見るに、その可能性はなさそうだった。

（ここだ）

　ドアが吹き飛んでいた。壁がえぐれたその部屋は、もう部屋と呼んでいいのかすら分からない。

　木もく片へんと化した家具と、亡ぼう霊れいのように壁にへばりつくシーツやリネンの残ざん骸がいが痛ましい。

「ジュディさま！」

　エデルは障しよう害がい物ぶつを避よけながら、なんとかその場に踏み入った。

　なくなった壁の向こうから、女の子が、という声がした。

　まずい、とエデルは身をかがめる。ここは被ひ害がいが一番ひどい場所だ。ホテルの外には物見をしに来た人がたくさんいる。ここに誰かがやってくるかもしれない。

「ジュディさま、いらっしゃらないんですか？」

「……エデル？」

（今、声が）

　エデルは固かた唾ずを吞のんで、もう一度たずねる。

「ジュディさま、いらっしゃるんですね？」

　物もの陰かげからぱらぱらと砂をまくような音がする。エデルがそちらに目を向けると、ジュディが立っていた。

「どういうことなのか、全然分からないの。見たこともない場所にいて、もうそろそろホテルに戻りたいと思って靴を鳴ならしたら、部屋がぼろぼろになっていて」

　ジュディはずいぶんと取り乱みだしていた。はじめて出で逢あったときのような、理性的な彼女はどこにもいなかった。

（わ、私がしっかりしなくちゃ）

「ジュディさま、落ち着いてください」

　言葉ではそう言ったものの、エデルは彼女の足元から目が離はなせなかった。

　まばゆく輝かがやく銀色の靴。黒々とした靄もやがジュディの足首にまとわりついている。

　エデルは唇くちびるをかんだ。

「く……靴を脱ぬぎましょう、ジュディさま。これは危険なものです」

「……嫌よ」

　声が上ずらないようにつとめながら、エデルはゆっくりと言った。

「それ、ただの靴じゃないんです。命があぶなくなるかもしれません。どうか脱いでください、一いつ緒しよにここを出ましょう」

「靴は脱がない。私にはもうこれしかないのよ」

「きゃっ……」

　叩たたきつけるような強い風がエデルに襲おそいかかる。

　エデルはくぐもった声を上げて、腕で顔をかばった。

　靴が、ジュディの気持ちに反はん応のうしているようだった。

「靴を脱いでここを出ろですって？　私を受け入れてくれる場所なんてどこにもない」

　ジュディの顔が、絶望に染まってゆく。

「絶対に夢を叶かなえるって大口叩いて家を出たくせに、結けつ局きよくなんの成せい果かも得えられないまま、おめおめとカンバスになんて帰れない。両親が死んだら私はあの荒こう野やでひとりぼっち。夢もない、愛してくれる人もいない。ただくたびれて年とし老おいてゆくだけよ。こんな世界になんて一秒たりともいたくない！」

　エデルははっとして、悲ひ痛つうにゆがむジュディの顔を見つめた。

　これが、彼女の本音である。

　責せき任にんをとる、両親の夢をつぶしてしまったから。夢をあきらめ、分別をつけて故こ郷きようへ帰ると。ジュディはずっと、無む理りやり自分に言い聞かせ続けていたのだった。

「そんなことはありません。ジュディさまの会かい報ほう誌しを楽しみにしていた方はたくさんいたはずです。き……脚きやく本ほんだって」

　エデルが手を伸ばすと、ジュディは後ずさる。

「あなたに私の何が分かるっていうのよ」

「ジュディさま」

「あなたはいいわよ。カンディナールで一番の靴店で、一人前として認められているんだもの。自分の価値も見いだせずに時間だけを費ついやした私とは違う」

「わ、私もまだまだ至らないところがたくさんあります。だから、お話したいんです。ジュディさまと」

　ジュディの顔がますますゆがんだ。

「もう嫌いやよ。あなたに……あの人の娘むすめに、ひどいことなんて言いたくない。ヴァイオレットに顔向けできない終わり方は嫌。でも自分が止められないの」

　靴のせいだ。あの、おぞましい銀の靴のせい。ジュディは自分の感情に蓋ふたをしてきた。けれど、それが無理やりこじ開けられてしまったのだ。

　エデルは、以前に赤い靴を履いたカーレンのことを思い出していた。

　彼女は意思を奪うばわれ、操あやつり人形にされた。恋する気持ちを悪用されたのだ。

　今度はジュディが闇やみに堕おちようとしている。

　エデルは歯を食いしばった。

（魔術師の靴でジュディさまの人生は変えさせない）

　靴は人の運命を変える。でもあの靴はジュディの運命の靴ではない。ただ彼女の命と希き望ぼうを吸すい上げる化け物だ。

　彼女にふさわしい靴は、自分が作る。

　こぶしを握りしめて、自身をふるい立たせる。

　とにかく彼女に思い出してもらわなくてはならない。今まで歩んできた人生のことを。

「ジュディさま！　大切にされていた、あのサドルシューズはどうされたんですか？」

「知らないわ、さっきからあなたはうるさいことばかり！」

　銀の靴から、闇色の靄が色濃こくたちのぼった。

（ジュディさまを靴くつ箱ばこ館かんへ連れていって、アランさまに保護してもらうしかない）

　エデルには、靴の封ふう印いんはできない。強ごう引いんに靴を脱がせようとすれば、余よ計けいに彼女を興こう奮ふんさせるだろう。

　アランは祖そ先せんの遺のこした魔術を使える。ドゥーガルド・ディセントは魔力を込めたガラスの封印具と、拘こう束そくの魔術の使い方を記したものを子孫へ遺していったのだ。ジュディの身の安全を確保するなら、彼に頼たよるのが一番いい。それまでは、なんとか自分が彼女を守らなくては。

「消えてしまいたい。これ以上取り返しがつかなくなる前に」

「だめ、だめですジュディさま！」

　どうしたものかとあせっていると、ジュディの視し線せんが自分の後ろにそそがれていることに気がついた。

　振り向けば、自分が助けを求めようとしていたまさにその人が、そこにいた。

　漆しつ黒こくの髪かみが風に揺ゆれる。青あお紫むらさき色いろの瞳ひとみがするどくジュディを見つめ、銀の靴の輝く光をうつしとる。

「エデル、離れていろ」

「アランさま……！」

　今、最もここにいてほしい人が、来てくれた。

　エデルは思わず涙なみだぐみそうになるのを、あわてて抑おさえ込んだ。

　アランは一歩踏み出して、ジュディに言った。

「ジュディ・リース。あなたが履いている銀の靴は、あなたの精神を不安定にさせるだけだ。靴を脱いでくれ。今ならまだ穏おん便びんにことを運べる。大した怪我人も出ていないし、あなた自身も無ぶ事じだ。靴を渡してくれるなら、もろもろの始し末まつは我わがディセント家がつける」

　ジュディは首を横にふった。アランはため息をつく。

「……警けい告こくはしたぞ。手て荒あらなまねをしたくはなかったがな」

　アランは言うなり、手て袋ぶくろを着けた手で親指とひとさし指をこすった。さらさらと輝く何かが空中に散ちる。それが紫色の光を放ち始めたとき、エデルはアランが魔術を使ったのだと悟さとった。

「熱い！」

　ジュディは叫さけび、踊おどるように足を地面から離した。

　銀色の靴が緋ひ色いろに染まっている。エデルは驚き、目を丸くした。

「アランさま、ジュディさまに何をされたんですか」

　アランは小声で答えた。

「シンデレラお得意の拷ごう問もん術じゆつだ。足が焼けるように熱くなる。けれど、別に傷を作ったりはしない。ただのまやかしだ」

　アランは彼女を取り押さえ、靴に手をかけた。彼の勝利は目前だった。

「大人おとなしくするんだ」

「アランさま！」

　エデルの叫び声に気づいたアランは、あぜんとした。

　あふれんばかりのハツカネズミが、彼をとりまいていたのだ。手足にかみつき、腕を伝ってのぼってきたネズミが彼の視し界かいを覆おおう。

　アランが一瞬気をとられた隙すきに、ジュディは三回、かかとを鳴らした。

　すさまじい轟ごう音おんが響き渡る。竜巻がやってくるのだ。

　アランはネズミをふりはらうと、エデルを抱き寄せて身をかがめた。
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　まばゆい光に照てらされて、エデルは薄うすく目を開ける。

　視界に飛び込んできたのは、黄色や紫、薄いピンク色のポピーの花たちであった。絨じゆう毯たんのように隙すき間まなく咲き誇ほこり、ずっと遠くまで続いている。

　美しい世界だと思った。

　甘あまい花の香りが漂い、あたたかな太陽の光が降ふりそそぐ、さながら天上の景色である。

　この景色から導みちびき出される答えは、ひとつしかない。

「どうしよう……私、死んだの!?」

　エデルががばりと体を起こすと、頭部に鈍にぶい衝しよう撃げきと、「ぐうっ」という声がする。

　彼女は悲ひ鳴めいを上げた。アランがあごを押さえて倒れている。

「そ、そんな……アランさままで……お亡なくなりに！」

　がくがくと震えて、エデルは目に涙をためた。

「俺おれが死んだのはたった今だ……死し因いんはお前の見事なまでの頭ず突つきでな……」

　恨うらみがましい声でそう言われ、エデルはまばたきをした。

「生きているんですか？　私たち」

「……心臓に手を当ててみろ」

　エデルは言う通りにした。

「……動いてます。結構、たくさん……」

「俺に言うことがあるだろう」

「あ、あごに乱らん暴ぼうを働はたらいてしまい、申もうし訳わけございませんでした！」

　アランはエデルの謝しや罪ざいにうなずくと、立ち上がった。

「ここが『狭はざ間まの世界』か。ジュディがいないところを見ると、ずいぶん広い空間になっているみたいだな」

「狭間の……？」

「銀の靴の能力は、履いた者を異空間へと飛ばすことだ。どうやら俺たちは巻き添えを食らったらしい」

　銀の靴を履いてかかとを三回打ち鳴らせば、履いた者を別世界へと連れてゆく。

　アランはドゥーガルドのリストで、靴の性質を調べていたらしい。

　過か去こにこの靴を履いて異世界へ移動した少女の記き録ろくが残っていたのだという。

「移動の際に、靴は竜巻を起こすんだ。先ほどジュディ・リースがしたのと同じように。俺はあのホテル付近で竜巻が発生したと聞き、もしやと思いかけつけた。お前がいたのには驚おどろかされたがな」

「ジュディさまは、ご無事なのでしょうか」

「少なくとも生きてはいるだろう。持ち主が死ねば魔力が吸い取れない。よって、この世界も構築されないはずだ」

　銀の靴は面白い能力を持っている、とセスは言った。

（おそらく、この異空間への移動のことだったんだ。つまり、この空間に『緑の魔女』がいるってことなの……？）

　エデルはきょろきょろと、あたりを見回した。

　緑の魔女は『人ではない』ということが分かっているくらいで、ほかに情報はない。

　何か変わったものはないだろうか──そもそもこの空間自体が、変わっているといえば変わっているのだが……。

「エデル、お前はなぜあのホテルに……」

（あ、この花……）

　エデルはポピーの花びらに触ふれて、目を大きく開いた。

「あんな遅おそい時間までホテルにいたなんて、彼女と話し込んででもいたのか？　竜巻が起こったとき、よく無事だったな……って、おい、聞いているのか」

「アランさま」

　エデルはポピーの花を摘つんで、目の前にかかげた。

「キスをしてください」

　アランは口をぽかんと開けた。

「……今、なんて？」

　信じがたい言葉を聞いたような顔をしたアランが、もう一度エデルに同じことを言うようにうながした。

「キスをしてくださいと、アランさま」

　エデルは真しん剣けんな顔つきで言う。

「エデル。たしかに今はふたりきりで……そこそこ、いやかなり雰ふん囲い気きのある場所にいる。しかしだな、こういうのは男からさりげなくするのがマナーで、しかも今はジュディ・リースを捜さがさなくては……」

　エデルはうつむいて、花びらに目を落としている。

「わ……悪かった。俺がなかなか挨あい拶さつをしないでいたから、お前のことを信用していないと思わせてしまったんだな。しかしこういうのは手て順じゆんがあって……待て、今確認するから」

「忘れられなくなるほどの」

「はぁ!?」

「アランさま、この花に文章が書いてあるんです。読んでみてください」

　エデルはポピーの花をアランの前にずいと突つきつけた。

『キスをしてください、忘れられなくなるほどの。十二時の鐘かねが鳴れば、私はあなたの前から消え去ります』

「……たしかに、書いてあるな」

　ポピーの花びらには茶色いインク文字が浮うかび上がっていた。

「エデル。さっきのはお前の気持ちではなく……」

　エデルは興奮した様子で続ける。

「これ、『シンデレラ』の脚本の一部みたいです。お母さんの舞ぶ台たいをずっと見ていたので、この台詞せりふもおぼえているんです。シンデレラが王子と出逢う夜の場面かと……。それに、こちらを見てください」

　彼女はもう一本花を摘んで、読んでみせた。

「『お前のようにみっともなくて、まともに挨拶もできない愚ぐ図ずは』」

「ぐっ」

「『舞踏会には行かせませんからね、シンデレラ』……これって、継まま母ははの台詞なんです。アランさま？　お顔の色がすぐれないみたいですが……」

「いや……なんでもない。少し胸むねに刺ささっただけだ」

「す、すみません。シンデレラの血を引かれている方にこんなものを読むべきじゃありませんでした」

「お前、今日はぐいぐい俺のことを削ってくるな……」

　エデルはポピーの花をもう一本摘む。やはり脚本の一部が刻こく印いんされていた。

　ここに咲いているのはおそらく、ジュディが人生を捧ささげてきた舞台の花なのだ。

「ジュディの見てきた舞台の脚本か……」

「でも、ジュディさまの書いた脚本ではないようですね。どうしてでしょう……」

　ポピーの花は文字を読み上げると散ってしまった。

「エデル。お前はまさか、魔術師の靴があると知ってジュディに会いに行ったんじゃないだろうな」

　散りゆく花を見守っていたエデルは、顔をはね上げた。

「あの……その……」

　セスに教えられてホテルにかけつけたエデルだが、そもそもそんなことがなければジュディに危機が迫せまっているなど知りようもない。

「カーレン嬢じようのことがあって、お前が魔術師の靴の被害者を助けたいと思っていることは知っている。でも、あくまでこれはディセント家の人間が担になうべき役目だ。必ひつ要よう以上に無関係の人間が傷つくのは避さけたいんだ。分かってくれるな」

　思った通り、アランはエデルを危険から遠ざけようとした。

　ルディアは約やく束そくを守り、エデルの変化について黙だまっていてくれたようである。

　彼にセスのことを伝えるわけにいかない。勝負は途中で投げ出せない。

　けれどアランはエデルの言葉を待っている。何かを伝えなくてはいけない。

　肩かたを落としていると、アランは当然ながら疑問を持った。

「……何か、隠かくしていないか」

「え」

「さっきから挙きよ動どう不ふ審しんだろう。……まぁ、お前はいつものことだが。何かあったなら言ってみろ」

「えっと、それは」

「いったいなんなんだ。俺には話せないことなのか？」

「いいえ、そんなまさか」

　むしろ何もかも洗いざらい、彼に話してしまいたい。

　けれどそうなれば、エデルは自身の生まれについても話さなくてはいけなくなる。

　──彼に拒絶されるかもしれない。

　エデルはとたんに、おそろしくなった。

「……俺はそんなに頼りないか？」

　アランが傷ついたような顔をしている。

　エデルはどうしようもなく焦って、彼の顔を見上げた。

「……アランさま、わ、私」

　違うんです。でも、なんて言っていいか分からない。

　目を泳がせ、なんとか言葉を探そうとするが、アランが見切りをつける方が早かった。

「……ジュディ・リースを捜しに行こう」




　なんなんだ、とアランは心の中でつぶやいた。

　エデルは明らかに、何かを隠していた。

　以前の彼女なら、悩なやみごとがあればすぐにアランに相談してきたはずだ。そうするように言い聞かせているし、彼女のためならどんなことでも力になるつもりでいた。

　ところがエデルときたら……。キスをしてほしいなどと言って、アランのことを動どう揺ようさせたあげく、肝かん心じんなことはだんまりである。

（いや……冷静になるんだ。彼女はジュディを見つけるために、花の文字を読み上げただけじゃないか。別にわざと……俺を試ためすようなことをしたわけではないし……）

　エデルにかぎってそれだけはないといえる。異い性せいを惑まどわすようなことは彼女にはできないはずだ。

　──異性とキスはしていたようだけどな……。

　アランはたまらず後ろ髪をかきむしった。エデルが傍かたわらでびくりとしている。

　なんだかそんな姿にもいらだちをおぼえてしまい、アランは彼女から目を逸そらし、わざと速く歩いた。もちろん、会話はない。

　花畑はしんとして、時折ぬるい風が頰ほおに当たる。

　そのたびに風が足元の花をすくい、香りを運んでくる。

（なんだか……やたらと花の香りが強くなってきたな）

　アランは眉み間けんに皺しわを寄せた。

　エデルと言葉を交かわさなくなったおかげで、ほかのことに注意が引かれるようになってしまったのだろうか？

　それとも、この匂においに何か意味があるのだろうか。

　アランはふと思い立ち、しゃがんで花を摘んでみた。

　花びらに綴つづられた文字は滲にじんで、読みとれなくなっている。

　やがて融とけるように指の間から文字がすべり落ちていった。

（……!?）

　アランの手から、かつて舞台の脚本であったものが、醜みにくく崩れ落ちる。

　この空間が、変化している。

「エデル」

　いつの間にか自分よりずっと後ろを歩いていたエデルの名を呼ぶ。

「アランさま……」

　ばふっ、と音がした。

　思わず振り返ると、エデルが花に埋うもれるようにして倒れていた。

「エデル！」

　アランは叫んで、彼女のもとへとかけ寄った。

「眠ねむっているのか……？」

　すうすうと規則正しい息が聞こえてくる。

　揺すっても反応がない。頰を軽く叩いても同じだ。とても深い眠りについている。

（これは……!?）

　アランはエデルを抱え立ち上がろうとしたが、できなかった。

　くらりと視界がゆがみ、膝ひざをつく。まぶたがとても重たい。意識が飛びそうになる。

　踏みつけたポピーから、茶色のインクが滲みだし、かぐわしい匂いがする。

（毒どくか……！）

　エデルの方が背が低く、おそらく下を向いて歩いていたので効果があらわれるのが早かったのだ。

「くそっ」

　アランは気力をふりしぼり立ち上がった。エデルを抱えてどこまで行けるか分からないが、少なくともここで寝たら終わりだ。

　気をつけて見ていてやればよかった。つまらないことで腹を立てたりせずに。エデルは、自分の名を呼んでいたではないか。

（いったい俺はなにをしていたんだ）

　自分は身寄りのないエデルの保護者である。何があっても彼女を支えるのが役目ではないか。見知らぬ場所で、しかも何が起こるのか見当もつかない場所で彼女と距離をとった。

　彼女との仲を進展させるよりも、まず守ってやることを優先するべきだったのに。

　そうすれば、たとえ拒きよ絶ぜつされたとしてもアランは無理やりにでもエデルの手をつかんで歩いていただろう。オーナーの命令だと言って。

　勝かつ手てに傷ついて役目を放ほう棄きし、そして、自分がそうしていたことにも気がつかなかった。

　自分のことを思い切り殴なぐりつけてやりたい。

（エデルは絶対に守らなくては。いったいどの方角へ向かえばいい）

　アランは眠気をふりはらおうと、闇やみ雲くもに足を動かした。

　光でも風でもない。花に追い詰められるとは思わなかった。

　足元でびちゃびちゃと、インクが不ふ快かいな音を立てている。

　ようやくポピーの花ではない景色が見え始めた。黄こ金がね色いろの煉れん瓦がの道が延のびている。なんとかあそこまでたどり着かなくてはならない。

　唇を、血の味がするまでかみしめる。場合によっては魔術でやけどの感覚を味わった方がいいかもしれない。ジュディに差さし向けた魔術と同じものは、自分にもかけられる。

　しかし、足が使えなくなっては意味がない。

　アランはかけだした。あともう少しの距離だった。もう少しのところで──前のめりに、倒れた。

　限界だ。眠い。せめて、エデルだけでも──。

　むせ返る花の匂いに、窒ちつ息そくしそうだ。

　チチチ、と鼻先で小さな白いネズミが鳴いていた。

　ハツカネズミだ。ここへ来る前、いまいましくも邪じや魔まされた。

　意識がぷつりととぎれる前に、なつかしい声を聞いた気がした。

「……アランさん。仕方ないなあ」

　たしかに、そんなことをハツカネズミはつぶやいた。
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　すっぱいような、鼻につくような、嫌な臭においがした。

　先ほどまでポピーのいい香りに包まれていたというのに、とんだ落差である。

「んん……」

　エデルは顔をしかめた。自分がとても狭せまいところに、閉じこめられているのが分かった。

　なんとか目をこじ開けると、袋や空あき瓶びんがあちこちに見えた。瓶の蓋の周りには、小さくて黒い虫がたかっている。

「ここ……どこ……？」

　夜であった。狭い倉庫のような場所である。

　小さな窓から射さし込む月の光で、わずかに身の回りの物が見える。

　ずた袋や壊れた家具、刈かった植物の枝が密集している。

（ここ……どう見ても……ゴミ捨すて場ば……？）

　真っ白いネズミが現れて、エデルのことをちらりと見てから走り去った。

　エデルははっとした。

「アランさま！」

（そうだ。花畑で私、すごく眠くなったんだ）

　今は眠気こそないが頭に鈍い痛みがある。胃いのあたりも気持ちが悪い。

　雲が月を覆い隠し、何も見えなくなる。エデルは手であたりを探った。

「アランさま、どこですか？」

　なんとかずた袋の山から這はい出したが、空き瓶に触れてしまったらしく、けたたましい音がした。

「きゃっ……」

「エデル、動くな。月が出るまでじっとしてろ」

　アランの声だ。

　エデルはほっとして、胸を撫なで下ろした。

「ご無事でしたか」

「まぁ、気分は最悪だけどな。ここはネズミが出るし、くさくてかなわん」

「ここは狭間の世界じゃないのでしょうか」

「そうみたいだな。さっき月の明かりで確認した。俺のそばにある箱のラベルに、ノースリールホテルの名が刻きざんである。雲が晴れて視界がはっきりしたらここを出よう」

　ということは、ここはジュディの泊まっていた宿のゴミ捨て場ということなのだろう。

「あ、あのアランさま」

　エデルは気を失う前のことを思い出した。

　自分が至らないあまりに、アランのことを傷つけてしまったのだ。

「さっきは申し訳ありませんでした。私……きゃあ！」

　スカートの中で、かさかさと何かが動いている。

　たぶん……ものすごく……きっとあの虫だ。よく台所に出るあれ。

　エデルはか細い悲鳴を上げた。

「おい、どうした!?」

　アランは立ち上がろうとしたのか、何かにぶつかったような鈍い音がした。

　ずた袋をしばっていたひもが外れて、エデルに向かってゴミが落ちてくる。

「ひゃあ」

　埃ほこりを思い切り吸い込んで、エデルは咳せき込んだ。

「エデル、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　咳せきが止まらない。目につんとした痛みが走り、涙まで出てくる。

「そっちに行く。動くなよ」

　アランはエデルの咳の音を頼りに、少しずつ歩を進める。

　彼は暗がりの中で、エデルのエプロンのリボンを探り当てると、ほっとしたような息をついた。

「俺がずいぶん散らかしてしまったみたいだな。本当にすまなかった」

　彼はそう言いながら、エデルの背中をさすってくれる。

　少しずつ呼こ吸きゆうが楽になり、エデルは安心した。

（アランさま……怒らせてしまったのに、優しい）

　目の痛みが和やわらいでくる。エデルはくたっとアランに体重を預あずけた。

「さっき何か叫んでいたよな。どうした？」

「！　ここで、かさかさって音がして」

　アランは諭さとすような口調になった。

「……いいか、そのことはもう考えるな。気のせいだったと思うんだ。お前が想像したものは間違いだった。いいな」

「は、はい」

　再び月が顔を出すと、、アランは改まった。

「怪我してないか？　ポピーの花は毒だったようだ。俺が気をつけて見てやれなくて、すまなかった」

「アランさま……ごめんなさい……私がちゃんとお話しできなくて」

「いや、俺の方こそ悪かった。花畑では、怒ったりして」

「あれは私が悪いんです……私が」

「いや俺が」

「私が」

　言っているうちに、なんだかおかしくなってきて、お互たがいくすりと笑ってしまった。

　アランはエデルの髪についた塵ちりを払ってくれる。

「アランさま、私、汚きたないですよ。お召めし物が汚よごれてしまいます。生ゴミをかぶったみたいなんです」

「何を言ってるんだ、お前はきれいだ」

　アランはまじめな顔つきで言った。

「あ、アランさま」

「大人しくしてろ。まだゴミがついてる」

　アランはポケットからハンカチを取り出して、エデルの髪をていねいに拭ふいてやった。

　されるがままになっている間、エデルは胸の動どう悸きを持て余あましていた。

（きれいって言われたけど、アランさまはゴミだらけの私に気を使って言ってくれたのであって、けしてその、深い意味はないんだきっと）

　エデルはそう自分に言い聞かせ、なんとか心の安あん寧ねいを守ろうとした。

　アランは手を動かしながら、ぼそりと言った。

「なんだかむきになってきたな」

「あ、あの大丈夫です。あとでちゃんとお風ふ呂ろに入りますので……」

「だめだ。俺はお前の髪をいじるのが、結構好きみたいだ。拭ぬぐえば拭ぬぐうほどきれいになるし、この調子ならとうぶん飽あきないな」

　彼の吐と息いきがつむじに当たる。エデルは心の中で叫んだ。なんとかして動悸を抑えようとしているのにこれである。

　彼女は声を震わせて言った。

「あ、アランさま……ほほほ本当にも、もう大丈夫です……」

「すまない。髪を引ひっ張ぱりすぎたか？」

「そ、そうではなく！」

「そろそろ行こう。やはり視界がはっきりしないときに出なくて正解だった。ホテルの家具の残骸が置いてある」

　扉とびらのそばに、割れたガラスを入れた袋や砕くだかれてギザギザにとがった椅い子すの脚あしなどがぞんざいに置かれていた。たしかに手探りで動き回っていたら怪我をしていたかもしれない。

「アランさま、これ……」

　家具の残骸に埋もれるようにして、ひもできちんとしばられた紙の束たばがあった。廃はい棄き物ぶつであるにもかかわらず几き帳ちよう面めんに端をそろえて綴とじられていたので、エデルの目に留とまったのだ。

　アランは紙束の前にしゃがみ込む。

「ジュディの脚本じゃないか？」

　エデルは丹たん念ねんに文字を追って、確かく信しんする。

　間違いない。ジュディの筆ひつ跡せきだ。

　道に迷まよいやすいエデルは、ホテルの住所を書いてもらったメモを何度も見たのだ。

「……夢をあきらめきれなかったんだな。劇げき団だんを辞やめて住んでいた場所を引き払ったなら、そのときに処しよ分ぶんしているだろう」

　あのとき、ポピーの花に刻印されていたのは、ジュディの書いた脚本ではなかった。

「自分の物語を、ここに置いてきていたんですね」

　忘れようとして、でも完かん全ぜんに忘れることはできなかった。

　エデルは紙の束を、大切に胸に抱えた。

「ジュディさまが夢を見るきっかけになった『シンデレラ』の脚本はポピーの花になって、散ってしまいました」

　ここにあるジュディの夢もいずれ同じ運命をたどってしまうかもしれない。

　エデルは頭かぶりをふった。

　まだ、私にはできることがある。

「アランさま。……お話ししなくてはいけないことがあります」







　ディセント家へ向かう馬車の中で、エデルはアランと向かい合っていた。

「医者を呼んで、すぐにポピーの毒気を調べよう。お前に何かあったら大変だ。あたたかい食事を用意させるから、しばらく辛抱してくれ」

「アランさま。……私は、アランさまに親切にしていただけるような人ではないかもしれません」

　エデルは意を決して、そう言った。

　セスとのことは、勝負の決着がまだついていない。

　だが自身のことはここで伝えられるのだ。

　ぎこちない雰囲気はすぐにばれてしまう。エデルはうそが得意でない。アランがそうであるように。

（私の態度は、誠せい意いのあるものではなかった）

　自らをかえりみて、エデルは自身を叱しつ咤たした。

　セスとの勝負、傷ついたジュディ、魔術師の靴、己おのれの出生について。

　さまざまな出来事がエデルを翻ほん弄ろうし、それこそ竜巻のように彼女の心をめちゃくちゃにかき乱していた。

　不安にとらわれて、伝えるべき言葉を後回しにしてしまった。

　震える声で、なんとかしぼり出す。

「私の父親は、おそらく魔術師です」

　アランの前では、正直でいたい。エデルの尊敬する彼が、正直でまっすぐな人だから。

「カーレンさまが赤い靴を履かれたとき、黒い靄が見えました。ジュディさまのときも。私の体は、もう普通の人間のものではなくなっているようなのです」

　アランは黙って、エデルの言葉に耳をかたむけている。

「私は職人です、祖父に認められてからずっと。靴のせいで人生をめちゃくちゃにする人を見たくありません。靴は人の運命を変える、と祖父は言いました。でもそれは、幸せになる運命じゃなきゃだめです。大切な人たちが転落してゆくのは嫌です。私はそれを止めるためならなんだって利用します……この体に流れる魔術師の血も」

　彼に話しているうちに、気持ちがはっきりとしてきた。

　自分がこう生まれついたことは、仕方がない。選べない。

　けれど、魔術師の血を持つことで何かができるなら……。

　セスを止めたい。ジュディを助けたい。

　力を隠して震えているだけなら過去の自分でもできた。

　でも、今の自分は？　未来の自分なら？

　少なくとも今目の前には、アランがいてくれる。

　だが、当然障害もある。

「でも、私や私の父親のことでアランさまにご迷めい惑わくがかかるかもしれません。ディセント家の方々が、ずっとご苦労されている原因を作ったのは私の祖先ということになるんです。わ……私の中にも、他人を陥おとしいれ、魔力を手に入れたいという気持ちが生まれるのかもしれません」

　頭がくらくらする。自分がうまく事情を伝えられたかも分からない。

「顔色が悪い。ずいぶん悩んだみたいだな」

　アランは優しい口調でそう言った。

「今日は俺の屋敷で休め」

「あの……」

　アランは、自分のことをどう思ったのだろう。

　仇きゆう敵てきの血を引いていたのかと、がっかりしただろうか。

「……話は明日にしよう」

　屋敷に到着すると、彼はそう言った。

「今は俺も、お前もくたびれきっている。建設的な話はできないだろう」

「はい、アランさま……でも……まだお話があって」

「だめだ。休まなければ俺は聞かないぞ」

　エデルはエプロンのポケットをつかんで、くしゃりとさせた。

　気持ちばかりが急せいている。

　セスとのことが終わっていない。ジュディも助けていないのに。

　アランがふうと息をついた。エデルはびくりと肩を震わせる。

「お前の悪いようにはしない。心配はしないでほしい」

　そんなに怯おびえるんじゃない、とアランは馬車を降りるために手を貸してくれた。
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　アランとエデルは屋敷で一日ゆっくりと休きゆう養ようをとると、靴箱館に足を踏み入れた。

　ポピーの毒気を調べるために医者の診察を受けたが、現げん実じつ世界へ戻れば効果がなくなってしまうようで、何も異常は見つからなかった。

　それでも、エデルの頭は重たかった。

　昨日はベッドに入っても休むことはできず、ただ不安な夜を過ごした。

　アランは、エデルのことを悪いようにはしないと言った。

（でも、私は魔術師の血を引く者だ……このままでいられるはずがない）

　どんな結論になっても、セスのことやジュディのことをなんとかするまでは、彼に願って猶ゆう予よをもらうしかない。

　どうしても、ふたりのことを助けたいのだ。

　ガラスドームを、離れたくないな……。

　靴を作って送り出したお客さまに、会えなくなる。

　工こう房ぼうの仲間の手を借りながら、靴を作れなくなる。

　もう、アランさまに声をかけてもらえなくなる。

　手を引いてもらったり、仕事の成果を褒ほめられたり、逆ぎやくに叱しかられたり、かと思えば、ふと目が合うこともなくなる。

（私……アランさまのことばかり考えてる？）

　なぜだろう。どうしてこんなに苦しい気持ちになるんだろう。

　アランは、靴箱館の小部屋にエデルを案内すると、ゆっくりと扉を閉じた。

　彼女を椅子に座らせ、自らも向かいの席に腰をかける。

「エデル。俺も、お前に隠していたことがある」

　アランはおもむろにそう言った。

「俺は、お前の父親が魔術師であるということを知っていた。……前回の事件で、あらかた見当をつけていたというべきか」

「え……？」

　思ってもみないことを言われ、エデルは呆ほうけてしまった。

「知っていたうえで、お前に伝えなかった。むしろ気づかなければいいとすら思っていた。でも、お前には知る権利があった。自分の親のことだ。黙っていたおかげで、必要以上に気をもませることになってすまなかった」

「え、で、でも、それじゃあ私の力が目め覚ざめるかもしれないと知っていて、アランさまはおそばに置いてくださっていたんですか？」

「そうだ。魔術師たちからお前を守るためには、それが一番だと思った」

　力が抜けそうになった。

　アランは知っていたのだ。エデルが、彼に知られたくないと思っていたことを。

「俺は、お前のことを手放す気はない。まだまだガラスドームで育てていきたいからな。もし魔術師の血で何か困るようなことがあれば、対処法は一緒に考える。だからそばにいろ。お前が……俺を選んでくれるのなら」

「アランさまを……？」

「そうだ。お前の母と祖父はすでに他界し、天てん涯がい孤こ独どくの身だ。父親のことが気になっても仕方がないし、当たり前のことだ。俺はお前に酷こくなことを強しいている。それでも、俺のことを信じてついてきてくれるなら、俺は……お前の家族が、お前にしてやれなかったできるだけのことをしてやるつもりだ」

　エデルは戸と惑まどいながらもたずねた。

「どうしてそこまでしてくださるんですか。私、まだまだ未み熟じゆくでそこまでご支し援えんしていただくような職人ではありません。お気持ちは、とてもうれしいです……でも、どうして？」

　アランは少し言葉に詰まって、それからぶっきらぼうに言った。

「ガラスドームの職人全員が万全な状態で仕事に臨めるようにすること、これがオーナーの仕事だ。そして、俺はお前の保護者だ。お前は、つべこべ言わずに黙って俺に甘えていればいいんだ。申し訳なく思うなら、その分働けばいい」

　エデルは目をぱちくりさせて彼の言葉を聞いていた。

　どうやら、アランは自分のことを甘やかしてくれるらしい。保護者だから、無条件に。

　彼のもとを去らなくてはならないかもしれないと、エデルは思っていたというのに。

　彼の優しさに精せいいっぱい、応えなくては。

「私、しっかり働きます。お言葉はとてもうれしいです。でも私は、アランさまに頼りにしていただけるような人になりたいと思います。そのご支援に見合うような人間に」

　彼に甘えることに慣なれてしまえば、自分はとても未熟な人間になる。

　エデルは守られたり、甘やかされたりするような小さな子どもではない。ガラスドームに迎むかえ入れられ、正規職人のエプロンを与えられた大人だ。まだまだ新米ではあるが。

　大人から子どもに戻るようなことはできない──と思う。たとえそれがどんなに魅み力りよく的てきに見えても。

　けれど、彼がいつでも手を差し伸べてくれるということを忘れずにいよう。

　ガラスドームのいいところは、けして孤独ではないところなのだから。

「た、たまにはご厚こう意いに甘えてしまうこともあるかもしれないですが、甘えすぎだと思ったら、叱ってください」

「……ちゃんと具合が悪くなったり、怖こわくなったりしたら俺に言えよ。──俺も、もう少し……いや、かなり……大人になれるように、努力はする」

　アランは気まずそうにそう言ったあと、話を戻した。

「お前は魔術師の血を利用したいと言ったな」

「は、はい」

「その力でジュディを助けることができると、確かく証しようがあっての言葉か？」

「……確証はないです。けれど、やってみなくては分からないと思っています。私は靴を壊すことができるみたいですし……」

　アランが念ねんを押すようにたずねてくる。

「お前はこのまま、魔術などにかかわらずに安全なところで靴を作ることもできる。できれば俺はそうしてほしい。でも、自分の力で誰かを助けたいという気持ちは揺るがないのか？」

　エデルは融けた花と、倉庫の片かた隅すみで埃ほこりをかぶっていたジュディの脚本のことを思い浮かべた。ジュディは王都で作品を処分できずに、カンディナールまで会報誌や脚本を持ってきたのだ。

（私に会報誌を渡したとき、あの脚本を捨てたとき、ジュディさまはどんな気持ちだったんだろう）

　胸に刺しつらぬかれるような痛みが走る。

　助けたい、彼女のことを。もしも私にそんな力があるのなら。

「揺るぎません」

　アランは少し息を吐はいてから、ゆっくりと話し始めた。

「それなら、エデル。後こう悔かいだけはするな。今はお前の思うようにやってみろ」

「後悔……」

「そうだ。もちろん、俺が手助けをする。だから安心して自分を試していい。お前は今できることを、やれるだけのことをやれ。未来を勝ちとれるのは、今の自分だけだ」

　未来を勝ち取れるのは、今の自分だけ──。

　未来を作るのは、現在の私だけ。

　エデルは気を引き締めた。

「はい。精いっぱいやります」

　そのときエデルははっと気がついたのだった。

（アランさまは新米の私にすら……たとえ魔術師だと知っても、こんなによくしてくれる方だ。どうしてセスさんのことを問答無用で追い出したりすると決めてかかっていたんだろう？）

　アランとセスの付き合いは長い。ふたりで協力し、ガラスドームを引っ張ってきたのだ。

　アランにとって、エデルよりもよほどセスとの絆きずなの方が強いはずだ。

　セスはアランに真実が知られたときはガラスドームを去ると言っていたが、アランがそれを望むだろうか？

（アランさまだってセスさんが魔力に吞み込まれるのは見たくないはずだ。魔術師の靴と手を切って、ガラスドームにいてほしいって思うのでは）

「あ、アランさま、お話ししたいことが」

「アランさま。またホテル付近で竜巻が発生いたしました」

　エデルの言葉は、突とつ然ぜんやってきた使用人によってさえぎられた。

（竜巻……ジュディさまだ！）

　今こうしている間にも、ジュディは苦しんでいる。

「まずはジュディを捜さないとな」

　アランはそう言って、カンディナールの地図を取り出した。

「……アランさま、私も一緒にお捜しします！　この事件が終わったら、もうひとつ相談させてください」

　彼に話してみよう、セスのことを。

（きっとセスさんがいなくならないよう、一緒に考えてくださるはずだ）

　でも今は気持ちを切り替える。

　魔術師の靴は命に関わる。すでにジュディはかなり長い時間靴を履いている。ここで長々と話をしていては、手遅れになるかもしれない。

「ジュディさまはいったいどちらにいらっしゃるんでしょう？」

「おそらくは、一度こちらに戻ってきている」

　アランはノースリールホテル付近にひとさし指を置いた。

「あの靴は、『狭間の世界』へ飛ぶときに竜巻が起こる仕組みになっているんだ」

　ジュディはアランに取り押さえられたあのときに竜巻を起こしている。

　先ほどホテル付近で竜巻が発生したということは、ジュディは一度現実へと戻り、そして再びかかとを鳴らしたということになる。

　ジュディの足跡を追おうにも、手がかりが……。

　エデルは地図をじっと見つめて考えた。

「あの靴はジュディさまが現実から逃のがれたいと思ったときに、かかとを鳴らせば狭間の世界へ飛ぶ靴なんですよね？」

「そうだ。ただ、狭間の世界は危険な場所だ。俺たちもあやうく死ぬところだったし、あの世界の奥深くに迷い込めば視力を失うことになる」

　アランはドゥーガルド・ディセントの手記を取り出して、エデルに見せてくれた。

　たしかに、銀の靴を履いた少女が狭間の世界で『強きよう烈れつな光を浴びて』視力を失ったと書いてある。

「あの世界には花畑以外のたくさんの場所があるということなんですね」

　さらには、靴を履いた者に襲いかかる幻げん覚かく症状。

　動くカカシを見たり、ブリキ色の気味の悪い人間や人を襲わないライオンに出くわした……と銀の靴を履いた少女はうわごとのようにつぶやいていたのだという。

　視力を奪い、精神を破は壊かいする。

　銀の靴も、『魔術師の靴』の例に漏もれずにおそろしい代だい償しようを求めてくる。

「手遅れになる前に、ジュディの居場所に当たりをつけよう」

　アランの言葉にエデルはうなずいた。

（ジュディさまならどういう行動をとるだろう）

　ジュディは、とても理性的な女性だ。

　そして律りち儀ぎに約束を守る、まじめな人だ。両親との約束もそうだし、ヴァイオレットと交わした、エデルとその父親に関することはけして記き事じにしないという約束も守っている。

　何より、自分の夢をひたむきに大切にしてきた。その象しよう徴ちようである靴を履き続けていた。

　本来、取り乱したりわがままを言ったりするタイプではないのだ。

「彼女のような女性なら、おそらく別世界へ逃げていても心のどこかで現実のことを意識してしまうと思うのです」

　エデルは銀の靴の靴箱にそっと触れる。

　Ｘ９Ｃ０のナンバリングがされた靴箱は、エデルの指先に反応して薄緑のガラスをほのかに光らせた。

　それと同調したかのように、彼女の薄茶の瞳もうっすらとした緑色になる。

　アランはエデルの変化を注意深く見守った。エデルは集中していたので、そのことには気がつかない。

「ジュディさまは、私たちと狭間の世界へ行ったのちにもう一度竜巻を起こしている。現実世界のことが気になって戻ってきたけれど、靴の誘ゆう惑わくに負けてまた飛んでしまったんです」

　自分が迷惑をかけた場所へ、おずおずと戻ったのだ。そして怖くなって逃げた。だからこそ、ホテルからそう離れていない場所でもう一度竜巻が起こったのだろう。

　本当に自分勝手な人間ならば、遠くへ逃れるか、自分を保護してくれる人のもとへ向かいそうなものである。

　もちろん、ジュディの意思で場所を選んでいることが前提だ。靴の魔術が彼女をでたらめな場所へ飛ばしてしまうなら、この考えは間違っていることになる。

「今はお前の考えに賭かけよう」

　アランはそう言って、腕を組んだ。

「ホテルの被害を見に行った。そして、その被害が思ったよりも大きく、おそろしくなって狭間の世界へ逃げた。あちらで再び冷静になったジュディが現れるとしたら……」

　アランが地図に大きな丸をつけた。エデルも、彼の考えが正しいと思う。

　ある旧家の権利争いの末すえに、手入れもされずに長らく放置されている森林地帯がカンディナールの僻へき地ちにある。

「もう誰にも迷惑をかけない場所──市街地でもなく、住宅地でもない。カンディナールにかぎるとしたら、深い森の中へと向かう可能性が高いです」

　ジュディはカンディナールから離れることはしないだろう。知らないふりをして荒野に帰るのも、開き直って劇団へ戻るのも、どちらも彼女らしくない。

　自分がしでかしたことの顚てん末まつを見届けるまでは絶対にここを離れない。気が気でなくて、どちらへも進めないはずだ。

　どうか、この場所で合っていますように。

　エデルは地図を見下ろした。




　ジュディを止めて、『緑の魔女』を殺さなくては。
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「面白い記き事じを書いているんですって？」

　彼女に声をかけられたのは、雨の降ふりしきる夜だった。

　雨あま脚あしは強くなる一方で、ジュディは劇げき団だんの裏うら口ぐちで立ち往おう生じようしていた。

　夢を見つけたときに記念に作った靴くつは、すっかりぼろぼろになっていた。

　このまま進めば靴に水が入り込んできてとても不ふ快かいな思いをするだろう。

　けれど今日は舞ぶ台たいの打ち上げがある。王都で流行はやりのレストランを借りきった大々的なものだ。

　打ち上げの様子をレポートするのも、会かい報ほう誌しを書くジュディの大切な仕事だ。雨がやむまで、劇場のどこかで時間をつぶすわけにはいかない。

　こんなにみっともない靴で、レストランになんて行くのは気が進まないけれど。

　ジュディが空と靴を交こう互ごに見ていたときに、ふっとブラックカラントの香水の匂においがしたのであった。

「てっきり、あなたのことを付つき人びとか何かだと思っていたのよ。違ちがったのね」

　ヴァイオレット・ファーだった。

　ジュディは気まずそうに、靴に視し線せんを落とした。

　彼女がジュディのことをそう思ったのも、無む理りからぬことだった。

　ヴァイオレットは自身のことを必ひつ要よう以上に語るのを避さけていた。

　でも、それでは会報誌を楽しみにしている人へ何も提てい供きようできない。

　ジュディはヴァイオレット本人から直接話を聞くのではなく、とりまきに交じってヴァイオレットに近づき、彼女が誰だれかと交かわす会話を拾っていたのである。

「私、あなたのことを全然知らなかったみたい。会報誌も読んでなかったしね。今日ようやく私の記事で賑わっていることを知って、あなたのことを突つき止めたのよ」

　ヴァイオレットとは逆ぎやくに、ジュディは彼女のことをよく知っていた。むしろ、知りすぎていた。四六時中彼女にくっついては、彼女のことをメモに書きつけていたのだから。

　この世界に入った理由。舞台に上がる前に何をするか。衣い装しようの気に入っているところ、逆に気に入らないところ。美び容ようのために気をつけていること。休みの日にすること。好んでいる音楽。昔からの趣しゆ味み。愛用の香水。今、愛している人。

　生きていくために、夢を叶かなえるために、知る必要があった。

　時折、はえのごとくヴァイオレットにたかり、食い物にするようなことをしている自分に問いかけたくなる。

　こんな風になるために、わざわざ荒こう野やを飛び出したのかと。

　ヴァイオレットはたばこをくわえた。意い外がいだった。彼女はとてものどを大切にしているはずだった。

「雨の日ほど吸すいたくなるのよ。しっけてるっていうのに」

　困こまったように言う彼女に、ジュディはマッチを擦すってやった。

　ジュディもたまにたばこをたしなんだ。でも、やりきれない日だけだ。団長に脚きやく本ほんを渡して、迷めい惑わくそうな顔をされたときだけ。

「お願いがあるのよ」

　ヴァイオレットは口からたばこを離はなして言った。

「どうしても記事にしてもらいたくないことがあるの。あなた、うちの会報誌のほかに別べつ名めい義ぎで私のゴシップを書いているんですってね」

「……申もうし訳わけありません」

「いいのよ。これからはおおいに利り用ようさせてもらうわ。私もこれから歳としを重ねるし、今まで通りにこの劇団でふんぞり返っていられるか分からないものね。でも、話題をふりまくのにゴシップは持ってこいよ」

　自分のことはせいぜい面白おかしく書き立ててほしい。

　女じよ優ゆうの命は短いから、どんな形でもチケットを売るために手しゆ段だんは選ばない。

　ヴァイオレットはそう言うと、けだるそうに髪かみをかき上げた。

「私には娘むすめがいるの」

　知っていた。幼いエデルにはジュディも何度か会ったことがある。

　不ふ思し議ぎな灰桃色ローズミストの髪をした、優やさしそうな顔の子どもは、ヴァイオレットとまるで似ていなかった。

「あの子のこと、それからあの子の父親に関することだけは、世せ間けんから隠かくしてちょうだい」

　やっぱり、とジュディは思った。

　正直、あの子のことを記事にすればこれまでにない注目を集めるだろうと分かってはいたが、できなかった。

　団長から何度かせっつかれていたが、応おうじていない。

　ヴァイオレットが妊にん娠しんしたときは、せっかく売れてきたのにタイミングが悪いとさんざんなじったあげく、エデルが彼女に似ていなかったことに対しても不ふ満まんを漏もらしていた。

　これではとても使えないと言って。

　ゴシップに利用価か値ちがあるとわかったとたん、子どものことを公表しようとする姿し勢せいに腹が立ったのだ。

　どうしても、捨すててはいけないモラルというものは存そん在ざいすると思う。

「エデルのことも、エデルの父親のことも書きません。団長に強きよう要ようされても応じません。お約やく束そくします」

「あの子を守らなくてはいけない。今は信用できる人に預あずけているの。そこにいた方がずっと安全なのよ」

「守る、というのは」

　ジュディは言葉を切った。

「ゴシップからですか？　それとも父親から？」

「両方よ、ジュディ。彼はすてきな人だったけれど、父親としてはふさわしくなかった。事情があるの、とても根深いものよ」

　ジュディは劇団に入りたての頃、エデルの父親を見たことがある。

　舞台に立つヴァイオレットを食い入るように見つめ、そして幕まくが閉じたあとは彼女と腕うでを組んで夜の街に消えていった。

　エデルを見たとき、ずいぶんあの男に似ている娘だと思ったものだ。彼がほんの一いつ瞬しゆん見せた油ゆ断だんならない瞳ひとみだけは、似ていなかったが。

　ヴァイオレットは当時たしかに恋をしていたのだろう。

　彼女は本気だった。だからこそエデルを産んだ。

　そして今は恋をする女ではなく、ひとりの母親として、子を守るために最も有ゆう効こうな手段を使おうとしているのだ。

「つまりはこういうことですね。新しい恋人を次々と作り話題を集めれば、彼にたどり着こうとする者はいなくなると。そうして藪やぶの中に彼を隠してしまうことができる」

　ヴァイオレットはほほえんだ。

「あなたのことは信用できそう。私は幸運だわ」

　彼女はふと、ジュディの足元に目を留とめた。

　恥はずかしさのあまり、体が熱くなる。

　ヴァイオレットの履はいている宝石や真しん珠じゆで飾かざられたパンプスに比くらべれば、ジュディのサドルシューズは武ぶ骨こつでぼろぼろの靴だった。

「覚かく悟ごを持って靴を作ったのね」

「なぜ、そう思われるのですか」

「私もそうだからよ。『靴は人の運命を変える』から」

　さすがは劇団の王おう妃ひシンデレラである。

　舞台の幕が上がるたびに、彼女は運命を変えていった。

　ジュディは己おのれの靴を見つめた。

「仕事をするときはこの靴を履くと決めているのです。今日のパーティには不ふ向むきですけれど。私は裏うら方かただし、どうってことありません」

　ヴァイオレットは胸むな元もとに着けていたブローチを外すと、ジュディの襟えりにあてがった。

「似合うわ、ジュディ。足元を見られたくないのなら顔の周まわりを華はなやかにしなさいな」

　ヴァイオレットのイメージカラー、紫色の宝ほう飾しよく品ひん。

　すみれの花を模もしたゴールドの台に、花びらの部分には大おお粒つぶのアメジスト。中央には丸いパールが飾られている。

　とてつもなく高価な品である。ジュディの給きゆう与よではどうあっても手が届かない。

「あげるわ」

「いただけません！　こんなに高価なもの」

「どうしてもその靴を履きたいんでしょう。でも靴だって、みじめだと思われながら履くのはかわいそうよ。あなたの覚悟のあかしなのだから堂々と履いてほしいでしょう。その靴と付き合っていくのなら、いい相あい棒ぼうが必要だわ。たとえば、このブローチみたいなね」

「お返しが何もできません」

　ジュディは泣きそうになった。

「ジュディ。私はこの劇団の行ゆく末すえを案あんじているの。若い子たちは骨がないし、昔のヒット作を繰り返し上演してる。あなたは脚本を書くためにここに来たと聞いたわ。有望な才能を支し援えんするのも、女王のつとめよ。お返しはあなたが夢を見続けることで十分」

　ヴァイオレットはピンを外し、ジュディの胸元にブローチを飾った。

「きれいよジュディ。それでも、こんなものでごまかさないで、靴を作るのが一番だけれど──あなたが夢を叶かなえたら、さらに大きな夢を見るために靴を作ればいいわ」

　来るのだろうか、そんな日が。

　そっとアメジストの花びらに触ふれてみる。

　重たく、きらびやかなそのブローチは、ジュディにとってまぎれもない勲くん章しようとなった。




　目を覚さますと、ジュディは暗い森の中にいた。

　なつかしい夢を見ていた。じっとりと汗あせをかいており、体はきしんでいる。

　気持ちをふるい立たせて、ジュディは立ち上がった。

　昼間、ホテルの様子を窺うかがってからジュディは逃げるようにしてこの森を目指した。

　ここなら誰にも迷惑はかからない。

　もう一度あの世界へ行ったとしても、誰かを竜たつ巻まきに巻まき込んで怪け我がさせることもない。

「ジュディ・リース」

　ジュディははじかれたように顔を上げた。

　まるで彼女がここへ来るのを知っていたかのように、長身の男が現れた。

　ホテルに現れた美しい顔の男だ。劇団にいたので一般的に「いい男」だといわれる部類の人間は見み慣なれていたが、彼らと比べても、青年はひけをとらなかった。

　しかし、ジュディのよく知る美しさではなかった。彼には役者が持ち合わせていない、生まれながらにしての品ひんがある。

　彼はたしかディセント伯はく爵しやく家けの者だと名乗った。

「もう十分だろう。あなたを保ほ護ごしたい、靴を渡してくれ」

「……無理です」

　靴を渡せば、二度と逃げられなくなる。

　消えてしまいたいと思った。現げん実じつからすっかり消えてしまえるこの靴は、ジュディを楽にしてくれた。

「ご迷惑をおかけしました。二度と、こちらへは戻りません。竜巻に巻き込まれるかもしれない、離はなれてください」

　あの男は不思議な力を使う。

　その前にかかとを鳴ならしてしまうのがいい。

　けれど、ここにいれば男を巻き込んでしまう。

　ジュディはきびすを返して走りだした。男は追ってくる。足ではかなうはずもない。

　それでも構かまわずにかけた。木々が自分を隠してくれるのが幸いだ。ジグザグに進み、大きな枝を踏ふんだところで、目の前に少女が現れた。

「エデル……」

「ジュディさま、一いつ緒しよに帰りましょう。今ならまだ間に合います」

　背後から足音が迫せまっている。ジュディは一瞬のうちに、覚悟を決めた。

　エデルの手を引き、ぎゅっと抱きしめると、かかとを三回鳴らしたのだ。

　木々が葉を揺ゆらしわめき立てる。風が、嵐あらしの到とう来らいを告つげる。

「ジュディさま」

　あせった様子でエデルがジュディの名を呼んだ。

「巻き込んでごめんなさい。あちらの世界で、あなたに銀の靴を渡すわ。あなたはこれで現実に帰りなさい」

　ふっと体が軽くなると同時に、ジュディの周りにすさまじい風が湧わき起こった。

「アランさま！」

　腕の中で、エデルが叫さけんだ。

　──なんて無む茶ちやをするの、あの男。

　見れば、紫色の魔術をまとって、竜巻の中を迷まよわず進んでくる。

「来ないで、帰りなさい！」

　ジュディの声は、風にかき消された。





[image: ]






　エデルはまばたきをした。

　足元には黄こ金がね色いろの煉れん瓦がが敷しき詰つめられた道が広がっている。

　狭はざ間まの世界へとやってきたのである。

　自分をきつく抱きしめている腕は、こわばって震ふるえていた。

「ジュディさま」

　名前を呼ぶと、彼女は力をなくしたようにへたり込んだ。

「なんて人なの」

　ジュディがそう言ったのは、エデルにではなかった。

　紫色の、魔術で作った鎖くさりがはじける。アランは己に防ぼう護ごの魔術を施ほどこして、自ら竜巻に飛び込んだのだ。

　それでも、まるきり無ぶ事じだったわけではない。服はところどころ破やぶけ、体中傷きずだらけだった。

「あのまま行けば戻ってこないつもりだったろう」

　アランはそう言って、肩かたで息をした。

　頰ほほを切ったのか、つうと血が垂たれ、彼のあごへと伝っていった。

　靴を手に入れるためなら手段を選ばないハンター。

　アランの呼び名はその通りだとエデルはあらためて実感していた。

　あたりを見回すと、道の向こうに真っ白でかわいらしいミニチュアサイズの町があった。白しろ塗ぬりの壁かべに囲われて、立派な宮きゆう殿でんが建たっている。エデルは小人でも出てくるのかとじっとその町を見つめたが、何も出てこなかった。

　どうやら、飛ばされるたびに狭間の世界は違う様子を見せてくれるらしい。

　ジュディは黙だまって立ち上がると、煉瓦の道をたどって歩きだした。エデルとアランは、あわてて彼女のあとを追いかける。

「どこへ行くつもりなんですか」

「放っておいて。しばらくしたら靴を返すから。それまではこの靴が必要なの」

「しばらくって、この世界で何かやることがあるんですか？」

「エメラルドの都みやこへ行きたいのよ。この靴は通行証になるんですって。そこへ行けば、この世界の人間が私を歓迎してくれるらしいの。不思議な小人からそう聞いたのよ」

　エデルはわけが分からなかった。それでもジュディは真しん剣けんに、エデルに事情を説せつ明めいしようとしていた。

　エデルたちが以前狭間の世界へやってきたとき、ジュディの姿すがたはなかった。もしかしたら、彼女はエデルの知らぬ間にこの世界と深く関わっていたのかもしれない。

　しかし、この世界の奥おくまで足を踏み入れた少女は……。

　手記の通りならば、最悪の結末が待っている。

「ほら、あそこよ」

　たしかに、ジュディが指し示す方角に緑色の光がちらついて見える。

　アランの顔が険けわしくなる。

　きっと、あれが例の代だい償しようの光。

（あの光を受けて目をつぶされた子が過か去こにいるんだ）

　エデルはジュディの手をつかんだ。

「ジュディさま、あそこへ行ってはだめです」

「エデル、放して。あの都は私を受け入れてくれる」

「……やめておけ」

　アランが低い声で言った。

「あの場所へ行けば視力を失うしなうことになる」

　ジュディの顔色が変わる。

「なんですって？」

「その都へ過去に行った少女の記き録ろくがある。あまりのまぶしさに目をつぶし、二度と回復することはなかった」

　ジュディは押おし黙った。

　視力を失っては芝しば居いを見ることもできず、そしてもちろん脚本を書くのも難むずかしくなる。まるきりできないことはないけれど、以前のようにはいかないだろう。

「──だからなんだっていうの？」

「ジュディさま」

「私は夢を失った。人生の希き望ぼうを失ったの。私の目は芝居を見るために、脚本を書くためにあった」

　アランは腕を組んで、ジュディの話の続きを待っている。

「いっそのこと、潔いわ。もうこれで心残りも完かん全ぜんに断たち切きることができるんだもの」

　すべてを忘れ、暗くら闇やみの世界で生きる。

　投げやりになった彼女はそれでも構わないと言っているのだ。

「人生に希望がないなら、光の射ささない世界で生きるのがお似合いよ」

　銀の靴から今までにないくらいの大量の靄もやがあふれだした。

　エデルは彼女の足元を見つめた。

「あなたが彼女にそう言わせているの？」

　靄はジュディの全身を包み込み、生き物のようにうごめいている。

　銀の靴が猛もう威いをふるい始めたのだ。

「エデル。俺おれが抑おさえた方がいいか？」

　アランはジュディの変へん化かを感じとったらしい。小声で耳打ちした。

「……ジュディさまは、とても芯しんが強い方です。私がまず説せつ得とくします」

「あぶなくなったら俺が出る」

　アランはそう言うと、エデルにこの場を任まかせてくれた。

（大だい丈じよう夫ぶ、アランさまがいてくれる。助けてくれる。ひとりじゃないんだ）

　エデルは少し悩なやんだが、まずはジュディ自身の可能性を信じることにした。

　エプロンのポケットから折りたたんだ紙を取り出す。

「ジュディさま、申し訳ありません。ゴミ捨て場から拝はい借しやくしてきてしまいました」

　エデルはジュディの脚本を持ち帰り、一番書き込みの多かった一枚をポケットに入れてきたのだ。

「それ……」

「私は脚本のことは分かりません。お芝居のことも、詳くわしくないんです。でも……ジュディさまがとても一いつ生しよう懸けん命めいだったということは、これを見れば分かります」

　脚本の束たばはエデルがやっと抱えきれるくらいの厚さであった。もしかしたら、あれはほんの一部かもしれない。

「……お母さんは、ジュディさまのお芝居に出たいって思っていたんじゃないでしょうか」

「え？」

「会報誌も読みました。私はジュディさまのおかげで、お母さんと会えなかったときを、埋うめることができました。とても詳しく、そして思いやりのある言葉で書いてあったから……だから、お母さんもジュディさまにゴシップを書いてもいい、って言ったんじゃないでしょうか」

　ジュディの靄が少しずつ、薄うすくなってゆく。

　ヴァイオレット・ファーを失ったこと。そして夢をなくしかけていること。

　ジュディはカンディナールにやってきたばかりのエデルに似ていた。

　私たちは同じことに傷ついたけれども、そのことを乗り越こえていかなくてはならない。

　前へ進まなくてはならない。たとえどんなに後ろ髪を引かれても。

　それが生きている者の、唯ゆい一いつできることだから。

「……あの場所へ行けば、もう脚本のことは完全にあきらめることになります」

　エデルは探さぐるように言った。

「それでもジュディさまは進みますか？　母の──ヴァイオレットのことも、『シンデレラ』のことも、それを越えるために書き続けたジュディさまの作品のことも、すべて忘れることができますか？」

　ジュディの胸元で、すみれ色のブローチが光っている。

「忘れる……」

「そうです。このまま進めば、夢を叶えるためのさまざまな手段を奪われる、ということです。でも、ジュディさまの望のぞみは叶うでしょう。夢を捨てることが本当の望みならば」

　ジュディはしばらく、ぼうぜんとエメラルドの都を見つめていた。

　すぐそばに彼女を現実から解放してくれる場所がある。

　進むか、退しりぞくか。ジュディ自身が決めるのだ。

「エデル、本当にヴァイオレットは私が夢を叶えることを望んでいたかしら？」

「そう思います、心から」

　ジュディはエデルの手の中にある、一枚の紙に触れた。

　何度も書き直した跡あとがある、少し皺しわの寄よった部分をじっと見つめる。

　しゃがれた声で彼女は言った。

「──無理よ」

　静しずかに涙なみだをこぼしながら、ジュディは己の作品を見つめている。

　涙がひとつぶ、銀の靴に落ちる。

　滴しずくを中心に靄がはじけ飛び、みるみる薄うすくなってゆく。
















「目が見えなくなるなんて、そんなの無理。死んだ方がましよ」

「ジュディさま……」

「書くことがすべてだったの。夢のためならモラルだって売った。人生を懸かけてきたのよ」

　尊そん敬けいする女優のゴシップを書いてまで、ジュディはしがみつこうとしていたのだ。

　アランは一歩、ジュディに近づいた。

「それがあなたの正直な気持ちだ、ジュディ・リース。夢をあきらめきれないなら、それでいい。その気持ちを受け入れろ」

「両親の夢はどうなるの」

「あなたの両親は、少なくとも娘を永えい遠えんに失うことなど望んでいないはずだ」

　エデルはジュディの手をとった。

「ジュディさまはご両親との約束に応えようとしました。でも……責せき任にんをとることと、自分自身をねじ伏せることは違うと思います」

　責任について、エデルに明確なことが分かっているわけではない。

　エデルも試し作さく靴ぐつを作ることになったときに教わったばかりだ。

　ジジは十年後、二十年後──未来の自分のことを考えて仕事をしていた。

　エデルは遠い未来のことなどわからない。情なさけないことに想そう像ぞうもできないし、ましてや不ふ明めい瞭りような未来に責任など持てない。

　でも、これだけはわかる。

　今の自分が納なつ得とくしていなければ未来の自分もきっと後こう悔かいする。

　未来の自分を作るのは、今の自分だけ。

　エデルはアランに教わったことを心の中で繰り返してみる。

「ジュディさまはご両親との約束を優ゆう先せんさせることで、ご自身の夢を置いてきてしまいました。それは、ジュディさまの夢に対して誠せい意いのある行動では……ないと、思うのです」

　ジュディの夢はけしてないがしろにしていいものじゃない。

　彼女の成功を楽しみにしていた人がいたのだ。ヴァイオレットや、そしておそらく──ジュディを王都へ送り出してくれた彼女の両親も、きっと。

「誠意……私の夢に対して？」

「さっき、ジュディさまは人生を懸けたとおっしゃっていました。すべての力でぶつかったんです。だから、こんなところに身を置くべきではありません。夢とちゃんと向き合って、考えるべきです。私はそれが責任をとる……ということではないかと、思います」

　別世界に逃げるのは簡かん単たんだ。

　でもそれは責任をとることとは違う。夢をあきらめることはできても、責任はとれない。約束を守ることも、けじめをつけることもできない。

　ジュディは本来、すべてを投げ出せるような人ではない。

　エデルはそう確かく信しんしているのだ。

「──あなたのお母さんは、とてもすばらしかったわ」

　ジュディはすみれの花のブローチに、大切そうに触れた。

「特別な星だった。ヴァイオレットから私はこの夢をもらったの。大切なものをいただいたのに、それを捨てようとしていた」

　ひとつの舞台が、人生を変えた。

　ジュディは思い出していた。女王が自分にくれた、大きな宝物のことを。

　ヴァイオレットは亡なくなった。けれど彼女が与えてくれたものは、ジュディの中に残っている。

　ジュディはまぶしそうに緑色の光をながめた。

　目を閉じて、深く息を吸うと、ぎゅっとブローチを握にぎりしめる。

「現実世界へ戻るわ。ご迷惑をおかけしました」

　アランはほっと息をついた。

「靴は脱ぬげるか？」

「ええ」

　次第に靄がジュディの足首にまとわりついた。おそらく彼女が靴を脱ごうとしているのを察さつ知ちしたのだろう。

「ジュディさま、お手伝いします」

　エデルはしゃがんで銀の靴に触れた。

（たしか……前は、私の血で靴を壊こわせた……）

　赤い靴を壊したとき、エデルは自身の血けつ液えきがついたガラスの破は片へんを使った。

　しかし、あのときは手のひらに傷を作ってしまい、職人ならば手を大切にしろとアランに何度も怒おこられたのだ。

「アランさま、何か先のとがったものをお持ちでないですか？」

　アランはエデルのしたいことを察さつしたようだ。タイピンを外して彼女に手渡した。

　ぷつりと指先に針はりを刺さすと、滲にじんだ血がまあるく盛り上がる。

　これならば、出血も最小限で済む。

「銀の靴。あなたはジュディさまにふさわしくない。彼女から離れて」

　エデルの瞳に、銀の靴が放つエメラルドグリーンの輝かがやきがうつしとられた。

　同時にエデルの表情が変化する。

　決意と誇ほこりの色に染まった瞳、命を賭として戦う戦士のような顔つき、相対する者をすくませるような激しく、にもかかわらず静かな威い圧あつ感かん。

（銀の靴。私の力であなたをふさわしい姿に戻す）

　エデルの指先から血が滴り落ちると、銀の靴が輝きだした。

　ジュディの顔が苦痛にゆがみ、足をばたつかせる。アランはドゥーガルドの魔法陣を使って、ジュディが己を傷つけないように押さえ込んだ。

「耐たえてくれ。現実世界へ帰るために」

「……！」

　エデルはジュディの手を握った。

　やがて、靴から靄が完全に消えうせる。かろうじてジュディのつま先に引っかかっていた銀の靴が、ころん、とついに脱げ落ちた。

　肩で息をするジュディに、アランは言った。

「立派だった、ジュディ・リース。靴の抵抗に耐えきった」

　ジュディの足に傷は見られない。どうにか無事に乗りきれたようだ。

「これで魔術が解とけるはずだ。現実世界に戻ったときにはぐれたら困る。みなで固まった場所にいよう」

　エデルははっとした。緑の魔女が結けつ局きよくなんだったのか、まだ分かっていない。

「アランさま、待ってください。私、この世界で探したいものが」

　ふと銀の靴を見やると、何か不思議なものが現れる。

（中底が、緑色に光ってる……？）

　うっすらと現れた中底の刻こく印いん。エデルはそっと靴に触れてみる。

　とたんにとんがり帽ぼう子しの絵が浮うかび上がった。

（えっ……！）

「エデル、どうした。靴は封ふう印いんするからこちらへよこせ」

「ちょ、ちょっと待ってください」

　エデルは靴を裏うら返がえしてみた。

　合あい番ばん──靴を作った職人のサインを刻印する場所に、光輝く緑色の文字が現れる。

『魔女、ここに眠る』と。

　緑の魔女を殺せ。セスの課か題だいがすぐに頭をよぎった。

　エデルはもう一度自分の指を傷つけ、とんがり帽子に血液をなすりつけた。体重をかけて押すと、靴がみるみるひしゃげてゆく。

　空が光った。

　アランが何かを叫んでいる。ジュディが驚おどろき、こちらを見ている。

　そしてふたりの姿は一瞬にしてかき消えた。
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　ハツカネズミがちょろちょろと、エデルの周りをかぎ回っている。

　エデルはしばらくぼうぜんとしていた。なぜ、ふたりが消えてしまったのか分からなかった。

　少しして、エデルは自分が銀の靴を持っていることと、先ほどと変わらず黄金色の煉瓦の道に座り込んでいること、そしてハツカネズミの存在に気がついた。

「セスさん」

　ハツカネズミはぴくりと動きを止めた。

「そのお姿じゃ、お話しづらいです」

　もくもくと煙がたちのぼり、ひとりの青年が姿を現す。

　淡あわい金きん髪ぱつに、生おい茂しげる葉を思わせる緑色の瞳をした、優しげな顔の男だ。

「よく僕ぼくだって分かったね」

　エデルも確かく証しようはなかった。ただ、真っ白なあのネズミを普通の生き物ではないと思ったのだ。それに、合番に血をなすりつけたあとに、ネズミは姿を現した。

「なんとなく……。私、緑の魔女を殺せたんでしょうか？」

「そうだね。君って本当に特とく殊しゆだなぁ！　普通はこれ、壊すものじゃないんだよ」

　セスは傷がついていない方の靴をエデルから取り上げると、裏返してべろりとなめた。

「!?」

「あ、汚きたないって思ったでしょう。いいんだ、年上の女性が履いたやつだし」

　セスの舌したに、緑色の輝きが移る。

「こうして魔術師は魔力を食べて自分の力にするんだ。エデルはおなかが減へってないの？」

「減ってますけど……普通に、ごはんが食べたいです」

　エデルはきゅうと鳴るおなかを押さえて、そう言った。

「やっぱりもともと持っている魔力が大きいんだなぁ。ちまちま補ほ給きゆうしなくても渇かわかないんだから」

　魔力を集めるのは、もはや本ほん能のう。以前セスはそう言っていた。

　しかしエデルは魔力に飢えたことはない。

「君を試ためしたんだよ、エデル。君が僕以上に力を持っていることは分かっていた。そんな君が本能に従したがうかどうかを見み極きわめたかったんだ。ところが、その本能自体持ち合わせてないかもしれないときている」

「セスさん……」

「もしかしたら本能というのは刷すり込こみで、本当は存在しないのかもしれない。魔術師の共きよう同どう体たいの中で育つと、どうしても魔力がなくては生きていけないと思うようになるからね。神がいない世界で生きていけない、お金が満足にないと生きていけない、恋をしていないと生きていけないという人間がたくさんいるように、僕らもそうなのかもしれない」

「もし、私が魔力を食べていたら、セスさんはどうしましたか？」

「そうだね。どのみち君が僕の教えなしに生きていくのは無理だと判はん断だんして、一緒に里へ行ったかもね」

　慎しん重ちような口ぶりでエデルは話し始める。

「セスさん。私を試したのは私を助けるためですか？　私が魔力の誘ゆう惑わくに負けなければ、アランさまのそばにいても問題ないと、胸むねを張はって言える。でもそうでなければ、私を里へ連れ帰り魔術師の生き方を教える。どちらに転ころんでも私がこれからも生きていけるよう、考えてくれたのではありませんか？」

「君は僕を買いかぶりすぎだよ、エデル。僕は快かい楽らくに忠ちゆう実じつで身み勝がつ手てな男なんだ、本当はね。それはよく分かっているはずだよ。カーレンさまのことがある」

　セスはほほえんだ。

「でも、君のことを気に入っていたのは本当だ。魔術師としてでなく、職人としてね。頼たのもしい下が入ってくることは、本当に喜よろこばしいことだ。君の技術はあと十年磨みがけば、誰にも負けないものになる」

「……約束を、守ってください、セスさん。魔術師の共同体を離れ、職人として生きると。十年後の私に期き待たいしてくださるなら、その姿を見届けてください」

「──さよならを言わなくちゃいけない」

　エデルは頭かぶりをふった。

「嫌いやです」

「僕は弱い人間なんだ、エデル。魔術師の靴が好きで、手て癖くせが悪い。ガラスドームを離れなくちゃいけない」

「約束が違います。私が勝負に勝ったら、なんでも私の言うことを聞くってセスさんは言いました。ガラスドームにいてください、責任をとってください！」

　息が苦しい。大声でわめき散ちらして、迫って、普段のエデルなら考えられないことだ。

「アランさまに一緒に相談しに行きませんか？　きっとセスさんのことを考えてくださいます。アランさまはいつだって、私たちのことを一番に考えてくださっています」

　セスは静かに言った。

「今まで、僕は満足してきた。魔術師の靴を使って、さまざまな女の子の生命力を吸い上げてきた。女の子が恋をする気持ちも、大人おとなの女性が絶ぜつ望ぼうする気持ちも、どれも僕を満たしてくれた。ときには僕に好こう意いを寄せてくれる女性を利用したりもしたよ。魔術師の靴を履いた女性は、とても美しいんだ」

　エデルは深しん刻こくな顔つきになった。

「全部本能のため、そして快楽のためだった。エデル、君が現れるまでは」

「私が……？」

「僕たちの常識から外れたところで生きる君が、僕に選せん択たく肢しを突つきつけたんだ。快楽がなければ生きられない、そんな僕に問いかけた。『一緒に、職人として生きませんか』と」

　魔術師の血を引いていても、エデルはごく普通の人間として生きている。

　力を失うことを恐れていない。魔術師の靴に傾けい倒とうすることもない。

　セスは彼女に注目した。そんな生き方ができる同どう胞ほうが、存在していることに。

　最初、セスは長い時間をかけてエデルの成長を見守るつもりでいた。

　靴職人として、魔術師として、彼女がどんな大人になるのか。

「ガラスドームにいるときは君の上司として、そして魔術師の靴と君が関わっているときにはネズミに姿を変えて君のそばにいた。──そして僕は気がついた。君がいい靴を作れば心から喜び、君が魔術師の靴と対たい峙じすればいつ助けるべきか悩んでいる自分に。それこそ、君がガラスドームで困っているときに、声をかけようかと思っているときみたいに」

「セスさん」

「今まで僕は、くっきり自分を区く別べつできていたんだ。女の子に魔術師の靴を渡すときなんて、その子のことを考えてもいなかった。ただおいしい魔力がとれればいい、きれいな靴が見られればいいと思っていた。反はん面めん、君たちと働はたらいているときはいい店長に『見える』ように努ど力りよくしていた。本来の己は常にこの血に忠実だと思っていたし、事実そうだった。なのに」

　セスは言葉を切った。

「今回はどちらも『職人の僕』だった。ただの人間というものはこんなにもあいまいなものなのかい？　それとも、魔術師がそうなのかな？　どっちなんだか教えてくれよ」

　彼の声がかすれて、消える。

　セスは苦しんでいた。

　エデルは彼の目をじっと見つめ続ける。

　残ざん酷こくな魔術師も、優しい靴職人も、あいまいな自分に揺れているのもすべて同じセスだ。

「……僕は、思ったんだよ。君のことを心配している僕のことも、嫌きらいじゃない。ずっといい人間を演えんじていたつもりが、いつの間にかそちらに引きずられていたんだと」

「セスさんはいい人間を演じてなんかいません」

　エデルはきっぱりと言った。

「最初から、いい人間だったんです」

　そうでなくては、エデルは今ここにいない。

　家族をなくし希望を失っていた自分が新しい目もく標ひようを見つけられたのも、セスの手助けがあってこそだった。

　狭間の世界へ飛んで、花の毒どくにやられたエデルとアランを助けてくれたのもきっと彼だ。

「君に勝負を吹っかけたのは、君の資質を見定める以外に、自分がどういった行動をとるのか確かめたかったのもあったんだ。君たちが窮きゆう地ちに陥おちいったとき、見殺しにできるかどうかを。できなかったけどね」

　セスは力なく笑った。

「君の言う通りだよ、責任はとる。アランさんの性格も分かっている。だからこそ、ガラスドームを離れるんだ」

「……どういうことですか？」

「魔術師の共同体を足抜けする。僕はただの人間として生きる。そのためには一度、故こ郷きようへ帰らなくちゃいけない。魔術師として生きていた記憶や知ち識しきを封ふうじ、すべて忘れ去らなくては。それが掟おきてなんだ。アランさんがいくら僕のことを考えてくれても、こればかりはどうしようもならない」

「掟……」

「こうして君と話したことも忘れてしまうということだよ、エデル。正直なところ、魔術に関する記憶だけきれいに消すっていうのは難しいんだ。ガラスドームやアランさん、エデルのことも忘れてしまうかもしれない」

　そんな、とエデルは声を漏らした。

　自分の要よう求きゆうしたことがここまでセスに負ふ担たんをかけるとは思ってもみなかったのだ。

「魔術師の靴は、祖そ先せんがいつか頂ちよう点てんに返り咲くために用意した道具だ。でも、僕はもともと、そんなことに興味は持っていなかった。役立てるつもりのない本能は、いっそのこと捨ててしまった方がいいだろう」

「セスさん、でも、セスさんは言ってました。自分のルーツが分からないのは不安だって。今、セスさんはその不安を自ら生み出そうとしています」

　記憶の一部が抜け落ちて、彼は不安定な状態になる。

　これからの人生、失った記憶がもとで彼は思い悩むことになるだろう。

「エデル。僕に魔術師をやめさせるということは、僕の過去を否定するということだ。僕がどんな状況に置かれることになっても、それをさせようとしたからには僕を迷わせるようなことを言ってはいけないよ。自分の言葉に、覚悟に、責任を持たないといい職人にはなれない──僕がエデルのことをおぼえている間に、そう助言しておこう」

　自分の発言、行動、ひとつひとつが相手に及およぼす影えい響きようを考えること。

　セスはそう言うと、エデルの肩を抱いた。

「セスさん」

「思い出が多い方が、君のことをおぼえていられると思うから。ごめんね、エデル」

　エデルは深く息を吸った。

　セスはこれで、まっとうな職人になる。魔術師として暗あん躍やくすることもなくなる。

　自分のしたことが間ま違ちがいだとは思えない。やっぱり今でも。

「セスさんのこと、私はずっとおぼえています。ガラスドームのみなさんもです。だから、また一緒に働けます」

　彼が忘れてしまったなら、私たちが迎むかえに行けばいい。

　道の向こうから迎えを待て──。

　これはガラスドームに来て、彼から教えてもらったことなのだから。
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　暗く、深い森の中でエデルは目を覚ました。

　セスの姿はなかった。けれど、彼がここへ自分を帰してくれたのだと分かった。エデルは銀の靴を胸に抱え、もちろんかかとも鳴らしていないのだから。

　動くべきか、じっとしているべきか悩んでいると、遠くの方で明かりが揺れているのが見えた。

　突き動かされるように声を上げる。

「アランさま！　私、ここにいます！」

　彼だという、確信があった。

　いつもエデルが迷子になると、アランは迎えに来てくれるのだ。

「アランさま！　ここです、ここにいます！」

　明かりがまっすぐにこちらへ向かってくる。

　はっきりと予想通りの姿が現れると、エデルはたまらずかけだしていた。

「エデル！」

　アランの顔は蒼そう白はくだった。相あい変かわらず美しかったが、髪は乱みだれ、服はあちこちに切った跡があり、靴は土や泥どろで汚よごれきっていた。

　彼はエデルの手をとると、下を向いて深く息をつき、呼こ吸きゆうを落ち着かせた。

　彼の指先が震ふるえていることに気づいて、エデルはうつむいた彼を下から覗のぞき込む。

「アランさま……？」

　気づいたときには、きつく抱きしめられていた。

　エデルは驚いて、声も出せなかった。

　心臓が破れんばかりに高たか鳴なったが、エデルはじっとしていた。

　アランが怯おびえているようだったので、エデルはされるがままになっている方がいいと思ったのだ。

　しかし、しばらくそのままでいると、エデルも息が苦しくなってきた。

　ぶるぶる体を震わせ、けふ、と小さく鳴くと、アランはあわてて体を放した。

「す、すまない、大丈夫か」

　先ほどまで青白かった彼の顔が、今度は紅こう潮ちようしている。

　おそらく、エデルも似たような顔色になっているだろう。

「大丈夫です。……アランさま、どうなさったんですか？　ジュディさまは？」

「どうもこうもあるか。気がついたら、ジュディと俺だけが森の中にいて、お前の姿がなかったんだ。ずっと捜さがしていたんだぞ」

　エデルが狭間の世界に取り残されている間、ふたりは先に現実へと戻っていたのだ。

　彼女はあらためて、アランの汚れきった革かわ靴ぐつを見下ろした。靴をこんなにするまで、自分のことを捜してくれていたのだ。

「申し訳ありません。アランさまの靴、お直しいたします」

「靴なんて、今はどうだっていい！」

　アランが声を荒らげたので、エデルはびくっと肩を揺らした。

「お前が置いてきぼりになったと思ったんだぞ。銀の靴の、世界の中に」

「アランさま」

　彼はしゃがみ込んで、しぼり出すように言った。

「何かあったら……もう、会えなかったらどうしようかと」

　アランが怯えていた理由がわかった。

　もし、エデルの方が先に森に戻っていたなら、きっと怖こわくてたまらなかっただろう。

　アランと、同じ理由で。

　彼もそう思ってくれたことが、エデルはとてもうれしかった。

「アランさまに会えなくなるのは私も嫌です」

　エデルは彼の肩に触れた。

「……さっきの、嫌じゃなかったか？」

「さっきの？」

「お前のこと……、だ、抱きしめ……ハグ……？　したこと……だ」

　どうやら彼は、とっさにしてしまったことを今になって気にしているようだった。

　エデルはきょとんとして、少し考えてから言った。

「嫌じゃありませんでした。ちょ、ちょっと苦しかったですけど」

「そうか……苦しかったか……」

　エデルは急いで言い直した。

「す、すみません。突然のことで、心の準備ができていなかっただけで。呼吸とか、肺はいを日ひ頃ごろ鍛きたえていないもので……わ、私がんばって肺を強くします。次は大丈夫です」

　次、と聞いてアランの体がぴくりと動いた。

「肺は、別に鍛える必要はない」

「……鍛えなくてもいいんですか？」

　エデルがおろおろとしていると、アランは乱らん暴ぼうに髪をかき上げてから、「帰るぞ」と立ち上がった。

　エデルは彼の差さし出した手を素す直なおにとった。

　手て袋ぶくろ越しに、あたたかみを感じて、エデルはぎゅっと彼の手のひらを握った。

「見つけてくださって、ありがとうございました」

「……どういたしまして」

　アランは、エデルの手のひらを強く握り返した。
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　竜巻は去った。

　ノースリールホテルの修しゆう復ふく作業がディセント家の出しゆつ資しで始まった。表向きは突然の災害に見舞われた地域への、シンデレラ伯爵家からの復興支援となっている。

　ジュディには代わりのホテルを手配し、精神が落ち着くまで休きゆう養ようさせている。

　靴くつ箱ばこ館かんに銀の靴を封印すると、今回の事件はすっかり片付いた。

　アランはガラスドームの執しつ務む室しつでセスと向かい合っていた。

「辞やめる？　とうとう独どく立りつするのか？」

　セスは、『年上の女性の靴専門店』を作る、という目標を立てていた。年上の、を抜かせば悪い計画でもないと思う。

　セスはさっぱりとした口調で言った。

「まぁそんなものです。独立のために一度故郷に帰るつもりです」

「そこで靴屋を始めるのか？　資金に不足があるなら支援する。元手はいくらあるんだ？」

　長らくガラスドームを引っ張ってきたセスである。辞められるのは惜おしいが、本人が決めたのなら引き留めることはできない。目標を叶えるという前向きな理由なら、なおさらである。退職金のほかに、金きん銭せん的てき支援が必要なら出すつもりでいた。

「おみやげがあるんですよ」

　セスは足元に置いたトランクケースを開けて、長方形の箱をみっつ取り出した。

「魔術師の靴です」

　箱を見ていたアランははじかれたように顔を上げた。

「……アランさん。僕が本当は魔術師なんだって言ったら、どうする？」

「……は？」

「カーレンさまやジュディさまに靴を渡したのも、エデルを苦しめたのも、実は僕なんだよ。言っておくけど、エデルを責せめないであげてね。彼女はアランさんに相談しようって僕に言ったから」

　わけがわからなかった。

　つまらない冗じよう談だんだと思いたかったが、セスがそんなうそでかき回すとは思えない。

「僕にお金なんて出す価値ないよ。人の不幸を食べて生きる化け物だからね」

「……本気で言ってるのか？」

「ガラスドームに入れたのが先代のときでよかったよ。ルディアさまに僕の身しん上じよう調ちよう査さ書しよを見られたらと思うとひやひやするからね。もちろん、完かん璧ぺきなうそで固めたから自じ信しんはあるけど、あの方は侮あなどれないし」

　セスが魔術師だった？

　ガラスドームでは誰よりも自分の近くで、相あい棒ぼうのように働いてくれていた彼が？

「アランさん、まだ信じられない？　僕が持っていた魔術師の靴、たぶんドゥーガルドのリストにも入ってると思うけど？　なんなら僕が靴箱の番号を調べてあげようか？」

　蓋ふたをされていても分かる。強い魔術の気け配はいだ。

　アランはセスの胸むなぐらをつかんだ。

「いったいどういうつもりだ。俺をずっとだましていたのか」

「悪いけど、そうだよ。悪女の末まつ裔えいのくせにだまされる側がわに回るなんて、ディセント家も落ちたものだね」

　ひょうひょうとした態度でセスはそう言ってのけた。

　信じられない気持ちと、こらえきれないようなくやしさがないまぜになる。

　怒りに満ちたまなざしで、アランはじっとセスの瞳を見つめる。

　この目を何度も見てきた。

　オーナーになる前、父に連れられてカンディナールにやってきたとき。ガラスドームを受うけ継つぎ、気負いながらも従じゆう業ぎよう員いん心こころ得えを作ったとき。それまで店をとりまとめてきた店長が退職し、アランが工こう房ぼうから彼を見つけ出したとき。

　羽は振ぶりがよいときも、引き抜きに失しつ敗ぱいしたときも、ふがいない思いをしたときも。

『アランさん、次はどうしようか』

　彼はそう言って、辛しん抱ぼう強づよく自分のことを待ってくれていたのだ。

　アランはだらりと手を放した。

　うそだ。この男は、うそをついている。

「セス、もう自分を偽いつわるのはやめろ」

「偽る？　僕は魔術師の靴を持っていた、女性の生命力を食らうために。ここに証しよう拠こがある」

「そうやって、悪ぶるのをやめろと言っているんだ。今のお前は、本当のお前じゃない」

「アランさんは僕の人間性なんて全然分かってないですよ。僕は勝手で気まぐれで残酷な人間なんですよ、本当は」

「そうかもしれないな。でも、俺は長い間お前を見てきた。お前がいったいなんであれ、過ごした時間は本物だ」

　ここには、たしかに彼と作り上げた歴れき史しがある。

　彼がどんなにうそつきでも、ここで過ごした時間は誰にも取り上げられない。

　そう、アランをずっとだましてきた、張ちよう本ほん人にんでさえ。

「お前は店の中の誰よりも多く、靴を作った。一足の靴を作り上げることがどれほど大たい変へんであるかは、俺でもよく分かっている。俺は、靴職人が勝手で気まぐれで残酷な人間であるとは思えない。お前を含めて、靴を作る人間はひたむきで己をいましめることのできる人じん種しゆだと思ってる」

　アランがオーナーになりたての頃、セスは誰よりも彼の力になってくれた。仲ちゆう介かい役やくとしても立派に役やく割わりをこなし、職人たちから慕したわれている。

　もし勝手で気まぐれで残酷な面がセスのすべてだとしたら、こうはならなかったはずだ。

　だからこそ、エデルも悩んでいたのではないのか？

　セスが、完璧な悪人でないからこそ。

「お前が持っている残酷な面は、お前のごくごくささいな一部にすぎない。捨てたいんだろう、そんな自分を。だからこそここに靴を持ってきた。封印してもらうために」

　セスははっとしたような顔をしてから、かすれた声でつぶやいた。

「……本当に、アランさんには参まいるなあ。忘れがたくなるよ」

　彼は望んで魔術師の末裔に生まれてきたわけではない。

　アランも、シンデレラの末裔として生まれたかったかと問われれば、それは否いなである。

　祖先の尻しりぬぐいをする毎日に、時折嫌いや気けが差すこともある。

　けれど、今の自分は間違いなく、その運命のもとに生かされているのだ。

「アランさん、僕は魔術師の共同体を足抜けするってエデルと約束したんだ。記憶と引き換えにね。ガラスドームに戻ってこられるか分からない。これが本当の、退職の理由」

　セスは頭を下げた。

「今まで数々のご迷惑をかけて、申し訳ありませんでした。僕は魔術師の共同体から『独立』をします」

　アランはしばらく口を閉ざしていた。

　許ゆるしがたい過去はたくさんある。けれど、彼が選択した未来は純じゆん粋すいに応おう援えんしたい。

「……休きゆう職しよくにしろ」

　アランの言葉に、セスは頭を上げた。

「退職でなく、休職だ。足抜けをしたあとはこちらに戻ってくればいい」

「でも、僕はこの店のことをおぼえていられるか分かりませんよ。それに今までしてきたことは消えません」

「今までしてきたこと？　ああ、年上の女性客ばかり自分の顧こ客きやくにしていたことか？　たしかに職しよつ権けん濫らん用ようだな」

「アランさん」

「記憶がなくなっても、俺たちはお前のことをおぼえている。のん気に忘れていられるのはお前だけだ」

　セスはぷっと噴き出した。

「それ、エデルにも言われました」

「あいつもなかなか俺の理り念ねんが分かってきたようだな。お前の教育のたまものか」

　セスはまじめな顔でアランに向き合った。

「アランさん。僕は、アランさんのいう『ささいな一部』を捨てるためにここを去りたい。自分ではささいだなんて思ってないけど。さんざん自分勝手に生きてきた。でも、そろそろ真人間になろうかなと思うんだよ。ガラスドームに、アランさんの雇やとう人じん材ざいに、ふさわしい人間にね」

　セスは辞じ表ひようをくしゃくしゃにして、エプロンのポケットに入れ込んだ。
















「休職させてください、アランさん。わがままはこれで最後にするよ」

「休職を許可する」

　シンデレラの末裔が、はじめて魔術師を許した瞬間だった。

　そうだ、とアランは、部屋を出ていこうとするセスの背中に向かってつぶやいた。

「セス。……どうせなら、辞表はここで捨てていけ」
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　エデルはジュディの前に靴箱を置いた。

　靴箱館のものではなく、ガラスドームの刻印が入った靴箱である。クリーム色の箱の中央に、ガラスの靴を模したマークが入っている。

「ご注文の靴ができあがりました」

　エデルが箱を開けると、ジュディは目を見み張はった。

　ゴートスキンのショートブーツ。色は深みのあるダークグリーンだ。

　ソフトスクウェア・トゥーは比ひ較かく的てきつま先で遊べる型である。つまさき革はキャメル色の革を使った。明るいキャメルと重みのあるグリーンは相あい性しようがいい。ベルトを巻く靴は重たい印象になるので、つま先は軽くしたのである。

　すみれの花の飾りバックルを見て、ジュディは笑みをこぼした。

「すてきな靴ね」

　ジュディは満足そうだった。

　お客さまの笑顔を見ると、靴職人になれたことを心からよかったと思える。

　エデルはジュディの心が晴れやかになり、彼女自身が求める決けつ断だんを下せるよう、心をこめて靴を作った。

　荒野へ行くための靴、夢を見続けるための靴、この靴をなんのための靴にするかはジュディ次第だ。

　それでも、あの銀の靴を履いたことで──視力を失うかもしれなかったあのときの出来事は、皮ひ肉にくにもジュディの気持ちをはっきりとさせたはずである。

「私は、カンバスへ帰るわ」

「え……？」

「カンバスへ帰るの。劇団には戻らない」

　意外だった。

　だが、静せい養よう中ちゆうにゆっくりと考え抜いて出した答えがそうだというのなら、エデルは口を出すべきではない。彼女には、彼女の人生がある。

「……荒野に帰ればきっと毎日忙いそがしく働いて、余よ裕ゆうがなくなるでしょう。いずれひとりぼっちで耐えきれないときも来るでしょう。それでも私は夢を忘れません。この靴に誓ちかって」

「ジュディさま、それは」

「荒野で脚本を書きます。少しずつ時間を作って。両親にはよく話してみるわ。今までみたいにたくさん書きためることはできないけれど、それでも時間をかければ形にはできるでしょう。遠くへ行ってもあきらめない。夢に人生を懸かけたことを忘れない、私はそのためにこの靴を履くわ」

　ジュディは新しい靴を履いた。

　ぴかぴかと、飾りバックルが勲章のように光り輝いている。

「あなたに、これを」

　ジュディは胸元からすみれのブローチを外し、エデルに差し出した。

「ヴァイオレットからいただいたものよ。あなたのお母さんの形見ですもの、あなたが持っているべきです」

　エデルはあわてて断ことわった。

「これはジュディさまのものです。お母さんは、ジュディさまにこれをあげたんです」

「もう私には必要ないわ。足元から目を逸そらさなくてもいい。あなたがすてきな靴を作ってくれたから」

　ジュディはエデルのブラウスに、ていねいにブローチを着けてくれた。

「元気でね。靴が傷いたんだら、カンディナールへ来るわ」

「お待ちしています」

　固く握あく手しゆを交わして、エデルはほほえんだ。

　ジュディはきっと大丈夫だ。

　彼女は誰よりも責任を知っている。そして誰よりも、夢を見ることを知っている人だから。




　かくして、ジュディ・リースは荒野へと向かった。

　彼女が長いときをかけて、荒野にて書き上げた脚本は四十作品にも及んだが、そのうち王都で上演され、オルハラ国の演えん劇げき史しに名を残したものが一作品だけある。

　ジュディが五十二歳のとき、さまざまな苦労の末すえにこの脚本を書き上げた。

　主人公は実在した人物だが、没ぼつ後ご二十年余りを経へて、ジュディの手により舞台によみがえることになった。

　舞台の女王の人生をドラマチックに描えがいたその劇では、主人公が心から愛した男と、その娘については描かれていない。

　前ぜん代だい未み聞もんのロングランヒットを記録したその作品の名は、『ヴァイオレット・ファーの生しよう涯がい』である。
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　エデルは緊きん張ちようした面もちで、鏡の前の自分を見ている。

　絹きぬで仕立てたベビーピンクのドレスは、スカート部分に大ぶりのプリーツが入ったシンプルなデザインである。

　襟えり元もとにあしらわれた花模も様ようのニードルポイント・レースの飾かざりと、リボンで留とめる小ぶりのパフスリーブの袖そでが、少女らしい印象を与えている。

　本日は、ディセント家で開かい催さいされるパーティの日だ。

「わたくしが十四歳のときに着ていたドレスでどうにかなりそうでよかったですわ。問題ないですわね？」

　すかさずメイドが答える。

「胸むねに詰つめ物ものは必ひつ要ようです、お嬢じようさま」

「構かまわなくてよ。とにかく見られるようにして差さし上げて」

「あ、あのう」

　エデルは窺うかがうように、ルディアを見た。

「私がパーティへ行ってもいいものなんでしょうか……。ご、ご招しよう待たいいただいたのはとてもありがたいのですが」

「同業者が集まるパーティですもの。職人の方がいらしても、何も問題ございませんわ。ガラスドームの職人でお呼びしたのはあなただけですが」

「えっ、ほかの方は来ないんですか？　てっきり、ジジさんやディックくんもいるのかと」

「まぁ、ピンクがお似合いですのねぇ。髪かみの色と合っています。華きや奢しやなお体ですし、妖よう精せいさんみたいですわよ」

　ルディアはうろたえるエデルに構わず感想を述のべた。

「え、あ、あの」

「アクセサリーも着けて差し上げて」

「とてもお借かりできません。無む理りです」

「お嬢さま。エデルさまがブラウスにお着けになっていたブローチに、鎖くさりをつけられます。よいお品なのでこれをお召めしになるべきかと」

「たしかにすてきなブローチね。意い外がいだわ、あなたがこんなものを持っていたなんて。お母さまの形見かしら」

「えっと、その」

「エデルさま、失礼いたします」

　エデルが何かを話す前に、身み支じ度たくが着々と整えられてゆく。目が回りそうだ。

　せめて、靴くつだけでもきれいなものを履はいていてよかった。アランが以前贈おくってくれた、薔ば薇らの花のストラップパンプスである。

「わたくし、あなたの靴が気に入りましたの。ジジの靴も大のお気に入りですけれど、たまにあなたに浮うわ気きすることにいたしましたわ」

　それは……とても、緊張する。

　ルディアは、大きなリボンが特とく徴ちよう的てきなオープンサイドパンプスを履いている。

　エデルがデザインしたものだ。

　エデルはルディアの姿すがたを上から下まで、真しん剣けんな顔つきでながめた。

　ドレスとの調和は乱れていない。ルディアの雰ふん囲い気きもそこなっていない。

　完成した靴がきれいに履かれているのは、うれしいものである。

「わたくし、お兄さまとしばらく挨あい拶さつ回りをいたしますけれど、それが終われば完かん全ぜんに別行動をすることにしておりますの。もしお兄さまを見かけたら、お声をかけてちょうだい。必ずですわよ」
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　ルディアさまにああ言われたものの……。

　エデルはぽつねんと、所しよ在ざいなさげに柱の陰かげに隠かくれるようにしていた。

　気軽に会話が楽しめるよう立食パーティの形がとられているらしいが、生来の人見知りが邪じや魔まして、とても誰だれかと情報交換をしようという気持ちになれなかった。

　だいたい、見たところ来ているのは、職人ではなく経けい営えい者しやばかりのようである。

　アランの姿は何度か見かけたが、忙いそがしそうでとても話しかけられない。

　すっかり壁かべと同化してしまい、なんのために自分はここにいるのか分からなくなる。

「あなた、何しているのよ」

「ひゃっ」

　エデルはぼうっとしていて、思わずすっとんきょうな声を上げてしまった。

　振り向くと、燃え立つような赤毛をゆるくカールさせた、つり目がちの少女が車くるま椅い子すに座っていた。

「ひゃ、じゃないわよ。あなたもここに呼ばれたの？　ここは経営者やその卵たまごたちが集まるパーティだけど、勉強のため？」

「カーレンさま、ご無ぶ沙さ汰たしております」

　エデルは頭を下げた。

　エデルが最初に接せつ客きやくした顧こ客きやく、カーレン・ディナセルクである。

『靴を買った翌日に雨が降ふると恋が叶かなう』というジンクスを信じて足しげくガラスドームに通ってくれたお得意さまだ。最近は、ジンクスに頼たよる必要がなくなったため、久方ぶりの再会である。

「ふん。相あい変かわらずのろまな子ね。勉強しに来たならこんなところにいないで、招待客の話を聞きに行きなさいよ」

「カーレンさまは、どうしてこちらに？」

「忘れたの？　わたしのパパはおたくのお店に材料を卸おろしているのよ。靴産業の関係者という意味では、重じゆう鎮ちんなんですからね」

　ディナセルク家もこのパーティに招待されていたというわけだ。

　エデルは顔見知りのカーレンがいて、ほっとした。

「その後足のお加減はいかがですか？」

　カーレンは魔ま術じゆつ師しの靴『赤い靴』を履き、両足に怪け我がを負ったのだった。

「実はもう歩けるけれど、長時間は疲つかれてしまうの。でも、舞ぶ踏とう会かいシーズンはほとんどご招待を断ことわってしまったし、いいかげん退たい屈くつしていたのよ。だから今日くらいはパーティに行きたいって言ったの。彼が心配して、わたしを車椅子に座らせて連れてきてくれたのよ」

「彼……？」

　カーレンが少し離はなれたテーブルへと視し線せんを向ける。つられて見やると、カーレンのことをじっと見守る青年がいた。少し幼さが残る顔立ちの彼は、エデルと目が合うと軽く頭を下げた。

「婚こん約やく者しやの方ですか？」

　カーレンにはたしか、外国で暮くらしている婚約者がいると聞いた。

「そう。とんでもなく心しん配ぱい性しようなの。わたしが怪我をしていると知ったら滞たい在ざい期間を延のばすと言いだして、パパったら大おお喜よろこびよ。わたしは別に彼がいようがいまいがどうでもよかったんだけれど、まぁ、彼一いち応おう空気は読めるみたいだし？　あなたと話してくると言ったら、僕ぼくのことは気にせず女の子同士でおしゃべりしておいで、ってあそこででくのぼうみたいに突つっ立っているのよ」

　エデルはほほえんだ。

　カーレンさまはきっと彼のことを想っている。こんなにいきいきと彼のことを語っているのだ。

　素す直なおでない言葉のはしばしにあたたかみを感じる。

　彼女はアランでなく、彼に恋をしたのである。

「あなた、相変わらず靴ばかり作っているの？　何か浮ういた話はないの？」

「え、う、浮いた話ですか？　お風ふ呂ろに入るときは座るようにしていて」

「本当にばかね。ガラスドームの職人は話わ術じゆつも大切なんですからね。ひとつやふたつ恋をして、経けい験けん値ちを上げないとだめなんだから。意外とあの店で恋人や夫の相談をしていく人って多いのよ」

「そ、そうなんですか」

　恋。もちろん、言葉では知っている。

　だが、言葉以上のことはよく分からない。どうやってするのかも。

　エデルには、恋をする時間がなかった。

　祖そ父ふが倒れてからは生きるのに精せいいっぱい。一人前の職人となるべく昼夜休まず働はたらいて、母の死をきっかけにガラスドームへやってきてからも仕事、仕事の毎日だ。

　恋をするなら相手が必要だ。ひとりでは、恋はできない。

　誰か、相手が……。

（あ）

　エデルは大広間でドレスの群むれに囲かこまれる、アランを見つけた。

　数人のご令れい嬢じようが競きそい合あってアランに話しかけている。

「わたしも以前までは、あの中のひとりだったわ」

　カーレンが遠い過か去こに思いを馳はせるように言った。

「……アランさまと、お話されたい女性は、いつもあんなにたくさんいらっしゃるんですか？」

「今日なんてましな方よ。業界の関係者しか来ないんだもの。あの子たちもせいぜい、わたしと同じ商人の娘むすめってところでしょう。これが舞踏会や貴族たちの集まる大きな夜会だったらもっとすごいでしょうね。彼と結婚したい女性はたくさんいるもの」

「けっこん……」

「アランさまは、ディセント伯はく爵しやく家けの長男よ。いずれ伯爵家を継つぐわ。お金持ちだし、何よりきれいだもの。しかも働き者よ。放ほう蕩とうの噂うわさなんて聞いたことがない。こんなに条じよう件けんのいい人はほかにいないわ」

　──そうだ、アランさまは、そういう人だ。

　いずれ伯爵家を継ぎ、誰かふさわしいパートナーを選び、そして彼の子どもがガラスドームを受け継ぐのだ。

　当たり前のこと。

（でも……なんだか……なんで……）

　エデルはよく分からない気持ちに困こまり果はてた。

　当たり前の事実が、どうしてこんなに苦しいんだろう。

　アランの未来に、自分がいなくてもなにも問題がない。アランは誰かに恋をして、共に人生を歩んでゆく。

　もし、彼の妻つまに靴を作れと言われたら？

　作れるだろうか。はい喜んで、奥おくさまと言って。

　エデルは自分の想そう像ぞうに、おそろしくなった。

（なんてこと……私……）

　絶ぜつ望ぼう的てきな気持ちになる。




　──はじめて、靴を作りたくないと思ったのだ。




「……アランさまのことが好きなのね」

　カーレンが声を低くして言った。

「……え？」

「雇やとい主ぬしと、そのとりまきに向ける目じゃなかったわよ。わたしには分かるわ。わたしも、あの方に恋をして、同じような目であなたを見ていた」

「私が……アランさまのことを、好き……？」

「気づいていないの？　まぁ、あなたみたいにおばかならそうかもしれないわね。せいぜい自分のために靴を作るといいわ。わたし、あなたの靴嫌きらいじゃないもの」

「か、カーレンさま」

「もう行くわ。彼がかわいそうだし。今度、やわらかい生き地じで靴を作ってちょうだい。足のためにそういうものを履くようにしているんだけど、なんだかどれもかわいくないのよね」

　言うなり、カーレンは車椅子を自分で動かして、方向を変えた。すぐにカーレンの婚約者がかけつけてくる。彼はカーレンの車椅子を押おして、行ってしまった。




　エデルはしばらく、ぼうっとアランだけを見つめていた。

　自分が彼に恋をしているなんて……。

　身のほど知らずもいいところではないか。

　彼が優やさしくしてくれるのは、エデルが従じゆう業ぎよう員いんだからであって、特別な感情を抱いているからではないと分かっている。

　それでもアランが女性たちをまいて、ほかの客人たちのもとへ向かったとき、なぜだかほっとしてしまった。

（これはまずいかも……）

　あなたは恋をしているなんて言葉にされると、本当にそんな気持ちになってくるから不ふ思し議ぎだ。

　ルディアから、アランに話しかけるようにと言われたがとてもそんなことはできそうにない。

　どきどきして、うまくしゃべれるか分からない。

　なぜなら、彼の立ち姿にこれほど心こころ惹ひかれたことは今までなかったのである。これも恋という意識のなせる業わざなのか。

（か、帰ろう。お礼を言って。アパートに帰って頭を冷やそう）

　借りた物はあとから返せばいい。メイドの誰かに言こと付づけをして、屋や敷しきを出よう。一いつ刻こくも早くそうするべきだ。

　エデルは己おのれをせかして、会場の外へと向かおうとした。

　使用人たちはみな忙しそうに給きゆう仕じしている。話しかける勇ゆう気きが持てず、おろおろしていると突とつ然ぜん手首をつかまれた。

「!?」

「エデル」

　ぎゅっと、手て袋ぶくろに包まれた指が手首にからみつく。

「どうしてここにいるんだ」

「ア、アランさま」

「その格かつ好こう……その……」

　アランはエデルのドレス姿をまじまじとながめて、口ごもった。

　火がついたように体が熱くなる。

「そのドレスは……」

「あ、あの、これは……お借りしたもので……」

　お互たがいなぜかしどろもどろになる。

　周しゆう囲いが騒さわがしくなったので、エデルはびくっと体を震ふるわせた。

　ルディアがつかつかと歩いてくると、早口で告つげる。

「お兄さま。会場の視線をひとりじめですわよ。お話のネタにされないうちに、お庭にでも出たらいかが。わたくしにあとはお任まかせを」

「あ、ああ」

　アランが手首を放してくれなかったので、エデルは困ってしまった。

　ふたりは夜の庭園の散歩を余よ儀ぎなくされた。

　エデルはアパートに帰るという計画が失しつ敗ぱいに終わり、気持ちを落ち着かせるどころではなくなってしまった。先ほどのカーレンの言葉がぐるぐると頭の中で回っている。

（どうしよう……どうしよう……ふたりきりになるつもりなんてなかったのに……）

　心臓が破やぶれんばかりに高たか鳴なっていた。手にへんな汗あせをかいているし、とにかくいい状じよう態たいとはいえない。

　なんとか、気を逸そらせる話題をふるべきか、と考えていたらアランの方から口を開いた。

「そのドレスはどうした」

「あ、あの……ルディアさまが、ご厚こう意いで貸してくださったのです」

「ルディア……あいつ余よ計けいなことを……」

　アランはエデルに、パーティに来ないでほしかったらしい。

　消え入りたい気持ちになった。

　エデルは下を向いて、スカートのプリーツをつまむ。

　こんなにすてきなドレス、私には贅ぜい沢たくだ。

　華はなやかな場所で、美しいドレスに身を包んだから、勘かん違ちがいをしたのかもしれない。カーレンの言葉と会場の熱気が、恋の錯さつ覚かくを生んだのかもしれない。恋がなんなのか知りもしないから、こんなことになっているのかもしれない。

「でも、着るべきじゃありませんでした」

　アランは目を見み張はった。

　それから、はっとしたような顔をする。

「に……似合っている!!」

　急に彼の声が大きくなり、エデルは目を丸くした。

「えっ」

「ドレスがとても似合っている！　お前にぴったりだ！」

　早口で、力強くそう言われたので、エデルも力強く返してしまった。

「は、はい！」

「そのピンクは……豚ぶた肉にく？　みたいでいいと思うぞ」

「ぶ、ぶたにく」

「焼く前のな。焼いたらもっとどす黒いからな」

「はあ」

　エデルは首をかしげた。

　ドレスが似合っていると言われたということは、ドレスを借りたこと自体は大だい丈じよう夫ぶだったのだろうか？

　だとしたら、なぜアランは急いで自分をつかまえたのだろう。

「あの……先せん輩ぱい方がたをさしおいて、私がパーティに来るのはよくなかったのでしょうか」

「お前がパーティに来たこと自体は別に構わないと思っている。ただ、妹が俺おれの知らないところでいろいろ……おせっかいを焼いたから、気に食わなかっただけだ」

　アランは咳せき払ばらいをした。

「最初、遠目に見たときは別人かと思って……でもよくよく見たらお前で……急いで迎むかえに行ったんだ」

「わ、私のことは後回しでも大丈夫でしたよ」

「大丈夫なわけがあるか。お前の斜ななめ後ろからじろじろ見ていた男がいたんだぞ」

「私が場ば違ちがいなので目立ってしまったのでしょうか……大事なパーティでしたのに、申もうし訳わけありませんでした」

「分からないなら、もういい」

　アランはため息をついてそう言った。

　エデルは戸と惑まどったが、アランがまだ散歩を続ける気らしいので、黙だまって彼に手を引かれていた。

「……ジュディの靴は無ぶ事じに渡せたか？」

「はい。とても喜よろこんでくださいました」

「セスが休職するそうだ。次の店長はジジになる。仕事がやりづらくなりそうか？　あれもいい職人だから、俺は心配してないんだが」

「ジジさんはいつもよくしてくださいます」

「ただ、あいつは色いろ恋こい沙ざ汰たばかりだからな……。お前も何かされたら真っ先に俺に言うんだぞ。女とあれば見み境さかいなく……」

「アランさま」

　エデルは足を止めて、彼にたずねた。

「恋って、なんなのでしょうか。ジジさんみたいに、ずっと夢中でいられるものなんでしょうか？」

　アランは面食らったような顔をした。

「こ……恋が何かだって？」

「はい。どういった気持ちになるものなのでしょうか？　私、それが知りたいんです」

「たとえば……恋した相手のことばかり考えてしまうとか、とにかく一いつ緒しよにいたくなるとか、そういうことだ」

　アランはちょっと待ってろ、とエデルに言うと、懐ふところから一いつ冊さつの本を取り出した。

　月明かりを頼りに、眉み間けんに皺しわを寄よせて、真剣にながめている。

「あの……？」

「俺の解かい釈しやくで間ま違ちがいないようだ。特とく定ていの異い性せいに強く惹かれることを指す。恋をすれば、慕したう人間と精神の一体感を得えたいと思い、相手のことを性せい的てき対たい象しようとして見るようになる」

「せいてきたいしょう」

「こ、これはちょっとお前には早すぎたな。要は、大人おとなになるということだ、たぶん。こういうのは解釈が曖あい昧まいなんだ」

　咳払いをして、アランはそそくさと本をしまった。

（私は、アランさまのことを性的対象として見ているのだろうか……性的対象ってなんだろう……ますます分からなくなってきた……）

「なんだいきなり恋の話なんて。その……誰か気になる男でもいるのか？」

「あ、あの……。カーレンさまが、ガラスドームでお話し上手じようずになるなら、恋をした方がいいと、おっしゃって……」

　アランに恋をしているかもしれないとはさすがに言えなかった。彼だって反はん応のうに困るだろう。

「そ、そうか。てっきり、いつもキスをしている相手のことを言っているのかと」

「え」

「いるんだろう？　挨拶代わりにキスをする人が」

　アランが探さぐるようにたずねてくる。

　エデルは少し前に、彼とキスの話になったことを思い出した。

「あ、あれは……」

　言いかけたところで、つま先に何かが引っかかった。

　衝しよう撃げきと共に、エデルの視し界かいは暗あん転てんした。




　大広間でエデルを見つけたとき、アランは驚おどろきのあまり声も出なかった。

　周囲をとりまいていた音が消え、エデルしか目に入らなくなる。

　薄桃色のドレスは彼女にとても似合っていた。いつもの制せい服ふく姿すがたとは違い、細い首くび筋すじや透けるような肌の色に目が行ってしまった。灰桃色ローズミストのはかなげな髪の色がよく引き立っている。

　童話の挿さし絵えに出てくる妖精が現れたのかと思った（ただし、人間に親切な妖精だ。角つのが生えているいかにも性格が悪そうなやつではない）。

　あれを着せたのがルディアだと聞いて、くやしいが納なつ得とくしてしまった。彼女がアランの趣しゆ味みに合うようなドレスを選んだに違いなかった。

　めかし込んだ彼女を褒ほめるのを少しの間忘れてしまったことが悔くやまれる。

　それでも、なんとか指南書の教え通り食べ物にたとえることができたのでよしとする。

　女性は食べ物や動物にたとえられると喜ぶという教えは今はもうすっかりおぼえてしまっている。

　今まで動物にばかりたとえていたが、彼女はどうやら肉が好きらしい。豚肉と言われて少し自じ信しんをつけたようだ。

　きれいにした想い人とふたりきり、薄うす暗ぐらい庭園、遠くにパーティの音楽。

　これは──もしかしなくとも、キスの大チャンスである。

　ルディアにお膳ぜん立だてされた気がしなくもないが、乗らない手はない。

　少しばかり仕事の話を交えながら、さりげなく彼女を庭園の奥の、月がきれいに見える場所へと誘ゆう導どうする。

　よし、と思ったそのとき、彼女から恋の話をふってきたのである。

（エデルにした説せつ明めいで合っているよな……？　一応、教科書で補ほ足そくしたから間違いはないはずだが）

　何せ、アランも恋というものを知ったのはごく最近のことだ。ジジだったら冗じよう談だんめかして答えることもできるだろうが、あいにく経験値が違いすぎる。

　焦ったが、これはいい機き会かいにもなった。

　以前から気になっていた、エデルのキスの相手について聞くことができる。

　場合によっては自分が傷きずつくことになるかもしれないが、気になることをそのままにしておくのも性しように合わない。

「いるんだろう？　挨拶代わりにキスをする人が」

「あ、あれは……」

　エデルが口を開くと同時に、視界から消えた。

　彼女の手を引いていた自分も、がくんと体がかしぐ。

　エデルがあずまやへ続く段だん差さに足をとられたらしい、と気がついたが、ときはすでに遅おそかった。

　……。

　なんだか、柔やわらかい？

　唇くちびるのあたりに、むにっとした感かん触しよくがする。

　うっすらまぶたを開けると、驚きよう愕がくに大きく開かれた薄茶の瞳ひとみと目が合った。

「……!!」

　がばっと体を起こし、アランは自分の下した敷じきになっている、エデルを見た。
















「す、すまない、今……」

　──キスをした。

　こんな、ふいうちで。見つめ合うこともしないで。甘あまい言葉もささやいていない。完全に指南書の手て順じゆんを無む視しして。

　エデルはアランにどさくさで押し倒たおされ、ぶるぶる震えている。

　まずい。たしか例の本によれば、こういうのは強ごう引いんに乱らん暴ぼうしたと思われるのではなかったか。

「あ、アランさま」

「言わないでくれ。頼たのむから何も言わないでくれ。そうだ、重いなすまない俺はどくから、とりあえず顔は見ないでくれ。すまなかった、まさかこうなるなんて、なんと詫わびていいか分からない」

「あのう」

「とにかく、俺は、こんな形で、はじめてのキスをするつもりはなかったんだ」

「はじめてだったんですか……？」

　余計なことまで口走った……。

　誰か、俺のことをどこかの山奥に埋うめてくれ──と思ったが、ルディアがあらゆる人じん脈みやくを使って山やま狩がりをする姿を思い浮かべてしまい、はっと我われに返った。

「あ、あのアランさま……は、はじめてがわ、私のような者で大たい変へん申し訳ありませんでした」

「いや、謝あやまらなきゃいけないのは俺の方で……俺の不ふ注ちゆう意いでこんな、とんでもないことに……いつもお前にキスをしている人と比くらべれば作さ法ほうも何もあったものではないな」

「さ、作法なんてあるんですか……？　お母さんはいつも帰ったときにがばっと……」

「……お母さん？　がばっと？」

「私、キスはずっとお母さんとしていました。アランさまもお母さまとしたかったでしょう？　本当にごめんなさい」

「いや、母とはしたくない……」

　アランは、事実を整理するためにたずねた。

「あの、お前がキスを挨拶代わりにしていたのって、母親だけなのか？」

「ええ。おじいちゃんは、したがりませんでした。なので五つのときに、お母さんとお別れのキスをしたのが最後です」

「そうなのか……」

　いろいろなことがあって体の力が抜けてしまった。

（と、いうことは待てよ。エデルは挨拶で異性とキスをしていたわけじゃないのか？）

　まさか彼女もアランと同じく時代に取り残された少数派……。キスは特別なものだと認にん識しきしている側がわなのでは……。

「エデル。念ねんのために聞いておく。年とし頃ごろになってから、異性と挨拶の意味でキスを交かわしたことはあるか？」

「えっ、えっ、したことないです」

　アランはめまいがした。

　ということは──エデルもほぼ、はじめてに近い状態だったのか……。ヴァイオレットのキスなど、母親が子どもをあやす程てい度どのものだろう。

「……本当に、申し訳なかった。まさかそうだとは知らずに……」

「だ、大丈夫です、アランさま。お母さんは、信しん頼らいできる人がいたら、毎日でもキスをしなさいと言いました」

　アランは自じ己こ嫌けん悪おで胸がいっぱいだった。

　とりあえず、これはキスができたうちに入るのだろうか？　ずいぶんいろいろと過か程ていを飛ばしてしまった気がする。

　これで恋の手順を踏んだことにするのは、なんだかしっくりこない。

　これはアランの思い描いていたキスではない。

　本来であったなら、アランが初めてする予定だったキスは花はな嫁よめのベールをめくり、そっと顔を傾けるようなものだ。こんな風に野や獣じゆうのようにのしかかってさっさと終わらせるものではない。

（そうか……俺は、世の中についていこうと、躍やつ起きになっていたのだな）

　アランは親子や友人同士で交わすようなキスがしたいのではない。彼女ともっと特別なキスがしたいのである──。




（お、おどろいた）

　エデルは心臓を押さえて、どうにか落ち着いてほしいと願った。

　段差に足をとられ、気がついたときにはアランの顔が、すぐ近くに──。

　彼の端たん正せいな顔と、青あお紫むらさき色いろの瞳が目に焼きついて、これはしばらく離れてくれそうにない。

（それにお母さん以外の人とキスをしてしまった、はじめて）

　母の唇の感触は、もうほとんどおぼえていない。何しろ十年以上も前のことだ。

　でも先ほどのは鮮せん明めいに──。

（や、やめよう。アランさまはショックを受けているんだもの）

　エデルは母とキスの経けい験けんがあったが、アランはそうではなかったらしい。

　あれだけ女性に囲まれているからそうは見えなかったが、そういえばアランはまじめな性格である。

　彼が特定の誰かとそういった関係になかったということに、エデルはほっとして思わずはじめてだったのかと聞き返してしまったのだが、はたと気がついた。

　エデルがそうだったように、「はじめてはお母さん」というのは通つう過か儀ぎ礼れいではないだろうか。にもかかわらず、アランにとっても彼の母親にとっても大切なそれを、とるに足らない自分ごときが邪魔してしまったのだ。

　恐おそれ多すぎて、今すぐ地面に頭をつけたい。

　それなのに、アランはエデルに対して申し訳なく思ってくれているようだった。

（アランさま、なんて優しいんだろう）

　なんとか、彼のためにできるだけのことをしたい。

　はじめてはもう取り戻せない。時間を巻まき戻もどすことができたらいいのだが、あいにくエデルは魔術師の娘でもそういった力は備そなわっていないようである。

　今できるだけのことをしなければ、将しよう来らいの自分はきっと後こう悔かいする。

　アラン自身が教えてくれたことだ。

「私、責せき任にんをとります」

「え」

「アランさまのはじめてを奪うばってしまった責任をとります。このままでは亡なくなった家族にも顔向けできません。その、人生初の経験をこんな風に私が台だい無なしにしてしまって」

「お前、あんまりはじめてはじめて言うんじゃない」

「ひっ、す、すみません。でも、ジュディさまにも、ジジさんやセスさんにも、責任について今回たくさん教えていただきました。アランさま、私に何かできることはございますか？」

「待て。おかしいぞ、責任をとるのは俺の方で……」

　言いかけて、彼は考えこむように少し間をおいてから、口をひらいた。

「エデル。キスは現在、信頼できる男女の間で行う、挨あい拶さつとして浸しん透とうしているんだ」

「えっ……!?」

　そんなことは、聞いたことがなかった。

　しかし、アランがうそをついてからかっているとも思えない。

　エデルは田舎いなか暮らしが長かったために、そういった世情には疎うといのである。

「俺も信じられなかった。けれど、それを聞いて……お前と、どうしてもキスをしたくなったんだ。俺はお前のことを信頼しているし、それに……好ましいと思っているから」

「あ、アランさま……」

「本当にキスをされても大丈夫だったんだな？　お前の方は」

　エデルは赤面しながらも、ゆっくりとうなずいた。

　もちろん、大丈夫だった。

　エデルはアランのことを信頼している。いたずらにそういうことをする人ではないとわかっている。

　それに──たぶん、私はアランさまに恋をしているのかもしれない。

　なぜなら、すぐそばにあった彼の顔を、重なったくちびるの感触を、十年経たっても覚えていられたらいいのにと。

　ほんの一いつ瞬しゆんそう思ったのだ。

「はい……私はアランさまのことを信頼しています」

「それは、挨拶をしてもいいという意味か？　俺でなく、他の男でも？」

　アランがいらただしいような、それでいて不安を押し隠しているような声音でたずねた。

　──アランさまでない人と、キスをする？

　エデルはぞっとした。他の男の人となんて、とても無理だ。

　エデルにとって信頼できる男性なら、ジジやディックも当てはまる。

　けれどキスは、エデルにとって挨拶以上に刺激のあるものだった。少なくともアランにされるキスは、母のものとはあきらかに違っていた。

「俺は、キスが挨拶であると知ってからずっと、お前とキスをしようと必死になっていた。だが同時に、お前がキスを済ませていると知って、いらついていた。俺にとって今もキスは挨拶以上の意味を持っているし、気軽にするのは違うと思う。うまく、説明できないが」

「アランさま」

「これが挨拶となればお前以外の女ともキスをしなければならなくなる。お前が他の男とキスをするのも黙って見ていなくてはならなくなる。古ふる臭くさい男だと思われるかもしれないが、俺はやっぱり我が慢まんならない。お互いを大切に想う者同士にしか、許されない行為だ」

　アランはエデルの手を取った。

「これまで軽はずみにキスをしようとして、すまなかった……それから、こんな願いは身勝手だと分かってはいるが、お前には体を大事にしてほしい。……つまり、みだりに男とキスをしてほしくないんだ。もちろんこれは、俺が強制できることじゃないが」

　エデルはしどろもどろになりながら、答えた。

「わ、私……他の男の人となんて、キスしたくありません……」

　エデルにとってもキスは特別だ。だから、事故とはいえアランとキスをしたときに、忘れたくないと思ったのだ。

　他の誰でもない、彼とのキスだったから。

「よかった。これで安心できる」

　アランは目を細めた。じっと、神秘的な瞳でエデルのことを愛いとおしげに見つめている。

　なにも言葉は必要なかった。

　エデルはとけそうなほどに熱くなる心臓を持て余し、喉のどが震えて呼吸すらままならなかった。

「す、すみません心臓が……」

　彼の行動に翻ほん弄ろうされ、エデルは体の力が抜けてしまった。

　胸だけでなく、体のあちこちがかっとあったかくなっている。特に頰ほおと彼に握にぎられている手の熱さはこれまでにないほどだ。

「あ、あの……手が、ほっぺたが……」

「どうした」

「冷やしたいんです。ど、どきどきして、なんだか熱いんです」

「変なやつだな……でも、俺もかもしれない」

　アランはくすりと笑うと、エデルの手をとったまま言った。

「パーティはそろそろお開きになる。俺も最後に挨拶をしなくては。一緒に、冷たい飲み物をもらいに行こう」

「はい」

　エデルは彼の横顔を見てから、ふと、足元のストラップパンプスに目をやった。

　ミルク色の生地で縫ぬわれた薔薇の飾りが、月の光を受けて揺ゆらいでいるように見える。

　彼が贈ってくれたこの靴を履いて、彼との新しい思い出と、そして未来の約やく束そくが増えた。

（靴は人の運命を変える……）

　母が生きていたなら、聞いてみたいものだ。




　私は、恋を知ったのだろうかと。

　でもたぶん、答えは分かりきっている気がするのだ。





ＥＮＤ
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　シンデレラ伯はく爵しやく家けの靴くつ箱ばこ館かん、第二巻です。おかげさまでこうして続編をお届けすることができました。まず読者のみなさまに、心より御おん礼れいを申し上げます。

　今回のモチーフは『オズの魔法使い』です。童どう話わに登場する『銀の靴』以外にも多くの靴が登場しますので、お気に入りの一足を見つけていただけたらうれしいです。

　それでは、ここからはお礼の言葉を。

　担当さま。わがままをたくさんきいてくださって、ありがとうございました。

　イラストのあき先生。表紙の色合いの美しさに感動しました。かかとを三回鳴らす銀の靴がとてもかわいかったです！

　編集部のみなさま、校正さまやデザイナーさまをはじめ、本作に携たずさわってくださったすべての方々に感謝申し上げます。

　最後に、この本をお手に取ってくださったみなさま。本当にありがとうございました。





仲なか村むらつばき










著者

仲村つばき

Tsubaki Nakamura




６月27日生まれ。埼玉県在住。

今回は『オズの魔法使い』がモチーフです。

ゲストキャラクターのジュディの名前は、１９３９年公開の映画『オズの魔ま法ほう使つかい』でドロシー役を演じた、ジュディ・ガーランドからいただきました。










イラスト

あき

Aki




冷房でお腹が冷えひえです。真夏なのにカイロを貼ってます。
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シンデレラ伯はく爵しやく家けの靴くつ箱ばこ館かん




荒こう野やの乙女おとめは夢ゆめをみる
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